このたびは rR 2 j を 

お買い上げいただき、ありがとラございまず。 


本書は車両の取り扱いかたについて必要事頂-重要事項をご説明しています。 

ま全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みください。 

また、法律で使用者に点検•整備の義務が規定されており、使用者の保守管理責任がラ 
たわれております。別冊の r メンテナンスノート J と併せてお読みください。 



• 交通ルール • マナーを守り運転しましよう。 

• 自然環境保護にも気をくばりましよラ。 

• スバル販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。 

• 保証内容および点検整備については、別冊の「メンテナンスノート」をお読み 
ください。 

•取扱説明書は「ゾンテナンスノート」とともに、お車に保管してください。 

. お車をゆずられるときは、次のオーナーのために保証の有無にかかわらず取扱 
説明書、メンテナンスノートをお車につけておゆずりください。 

• 装備については販売店でカタログをご請求ください。 

. ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。 

車の仕様などの変更により、本書の内容がお車と一致しない場合がありますので 
ご了承ください。 


R2 RC1-0 98001 〜 107000, RC2-039001 〜041100 










本書の見かた 


表示やマークについて 


安全に関ずる表示 

まに索っている人や歩行者を含めた他の人が傷害を受ける可能性のあることや車体が損 
傷する可能性があることを回避法とともに示していまず。 



指示に従わないと、死 t 、 または重大な傷害を負ラ可能性があ 
ります。 


A ミ主意 


指示に従わないと、傷害を負う可能性があります。 
また、車体が損傷する可能性があります。 


禁止行為はイラストに禁止マークが入っていまず。 


Q 


イラストに左記のマークを記載して禁止事項を示しています。 


その他の表示 


0アドバイス 

知っておくと便利なこと 
知っておいていただきたいこと 


Sm 

グレード等により異なる装備については 
よつばマークがついています。 
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本書の見かた 


スポーツモードスイツ チを 

運弦を件に応じて走行モード { ノーマルモー 
ド、 スポーツモード）を選巧するスイッチで 
ず。 



!示打は;1なしています。 




へッタ—- 

ぺージの内容を 
案内しています。 


ツメタイトル- 

各章のタイトルを 
案内していまず。 


タイトル 

階層により区別 
してありまず。 


■m 

前ページ参照。 


r. 


—警告 ^注意 アドバイス」 

前ページ参照。 前ページ参照。前ページ参照。 

このページはサンプルページです。記載されている内容は実際のお車とは異なりまず。 


運転装置の使いかた 
エンジンの始動と停止のしかた 

■エンジンのお動（マニュアル車） 

♦エンジンをかける前に 

のを車ブしーキが引いてあるかお記します。 

②チェンジレパーがニュートラル位置であることをお記します。 

♦エンジンのかけかた 

① 運賠巧に座り、ブレーキペダルを齒みます。 

② クラッチペダルをいっぱいに庭みまず。 

③ エンジンスイッチにキーを差し込み START までスイッチを回しまず。このとま、アクセ 
ルペダルを超まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。 （10 がが巧） 

— e 0 アドバイス ；-1和 

<クラッチスタートシステム> 

マニュアル車には誤送作巧止のため、クラッチペダルをいっぱいに疫み这ま 
ないとスターターが回らずエンジンがかからないよラになっています。 


■エンジンの始動（才ートマチック車） 

♦エンジンをかける前に 

① なきブレーキが引いてあるか確認します。 

② セレクトレバーが旧であることを巧誌します。（回でも始動でまますが、安全のため 
旧で括動してください。） 

♦エンジンのかけかた 

① 運乾巧に座り、ブレーキペダルを踏みます。 

② エンジンスイッチにキーを差し込み START までスイッチを回します。このとき、アクセ 
ルペダルを超まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。 （10 巧が巧） 



車庫や屋内などの換気の悪いところで、エンジンをかけたままにしないでく 
ださい。 

ま內や屋内などに巧気ガスが慢入し、一酸化炭素中まのおそれがあります。 


— C A 注意） - 

エンジンを始動ずるときは必ず運西席に座って巧ってください。 
10抄^义上スターターを回し続けないでください。 

スターターが巧唐する原因になります。かからないときは一旦、スイッチ 
を OFF に戻し、10秒間放置してからもう一度エンジンスイッチを回し、ス 
ターターを回しまず。 

エンジンがかかったをは水温計の指針が中央が巧になるまでの間、アイド 
リンブ回おが富めに保たれます。 


3-30 



本文の見かた 


巧転するとき 
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本書の見かた 


検索について 


本書では、色々な方法で目的のものを検索できるよラにしてありまず。 



タイトルから探ず 
本書の構成 
ツメタイトル 
各章の目次 




名称から探ず 

さくいん . 


さくいん 一1 ぺージ 
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MEMO 




本書の目次 


■ 

イラスト目次 

1 

必読！ま全で快適な 
運転のポイント 

1-1 

( ♦おきをお使いいただく上で… 1-2 
'，♦お出かけ前には…1 一3 

/ ♦お子さまを乗せるときの気くばり 
j ' … 1-7 

¥ 

運転ずる前に 

2-1 

1 

\ ♦各部の開閉… 2-2 

参シート… 2 — 28 

1" 

¥ 

運転ずるとき 

3-1 

1 

,♦スイッチの使いかた… 3-2 

.♦メーター、表示灯、警告灯の 
/ 見かた… 3- 17 

1 


室内装備品の使いかた 

4-1 

1 

>♦エアコン… 4-2 

{ 


寒冷地での使いかた 

5-1 

1 

/参冬の前の準備、点検…日一2 

1 

¥ 

曰常点検 • まの手入れ 

6-1 

1 

::'♦日常点検…已 一2 

1 

7 

万一のとき 

7-1 

1 ♦ジャッキ、工具、スペアタイヤ 

\ ... / — と 

/♦パンクしたタイヤの交換…7-日 

1 ♦発炎筒について… 7-11 

日 

サービスデータ 

8-1 

1 

( 

■ 

さくいん 
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本書の目次 


参 i - CVT 車の特徴と運転上の 
注意… 1—10 

♦走行するときには〜1-1已 
♦雪道走行するときには… 1-21 


♦駐•停車するときには… 1-22 
♦ SRS エアバッグシステムに 
ついて…！ 一2日 

♦燃料補給時のま意…1 一2目 



•こんなことにも注意を…1-28\ 

•保証書.メンテナンスノート 
について…！ 一32 

♦環境にやさしい運転…1 -33 / 


参シートベルト •••2 — 38 
♦ SRS エアバッグシステム… 2-51 


♦ミラーの調整…2-目8 



•運車患■の使し、かた... 3-29 . i - CVT きの運が'. 3-33 •ブレ—キ”^—が 

参マニュアルまの運転… 3 — 32参 AWD 車の運転… 3-44 



参才ーデイオシステム… 4- 14 参室内装備… 4-43 



参走行ずる前に…5 — 5 


参走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき… 5-7 



参車の手入れ… 6-9 



♦故障したとき〜7-13 
♦けん引のとき’’’7—15 
♦オーバーヒートしたとき… 7- 19 


•バッテリーが上がったとき… 7-22 
•事故が起きたとき… 7-24 
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イラスト目次 


才ーデイオ... 4- 14- 

スポーッモードスィッチ".3—41- 

リヤウインドウデフオツ ガース イッチ… 3-1 日 


助手席カップホルダー… 4—44 
グローブボックス… 4—47 
助手席 SRS エアバッグ…2-日4 
車検証入れ… 4— 48 
非常点滅灯スイッチ… 3-16 
電源ソケット… 4-49 
エアコン... 4-2 

シフトロック解除ボタン… 3-3 已 
セレクトレバ 3 — 33 



インストルメントパネル周辺 



0-1 
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イラスト目次 


八ンドル周辺 
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イラスト目次 


メーター • 表示灯 


<F> 

I -フユーエルメータ —— 3-18 

I-方向指示器表示灯… 3-22 
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スピードメーター… 3- 17-1 

オドメーター.トリップメーター… 3-19 - 1 

トリップ切り替え/トリップリセットノブ… 3- 19 J 

フロントフォグランプ表示灯… 3-24 - 1 

セレクトポジション表示灯… 3-23 - 

八イビーム/パッシング表示灯… 3-22 - 

※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なります。 


0-3 
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イラスト目次 


く R> 


フユーエルメータ —— 3-18 
フロントフォグランプ表示灯… 3-24 
方向指示器表示灯… 3-22 



スピー ドメーター… 3-17 - 
オドメーター.トリップメーター… 3-19 
セレクトポジション表示灯… 3-23 - 


トリップ切り替え/トリップセットノブ… 3- 19 
タコメ ータ- 3—17 - 


八イビーム/パッシング表示灯… 3-22 
Info-ECO モード表示灯… 3-22 - 


※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なりまず。 
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イラスト目次 


<s> 


フユーエルメータ —— 3-18 
方向指示器表示灯…3 — 22 
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トリップ切り替え/ 

トリップリセットノブ… 3-19 J 
八イビーム/パッシング表示灯’ " 3-22 - 

スピードメーター… 3- 17- 

オド y- 夕一-トリップメーター… 3-19- 

セレクトポジション表示灯… 3-23 - 

シフトポジション表示灯… 3-22 - 

SPORT (スポーツ）モード表示灯… 3-23 
フロントフォグランプ表示灯… 3-24 —— 
ライティングスイッチ表示灯… 3-24 —— 
タコ メータ - 3—17 - 


※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なりまず。 
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イラスト目次 



<F> 


燃料残量警告灯…3 — 27 
ステアリング制御警告灯… 3- 28 
ブレーキ警告灯… 3-24 
ABS 警告灯… 3 — 2 日 
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才ートへッドランプレべラー警告な… 3-28 

か温表示灯/ 7 が品警告灯… 3-27 - 

SRS エアバッグ警告灯… 3-2 日- 

エンジン警告灯… 3-26 - 

チャージ警告灯… 3-2 目- 

オイルプレツシャー警告灯… 3-26 - 

シー ト ベル ト警告灯… 3 — 24 - 


※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なりまず。 
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く R> 


シートベルト警告灯… 3-24 
燃料残量警告灯… 3-27 
才ートへッドランプしベラー警告灯… 3-28 
ステアリング制御警告灯… 3-28 
ブレーキ 警告灯… 3-24 



ABS 警告灯… 3-2 日- 

7_K 温表示灯/水温警告灯…3 — 27 
チヤージ警告灯…3 -26 - 


SRS エアバッグ警告灯…3 -25 
エンジン警告灯… 3-26 - 


オイルプレツシヤー警告灯… 3 — 26 


※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なりまず。 
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燃料残量警告灯…3 — 27 
水温表示灯/水温警告灯…3 — 27 
ブしーキ警告灯… 3-24 
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ABS 警告灯… 3 — 2 日 
ステアリング制御警告灯… 3- 28 
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シー ト ベル ト警告灯… 3 — 24- 

才ートへツドランプレべラー警告な… 3-28 

チヤージ警告灯… 3-2 目- 

エンジン警告灯… 3-26 - 

オイルプレツシヤー警告灯… 3-26 - 


※グレードにより設定の有無およびメーターのデザインが一部異なりまず。 
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室内-前側 


発お筒… 7—11 

セレクトレバ 3 — 33 

サンバイザー… 4—46 
ルームミラー…2-目8 
チェンジレバー… 3-32 
—パワーウインドゥ... 2-18 

電動リモコンドアミラー… 2-68 



フロントシート ’"2 — 30 

駐車ブレーキレバ- 3 — 31 

フロントシートべ J レト…2 —41 
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室内-後側 
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イラスト目次 


外観 


ボンネット… 2-23 
けん引フック… 7-16 
ワイパー... 3-1 1 
フロントフォグランプ… 3-11 
へッドランプ…3-已 
タイヤ…6— 日 
ドアミラー… 2-68 
ドア... 2-3 
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リヤワイパー… 3- 12- 

リ飞’クート •••2 — 25 - 

アンテナ… 4-14 - 

リヤコンビネーションランプ… 6-21 —— 
フユーエルリツド（燃料補給 □) -2-21 
チャイルドプル ーフ… 2— 17- 
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必読！安全で快適な 
運転のポイント 


お車をお使いいただく上で .1-2 

お出かけ前には . 1-3 

お子さまを乗せるときの気くばり . 1-7 

i-CVT 車の特徴と運転上の注意 . 1-10 

走行ずるときには . 1 -15 

雪道走行ずるときには . 1 -21 

駐•停車ずるときには . 1 -22 

SRS エアバッグシステムについて . 1 -25 

燃料補給時の注意 . 1-26 

こんなことにも注意を . 1 -28 

保証書.メンテナンスノートについて . 1 -32 

環境にやさしい運転 . 1 -33 
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お車をお使いいただく上で 

■ユーザーカスタマイズ機能 


お客様のお好みにより、が下の機能の設定を変更ずることができまず。スバル販売店にて 
変更することができまずので、詳しくはスバル販売店にご相談ください。 


項目 

機能の内容 

設定 

初期設定 

参照ページ 

キーレス 

エントリー 

八ザードアンサー 
バックの作動 

作動あり/作動なし 

作動あり 

☆2-4 ぺージ 
☆2-13ぺージ 

自動施錠の作動 
(スマートキーしス 
システム付車は除く） 

30秒後作動/15秒後 
作動/7秒後作動/作動 
なし 

30秒後 
作動 

☆2- 5ぺージ 

ルームランプ 
アンサーバック 
の作動（※り 

ロック操作時 
徐々に消灯/1回 
点滅/作動なし 

徐々に 
消灯 

☆2-5 ぺージ 
☆2- 14ぺージ 

アンロック操作時 （^^^2) 
自動施錠の設定時間 
点灯/2回点滅/ 
作動なし 

自動施錠の 
設定時間 
点灯が 2) 

☆2- 5ぺージ 
☆2- 14ぺージ 

スマ ー h 
キーレス 
システム 

が3) 

スマートロックの 
作動時間 

短（約2〜3秒後）/ 

長（約4〜6秒後） 

短 

3秒後） 

☆2-13ぺージ 

キー閉じ込み 
防止 

キー閉じ込み防止 
の作動 

作動あり/作動なし 

作動なし 

☆2-7 ぺージ 

ルームランプ 

ルームランプオフ 
デイレイの作動 

30秒点灯後徐々に消灯 
/徐々に消灯/30秒 
点灯後消灯/消灯 

30秒点灯後 
徐々に消灯 

たと一ろページ 
☆2- 14ぺージ 
女 4-43 ぺージ 


XI 「ロック操作時」と「アンロック操作時」は別々に設定ずることができません。 

X 2 スマートキーレスシステム付車は「30秒点灯/2回点滅/作動なし」の設定となります。 
初期設定は「30秒点灯」となります。 

X 3 スマートキーレスシステム付車にはが下の機能設定がありまず。お車の使用状況に応じ 
て、お客様ご自身で機能の設定を変更することができます。 

. スマート機能の停止 
• 施錠忘れ防止ブザーの作動 
詳しくは2— 1日ページをご賣ください。 
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お出かけ前には 


■点検整備を実施して 

安全で快適な運転をするために、日常点検整備および定期点検整備を実施することが法律 
で義務づけられています。 

☆別冊のメンテナンスノー ト参照 

■タイヤ空気圧を点検して 

タイヤ空気圧の点検は法律で義務づけられていまず。タイヤ空気圧は応急巧スペアタイヤ 
も含ゆ、空気圧ゲージを使巧してドライブの前や、定期的（最低月1回程度）に点検•調 
整してください。タイヤ空気圧が不足したまま走巧ずると走巧不安定やタイヤのパ'-スト 
(破裂）を招き、思わめ事故につながるおそれがありまず。 

☆6 -日、8 -6 ぺージ参照 

■バッテリーの液量はときどき点検して 

バッテリーの液量が下限 (LOWER LEVEL ) が下になったまま使巧、または充電ずると、 
バッテリーが爆発するおそれがあります。バッテリーの液量はときどき点検し、少ない時 



必 

読 

I 

安 

全 

で 

快 

適 

な 

運 

転 

の 

ポ 


ン 


は上限 （UPPER LEVEL ) まで補充してください。 


☆別冊のメンテナンスノー ト参照 


■正しい運転姿勢に調整して 

走巧前にシート、ヘッドレストの位置を正しい 
運転姿勢がとれるように調整し、ドアミラー、 
ルームミラーなどを適切な位置に調整してく 
ださい。 

☆2-28、2 -68 ぺージ参照 
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■シートベルトは全員正しく着用して 

• 走巧する前に必ず全員がシートベルトを正 
しく着用してください。 

. 後席でも必ずシートベルトを着用してくだ 
さい。 

.SRS エアバッグは、シートベルトの補助装置 
でシートベルトに代わるものではありませ 
ん。シートベルトは必ず着用してください。 
☆2-38 ぺージ参照 


■運転席の足元はすっきりと 

• 足元のまわりにあき宙などの物を置かない 
でください。ブレーキペダルの下に物が挟 
まってブレーキ操作ができなくなることが 
あります。 

•フロアマツトは車に合ったものを正しく敷 
いてください。また、ずれないように固定ク 
リツプなどで固定してください。 

アクセルペダルやブレーキペダルに引っか 
かり、思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 




■サンダルでの運転はやめて 

厚底靴やサンダル、下駄での運転は、アクセルペダルやブレーキペダルが思ラよラに踏み 
化めなく、思わめ事故につながるおそれがあります。 


■室内に荷物を積むとき 


荷物はできるだけ低くし、背当ての高さが上に 
積まないでください。 ブレーキを 踏んだとき荷 
物が移動し、思わめ事故につながることがあり 
まず。 
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■ルーフに荷物を積むとき 

. ルーフに荷物を積むときは、別売のスバル純 
正ルーフキヤリアおよびアタッチメントを 
使用してください。スバル純正品が外を使い 
まずと、車体に損傷を与えることがありま 
ず。 

• 走行中荷物が落下すると危険でずので、確実 
に荷物を固定してください。 

•固定方法や最大積載量については、ルーフ 
キヤリアおよびアタッチメントに付属の取 
扱説明書を必ずお読みください。 

■インストルメントパネルの上やスイッチの近くに物を置かないで 

. インストルメントパネルの上に物を置いた 
まま走行しないでください。運転者の視界を 
妨げたり、発進時や走行中に動いてミ全運転 
の妨げになり、思わめ事故につながるおそれ 
があります。 

• スイッチの近くに物を置かないでください。 

走行中に突然スイッチが}甲され、思わめ機能 
が作動したり、スイッチの押されかたによっ 
ては、故障や加熱•火災の原因になります。 

.SRS エアバッグが作動したときの衝撃で物が 
飛び、思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 

な2 — 54ぺージ参照 

■危険物の持ち込みはやめて 

燃料の入った容器や可燃性ガス入りスプレー 

宙、ガスライターなどは炎天下で車内が高温に 

なったとき火災の原因につながるおそれがあ 

ります。また、万一事故が起きたときにも危険 

でず。 
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必読！安全で快適な運転のポイント 




■排気ガスの換気に気をつけて 

車庫など換気の悪い場所でエンジンをかけた 
ままにしないでください。換気が不充分にな 
り、車内や車庫などに排気ガスが充満し、一酸 
化炭素中毒を起こずおそれがあります。 



■車内に排気ガスが侵入してきたと感じたら 


すみやかに窓を開け、換気してください。 
そのまま放置ずると、排気ガスにより一酸化 
炭素中毒を起こずおそれがあります。 



■まの後ろに気をつけて 


. お子さまや障害物など、車のまわりの安全を 
充分確認してください。 

. 燃えやすい物があると、排気管や排気ガスの 
熱により火災になるおそれがありまず。 
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■こんなとき、スバル販売店で点検を受けて 

次の場合は車が故障しているおそれがあります。そのままにしておくと走行に悪影響をお 
よぼしたり、事故につながるおそれがあります。スバル販売店で点検を受けてください。 

. いつもと違う音やにおいや振動がするとき 
. 八ンドル操作に異常を感じたとき 
. ブレーキ 液が不足しているとき 
• 地面に;'由の漏れたあとが残っているとき 
• 各警告灯が点な•点滅したままのとき 

■燃料には無鉛ガソリンを 

. 無鉛ガソリンを使巧してください。有鉛ガソリンを使ラと触媒を劣化させまず。 

.粗悪なガソリンや軽;'由、アルコール燃料等の不適切な燃料やガソリン添加剤は、エンジ 
ンの各部に悪影響をちえますので使巧しないでください。 

. 無鉛レギュラーガソリンを使用してください。 

☆ 1-26 ぺージ参照 


お子さまを柔せるときの気くばり 


■お子さまは後席に 

助手席ではお子さまの動作が気になったり、お子さまが運転装置にさわって思わめ事故に 
つながるおそれがあります。お子さまは後席にすわらせて必ずシートベルトを着用させて 
ください。シートベルトが首や顔に当たるなど適正な着巧ができない場合はチャイルド 
シートを後席に取り付けて使巧してください。後席がお子さまにとって最も安全な乗車位 
置でず。 

☆2-52 ぺージ参照 
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■チャイルドシートを使用して 

. シートベルトが首や顔に当たるなど適正な着用ができないお子さまの場合、チャイルド 
シートを使巧してください。 

. 法律により6歳未満のお子さまを対象に、チャイルドシートの使巧が義務づけられていま 
ず。6歳未満のお子さまは必ずチャイルドシートを使巧してください。 

く選択の目安> 



べビーシート 

チャイルドシート 

ジュニアシート 

体重（目安） 

9 kg が下 

9〜18 kg 

18〜36 kg 

身長（目安） 

70 cm 未満 

100 cm 未満 

145 cm 未満 

年齢（目安） 

0か月〜9か月頃まで 

4か月〜4歳頃まで 

4歳〜12歳頃まで 


. チャイルドシートは後席に取り付けてください。 

• 助手席にチャイルドシートを絶対に取り付けないでください。 SRS エアバッグが作動し 
たとき、強い衝撃を受け、命にかかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。 
. チャイルドシートはお子さまを乗せていない時でも確実にシートに固定しておいてくだ 
さい。また、荷室に収納する場合でもロープなどを利用して固定してください。固定し 
ないまま客室または荷室に放置すると、ブレーキをかけた時などにチャイルドシートカ 《 
動き乗員や物に当たるなどして、思わめ事故につながるおそれがあります。 


■お子さまにも必ずシートベルトを 

• お子さまにもシートベルトを適正な位置に 
調整し着用させてください。適正な位置で 
シートベルトを着用できないお子さまには 
チャイルドシートを使巧してください。 

• 膝の上でお子さまを抱いていても、衝突した 
とき充分に支えることができず、重大な傷害 
につながるおそれがあります。 

•シートベルトは一人巧です。お子さまを抱い 
たままシートベルトの着用は絶対にしない 
でください。 

• お子さまを SRS エアバッグの前やシートの 
上に立たせた状態では走巧しないでくださ 
い。 
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■ドアの開閉に注意して 

. ドアの開閉、施錠は必ず大人が行ってくださ 
し、。 ドアを開閉するときはお子さまの手や足 
などを挟まないよラに注意してください。ま 
た、お子さまを後席に乗せたときは、安全の 
ためにチャイルド プルーフを ご利用くださ 
い。 

☆2-17ぺージ参照 

. ドア八ンドルを操作するときには、讯などを 
挟まないよラにご注意ください。 

☆2-3 ぺージ参照 



■窓から顔や手を出させないで 


走行中、車外のものなどに当たったり、急ブ 
レーキ時に思わめけがをするおそれがあり危 
険でず。 



■パワーウインドウに気をつけて 

. パワーウインドウが閉まるときには大きな 
力が働きます。挟まれると危険ですので、閑 
める前にお子さまが窓から顔や手を出して 
いないことを確認してください。 

• 挟まれると危険ですのでルさなお子さまに 
は開閉操作をさせないでください。 

. お子さまを乗せるときにはパワーウイン 
ドウのロックスイッチをロックにしておい 
てください。 

お子さまがウインドウスイッチをいたずら 
して手や首を挟むことを防止します。 

☆2- 18ぺージ参照 
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■まから離れるときはご一緒に 

• とくに乳妃などルさなお子さまや介護を必 
要とずる方は車内に残さないでください。炎 
天下の車内は高温となり熱射病などにつな 
がるおそれがありまず。 

エアコンを作動させていても途中で止まる 
ことがあり、思わめ事故につながるおそれが 
あります。 

. 駐車ブレーキ等、運転装置のいたずらにより 
思わめ事故につながるおそれがあります。 
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i - CVT 車の特徴と運転上のミ主意 


☆3-33 ぺージの 「 i - CVT 車の運転」も併せてお読みください。 

■クリープ現象がおりまず 

• エンジンがかかっているとき、アクセルぺダ 
ルを踏まなくても、ゆっくりと車が動き出す 
現象をクリープ現象といいます。 

. 停車中は車が動かないよラにブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じて駐車ブレーキをかけ 
てください。 

. エンジン 始動直後 やエアコン 作動時、 八ンド 
ル転驼時などは、自動的に エンジン 回転数が 
上がるため、（アイドルアップ）クリープ現 
象が強くなることがありますのでブレーキ 
ペダルを確実に踏んでください。 

必要に応じて駐車ブレーキをかけてください。 

■強い加速を必要とずるときキックダウンができまず 

• 走巧中にアクセルペダルを深く踏み込むと自動的に低速ギヤ比へ変速します。これを 
「キックダウン」といい、強い加速力を必要とするときに使巧します。 

. スポーツシフト装着車でマニュアルモード選択時は、キックダウンは行われません。キッ 
クダウンを行う必要のあるときは、◎に戻してください。 
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■ブレーキペダルはち足で 

. エンジンをかける前にペダルの位置を確認 
してくださし V ペダルの踏み間違いは思わめ 
事故につながります。 

. アクセルペダルとブレーキペダルは右足で 
操作してください。慣れない左足でのブレー 
キ操作は緊急時の反応がおくれることがあ 
り危険です。 


100042 

■セレクトレバーの操作は確実に 

•発進時、セレクトレバーの操作を巧うときは、アクセルペダルを踏まずにブレーキぺダ 
ルを踏みながら操作をしてください。 

. エンジン始動後、セレクトレバーはブレーキペダルを踏まないと回から動かないように 
なっております。また、アクセルペダルを踏んだまま操作すると急発進して思わめ事故 
につながるおそれがあります。 

. 誤発進防止のため後退した後は、すぐ固から一度圆に戻す習慣をつけてください。 

■セレクトレバー位置は目で確認 

エンジンをかけるときは固、前進するときは 
◎惟退は圆）の位置にあることを目で確認し 
てください。 


■発進時、アクセルペダルの踏み込みはゆつくりと 

アクセルペダルを急激に踏み込むと急発進して思わめ事故につながるおそれがあります。 
発進時はゆっくりとアクセルペダルを踏み込んでください。 
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■走巧中はセレクトレバーを圆にしないで 


エンジンブレーキがまったく効かなくなり思 
わめ事故につながるおそれがあります。 



■走行中（前進時）は、巧にしないで 

トランスミツシヨンの損傷の原因になります。 

■まが完全に止まらないラちに因に入れないで 

トランスミツシヨンの損傷の原因になります。 


■駐車ずるときは因にして、駐車ブレーキを確実に 


車が動き出したり、乗り込むときに誤ってアク 
セルペダルを踏むと急発進して思わめ事故に 
つながるおそれがあります。セレクトレバーを 
回にし、駐車ブレーキも必ずかけてください。 
☆ 1-22 ぺージ参照 
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■停車中は空吹かしをしないで 

思わめ事故につながるおそれがありますので、 
空吹かしをしないでください。 
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■まから離れるときはエンジンを止めて 

. クリープ現象で車がひとりでに動いたり、乗 
り込むとき誤って急発進し思わめ事故につ 
ながるおそれがあります。 

.セしクトレバーを固にして駐車ブレーキを 
確実にかけエンジンを切ってください。 


■囚に入れるとブザーが鳴りまず 

固に入れるとブザーが鳴り、圆であることを運転者に巧らせます。き外の人に音は聞こえ 
ませんのでごを意ください。 

■シフトロックシステムがついていまず 

.固からのしバー操作は、エンジンスイッチを ON にし、ブレーキペダルを踏まないと操 
作できません。 

. セレクトレバーを回から他の位置に操作するとき、先にセレクトレバーを手前に引いて 
からブしーキペダルを踏むとレバー操作ができないことがあります。先にブレーキぺダ 
ルを踏み、レバーを操作してください。 

. 固 L ソ外ではエンジンスイッチからキーは巧けません。（回 L 乂外ではキーを Acc から LOCK 
に回せません。） 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 
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■因からのレ/ K — 操作ができないとき 

エンジンスイッチが ON でブレーキペダルを踏んだ状態でも操作できないときは、次の手順 
でシフトロックを解除してください。 

①駐車ブレーキレバーを引きます。 

@ブレーキペダルを踏みます。 

感シフトロック辭除ボタンを押しながらセレクトレバーを操作しまず。 

くスポーツシフト装備車> くスポーツシフト装備車が外> 



この場合は、シフトロックシステムの故障が考えられますので、直ちにスバル販売店で点 
検を受けてください。 
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走行するときには 


■タイヤ交換のときは 

4輪のうち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系の損傷につながるおそれ 

があり危険です。また、操縦せ•ブレーキせ能を危険なものにし、事故につながる可能性 

がありますので、下記事項をお守りください。 

• 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同 ーメーカー、同一銘柄および同ートレッドパ 
ターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

. 著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

. 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使巧しないでください。 

. タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

•応急巧スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着してください。 

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときも同様でず。 

☆6-5、 7-3 ぺージ参照 

■走行中異常がおったら 

• 警告灯が点灯したら、直ちに安全な場所に停車し、スバル販売店に連絡してください。そ 
のまま走巧すると思わめ事故につながるおそれがありまず。 

☆3-24 ぺージ参照 

.ボンネット内部は高温になっています。ボンネットを開けてチェックするときは、高温 
部に触れないでください。やけどをすることがありまず。 エンジンの 回転部分には絶対 
に触れないでください。重大な傷害を受けるおそれがあります。 

. 才ーバーヒートしてエンジンルームから水蒸気が吹き出しているときは絶対にボンネッ 
卜を開けないでください。 

☆7-19ぺージ参照 

•走行中にタイヤがパンクやバースト（破裂） 

してもあわてずに八ンドルを確実に握り、急 
ブレーキをかけずに徐々にスピードを落と 
し、安全な場所に停車してください。 

• 床下に衝撃を受けたときは安全な場所に直 
ちに車を止め、ブレーキ液や燃料の漏れ、才 
イル漏れ、各部に損傷がないかを確認してく 
ださい。やけどの危険がありますので排気管 
には触れないように点検してください。損傷 
や異常がある場合は、スバル販売店に連絡し 
てください。 
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■ペダルに足をのせたまま運転しないで 


ブレーキペダルやクラッチペダルに足をのせ 
たまま運転しないでください。ブレーキやク 
ラツチの部品が早く摩耗したり、ブレーキが過 
熱して効きが悪くなるおそれがありまず。 



■走行中はエンジンスイッチを切らないで 


• 走巧中エンジンを止めるとブレーキブース 
ター（制動力倍力装置）が効かなくなり、ぺ 
ダルを踏むときに通常より強い力が必要と 
なります。また、パワーステアリング機能が 
働かず八ンドル操作が重くなり、思わめ事故 
につながるおそれがあります。 

な 3— 49ぺージ参照 

• 走巧中エンジンを止めると輔媒が過熱して 
焼損ずることがあります。 

• 走行中 LOCK にしないでください。キーが抜 
けると八ンドルがロックされ、操作ができな 
くなり、重大な事故につながるおそれがあり 
ます。 



■キーホルターや他のキーに気をつけて 

.キーグリップにキーホルダーや他のキーがかさなると、膝や手などが当たり、キーを回 
してしまラおそれがありまずのでミち意してください。 

大型のキーホルダーをキーに付けないでください。テコの原理でルさな力でも回ってし 
まうおそれがあります。 

•キーホルダーや他のキーを多数付けないでください。また、重いものをキーに付けない 
でください。車両の動きにより遠む力が働き、キーを回してしまうおそれがあります。 


1-16 


R2 RC1-0 98001 〜 107000, RC2-039001 〜041100 






■ ABS を過信しないで 

ABS は必ずしも制動距離を短くずるものではありません。 

下記の道路などでは ABS が作動した場合、 ABS が付いていない車よりも制動距離が長くな 
ることがありまず。充分な車間距離をとってち全運転にむがけてください。 

.マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやすい路面 
. 道路のつなぎ目などの段差 
. 凹凸路、石畳などの悪路 
• 下り坂での旋回 
. 路肩に草や砂利が多い道路 
• 砂利道 

.雪道（新雪路、圧雪路、凍結路など） 

☆3-46 ぺージ参照 
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■洗ま後や水たまりを走行したおとはブレーキの効き確認を 


水たまり走行後や洗車後、ブレーキの効きが悪 
くなることがあります。ブレーキペダルを軽く 
踏んで効きを確認してください。ブレーキの劾 
きが悪い場合は前後の車に充分注意してお速 
で走行しながら効きが回復するまで、ブレーキ 
ペダルを数回踏んでください。 



■めれた路面や滑りやずい路面での走巧は慎重に 


とくに雨の降り始めは注意してください。ま 
た、急ブレーキ、急八ンドルなどやエンジン回 
転が急上昇するような急なシフトダウンは避 
けてください。タイヤがスリップして思わめ事 
故につながるおそれがあります。 

☆ 1—21 ぺージ参照 



■雨天の走行は速度を落として 

. 路面がめれると滑りやすくなります。 

通常より注意して安全運転にむがけてください。 

.わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、タイヤがかに棄った状態（八イドロ 
プレーニング現象）になり、八ンドルやブレーキが効かなくなり危険です。スピードを 
落として走行してください。とくに摩耗したタイヤは、八イドロプし一ニング現象が起 
こりやすいので注意してください。 

. 冠水路など深い水たまりは走行しないでください。エンジン損傷や車両事故につながる 
おそれがあります。 

■下り坂ではエンジンブレーキの併用を 

. ブレーキペダルを踏み続けるとブレーキが過熱してブしーキが効かなくなるおそれがあ 
ります。シフトダウンしてエンジンブしーキを併用してください。 

. シフトダウンせずにエンジンのイ岳回転領域でブレーキを使用し続けると、ブレーキブー 
スター（制動力倍力装置）のアシストカ（楠助力）が弱くなり、ブレーキペダルを踏む 
とき通常より強い力が必要となる場合がありまず。 

☆3-49 ぺージ参照 
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〈エンジンブ レー キとは > 

走巧中にアクセルペダルを戻したときに起こるブレーキ効果のことをいいまず。イ岳速ギヤ 
に入れるほどよく劾きまずが、エンジン回転数がタコメーター（エンジン回転計）のレツ 
ドゾーンに入らないよラにしてください。 

〈シフトダウンとは〉 

.マニュアル車では5一4、4一3、3一2、2^1のように低速ギヤへ変速することをいいま 
す。 

. i - CVT 車ではセレクトレバーを囚にすると低速側に切り替わります。 

また、スポーツシフト付車で、マニュアルモード選択時は、マニュアル車同様7一6、6 
^5、5^4、4^3、3一2、2一1のよラに低速ギヤ比へ変速します。 

. シフトダウンによる急激なエンジンブレーキは、進路状況や車間距離にま意して行って 
ください。 

☆3-42 ぺージ参照 

■横風に注意して 

八ンドルを確実に握り、安全な速度で運転しま 
しょラ。 

走行速度が速過ぎると、八ンドルを確実に握っ 
ていても不意の突風で車の進路が乱され、事故 
の原因になるおそれがあります。 


■高速道路に入る前には 

• 燃料は充分補給してください。とくに高速道路上での燃料切れは危険です。 

. タイヤ空気圧を確認してください。空気圧不足の状態で高速走行するとタイヤがバース 
卜（破裂）するおそれがあり大変危険です。 

☆6-5、8 -6 ページ参照 

.万一のために停止表示板（または停止表示灯）を車に備えておいてください。 

停止表示板（または停止表示灯）の設置は法律で義務づけられています。（別売り） 
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■燃えやずいものの上は走らないで 

排気管や排気ガスの熱により着火するおそれ 
があります。 



■こんなことにも注意してください 

•急発進、急加速、急ブレーキ、急八ンドルは避けてください。 

. 車間距離は充分とってください。 

.スタック（立ち往生）したときなどはタイヤを高速で回転させないでください。タイヤ 
がバースト（破裂）したり、異常過熱により思わめ事故につながるおそれがあります。 

■適切なエンジン回転数で運転を 

.新車の慣らし運転中（約1，000 km まで）はエンジン回転をなるべく抑えてご使用くださ 
い。慣らし運転後はタコメーター（エンジン回転計）のレッドゾーン未満でご使用くだ 
さい。 

タコイーターの付いていないお車は各変速ギヤ位置の上限速度を超えないように運転し 
てください。 

. エンジンの始動直後は、急激な空吹かしや急加速などをしないでください。 

〈マニュアル車> 


変速位置 

速度範囲 

1速 

〇〜25 km/h 

2速 

1〇〜4日 km/h 

3速 

20〜70 km/h 

4速 

30〜100 km/h 

5速 

40〜100 km/h 


〈 i-CVT 車〉 

. 0 km / h から最高速度まで自動的に変速しますので、制限速度内で走行してください。 
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雪道走行ずるときには 


■4 輪とも冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）で 

• 雪道走行が予想される場合は冬巧タイヤ（ス 
タッドレスタイヤ）を用意してくださぃ。 

一般タイヤでは、雪道、凍結路でスリップし 
危険です。 

•冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、4輪 
とも必ず指定空気圧および指定サイズで、同 
ーサイズ•同ーメーカー•同一銘柄および同 
ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装 
着してくださぃ。 

. 摩耗差の著しぃタイヤは使用しなぃでくだ 
さぃ。 

■ jiVI _1日ぺージ参照 

■控えめな運転に瓜がけて 

•冬巧タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着してぃても、急発進、急加速、急ブしーキ、急 
八ンドルは、避けてくださぃ。タイヤのグリップカが失われ、車の進路をコントロール 
できなくなる場合があります。 

.マニュアル車の発進時は、2速ギヤの使巧をお奨めします。 

☆己一 7ぺージ参照 

■タイヤチェーンは非常のときのみ前輪に 

• タイヤチェーンは前輪に取り付けてくださ 

ぃ。 

☆己一 2ぺージ参照 

. タイヤチてーンを取り付けると、前後輪の接 
地カバランスが変わるため、後輪が滑りやす 
くなります。後輪が滑り出すと、八ンドルで 
車の進路をコントロールすることが難しく 
なりまず。 

急発進、急加速、急ブレーキ、急八ンドルな 
どを避けて路面の状況に合った安全な速度 
(30 km / h が下）で慎重に運転してくださ 

い 0 
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駐•停車ずるときには 


■燃えやずいものの近くに車を止めないで 

.枯れ草、紙、油、木材など燃えやずいものがあるところには、車を止めないでください。 

排気管や排気ガスの熱により火災につながるおそれがあります。 

.車の後ろに木材、ベニヤ板など燃えやすいものがあるときは、30 cm が上離して止めて 
ください。すき間が少ないと排気ガスにより変色や変形を起こしたり、火災につながる 
おそれがあります。 


■停ま中は空吹かしをしないで 

排気管が過熱し、車両火災につながるおそれ 
があり危険でず。 


■坂道に駐まずるときは 

無人で車が動き出すなど思わめ事故につなが 
るおそれがあります。安全のため次の処置をし 
てください。 

①駐車ブレーキを充分にかけ、車が動き出さな 
いことを確認します。 

☆己一8ページ参照 

©マニュアル 車 ：チェンジレバーをが 下の位 
置に入れます。 

下り坂；" R " 

登り坂；" 1" 

i - CVT 車： セレクトレバーを回に入れ 

ます。 

感輪止め（石やタイヤストッパー)をします。 
なお、急な坂での駐車は避けてください。 
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■車の移動はエンジンをかけて 


必ずエンジンをかけて移動してください。エンジンをかけないで坂道を利巧した移動は、ブ 
レーキの効きが悪かったり、八ンドル操作が重くなり思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

■まから離れるときは必ず駐車ブレーキをかけ、エンジンを切り、必ず 
施錠を 

. 無人で車が動き出したり、車両盗難や貴重品 
盗難など思わめ事故につながるおそれがあ _ 

ります。 

. お子さまや介護が必要な方を車内に残した 
ままにしないでください。思わめ事故につな 
がるおそれがあります。 



□ック 



■いきなりドアを開けないで 

ドアを開けるときは、周囲の安全を確認してく 
ださい。後ろから車、オートバイ、自転車など 
がきている場合があり思わめ事故につながる 
おそれがあります。 



■仮眠ずるときは必ずエンジンを止めて 

仮眠中に無意識にアクセルペダルを踏み続け 
たり、チェンジレバー、セレクトレバーを動か 
したりして思わめ事故やオーバーヒート、火災 
につながるおそれがあり危険です。また、風通 
しのよくない場所では一酸化炭素中毒になる 
おそれがあります。 




必読！安全で快適な運転のポイン ト 


R2 RC1-0 98001 〜 107000, RC2-039001 〜041100 


1-23 













■雪が積もった場所や降雪時に駐車ずるときは、エンジンをかけたまま 
にしないでください 

エンジンをかけた状態で車のまわりに雪が積もると、排気ガスが車内に侵入して一酸化炭 
素中毒になるおそれがあり危険でず。 


■八ンドルをいっぱいに切った状態を長く続けないで 


車庫入れなどで、エンジンをかけたまま八ンド 
ルをいっぱいに回した状態を長く続けないで 
ください。（己秒が上続けないでください。）八 
ンドル操作が重くなることがありまず。 



1007779 
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SRS エアバッグシステムについて 


■ SRS エアバッグシステムとは 

SRS エアバッグの SRS とは Supplemental Restraint System の略で、乗員補助巧]束装置 
の意味でず。 

全ての SRS エアバッグはエンジンスイッチが ON のときのみ作動可能になります。 

• 運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある 
大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席 
乗員の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。 

.SRS サイドエアバッグは車両側ちから乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の主 
に胸部への衝撃をやわらげる装置です。 

く運転席 SRS エアバッグ> く助手席 SRS エアバッグ> 




く SRS サイドエアバッグ> 
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■シートベルトは必ず着用して 

.SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助ずる装置でシートベルトに代わるもので 
はありません。 SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛びだしなどを防止できないば 
かりか、エアバッグ本体からの衝撃を直接受けてしまいまず。 

. シートベルトを正しく着用し、正しい運転（乗車）姿勢をとらないと、衝突などのとき、 
SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にかかわるよラな重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 

. 同乗者も必ずシートベルトを着用してください。 

☆2-38 ぺージ参照 

■お子さまを乗せる場合は 

. お子さまは後席に乗せてください。 

.チャイルドシートは後席に取り付けてください。 

. シートベルトが首や顔に当たるなど適正な着用ができないお子さまには、スバル純正 
チャイルドシートを使用してください。 

スバル純正チャイルドシートの使用方法は付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 助手席にチャイルドシートを絶対に取り付けないでください。 

SRS エアバッグが作動したとき、強い衝撃を受け、命にかかわるよラな重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 

☆ 1-7、2 -47 ぺージ参照 


燃料補給時のミ主意 


■指定燃料を必ずご使用ください 

. 無鉛ガソリンを使用してください。有鉛ガソリンを使ラと触媒を劣化させます。 

• 給油時に指定されている燃料であることを確認してください。 

☆指定燃料の種類：1 -7 ぺージ参照 

.指定が外の燃料（粗悪なガソリン、アルコール燃料など）を使用ずると、エンジンの始 
動性が悪くなったり、ノッキングが発生したり、出力が低下ずる場合がありまず。また、 
そのまま使ラとエンジンや燃料系統部品を損傷するおそれがありまずので、指定燃料が 
外は使用しないでください。 

■燃料補給時には次のことを必ずお守りください 

. エンジンは必ず止めてください。 

.車のドア、窓は閉めてください。 

. 燃料給油時は火気厳禁でず。 

タバコを吸ラなどの火気を絶対に近づけないでください。引火して火災を引き起こずお 
それがありまず。こぼれた燃料はすみやかに拭き取ってください。 

• 燃料の取り扱いは屋外で行ってください。 
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• フューエルキャップを開ける前に車体または給油機などの金属部分に触れて身体の静電 
気除去を巧ってください。身体に静電気を帯びていると、放電による火花で燃料に引火 
する場合があり、やけどするおそれがありまず。 

•フューエルキャップを開ける場合は、必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆっくり左に 
回して開けてください。 

キャップをゆるめたときに、"シュー"といラ音がしたときは、その音が止まってから 
ゆっくり開けてください。急に開けると給油口より燃料の吹き返しが発生し、火災にな 
るおそれがありまず。 

. フューエル リッド、 フューエル キャップを開けるなど給油操作は必ずお一人で巧ってく 
ださい。 

給;'由口に他の人を近づけないでください。 

. 給;'由するときは給油□に給油ガンのノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かしたり、浅く挿入し継ぎ足し給油を巧ラと、オートストップが作動せず、燃 
料がこぼれる場合があります。 

•給油中、ふたたび車内のシートに戻らないでください。（座ることで再帯電ずることがあ 
ります） 

.給油のときは、給油ガンが自動停止した時点でお止めください。気温などの変化により 
燃料があふれ、火災になるおそれがありまず。 

.その他、ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項を守ってください。 

•燃料補給後はフューエルキャップを"カチッ、カチッ"と音がするまで右に回し、確実 
に締まっていることを確認してください。キャップが確実に締まっていないと走巧中に 
燃料がもれ、火災になるおそれがあります。 

. 車に合ったスバル純正のフューエルキャップが外は使用しないでください。純正品を使 
わないと火災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
ながるおそれがありまず。 

•給;'由中に、燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵ずおそれがあります。 
こぼれた燃料はすみやかに拭き取ってください。 

■ 給油時に気化した燃料を吸わないよラにしてください 

燃料の成分には、有害な物質を含んでいるものもありますので、ごを意ください。 
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こんなことにもミ主意を 


■クラッチ•スタートシステムについて（マニュアル車） 

マニュアル車にはエンジン始動時の誤操作防止機構（クラッチ•スタートシステム） 
が装着されていまず。 

クラッチペダルをいっぱいに踏み込まないとスターターが回らずエンジンがかかりませ 
ん。 

☆3-29 ぺージ参照 

■ AVVD 車は万能まではおりません 

AWD とは、 All Wheel Drive (才ールホイールドライブ=全輪駆動）の略です。4輪車で 
は 4WD (四輪駆動）とも呼びます。 

二輪駆動車に比べて滑りやすい路面、積雪路などではより安定した走行ができますが、急 
ブしーキ、急八ンドル時は差がありません。安全な速度で走行してください。 

な 3— 44ぺージ参照 


■走行中は携帯電話を使わないで 

法律により、自動車の運転者が走行中に携帯電 
話等を手で保持して通話したり、 メールの 送受 
信等のために画面を注視することは禁止され 
ています。 


■アクセサリーの取り付けに注意 

ウインドゥにアクセサリーを取り付けると、視 
界の妨げになったり、吸盤がレンズの働きをし 
て火災を起こしたり、助手席 SRS エアバッグが 
作動したときアクセサリーが飛んでけがをす 
るなど思わめ事故につながるおそれがありま 
す。 
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■車内にガスライター、スプレー吿等を放置しないで 

炎天下で駐車するときは車内にガスライター 
やスプレー宙等を放置しないでください。車室 
内が高温になるためライターやスプレー宙等 
が爆発するおそれがあります。 



■排気管をときどき点検して 

排気管の腐食などによる巧や亀裂および継ぎ 
手部の損傷など、排気管の異常に気づいた場合 
は、必ずスバル販売店で点検整備を受けてくだ 
さい。そのまま使巧すると排気ガスが車内に侵 
入し、一酸化炭素中毒になるおそれがありま 
す。 



■リヤゲートを確認して 

リヤゲートが閉まっていることを確認してください。確実に閉まっていないまま走行する 
と排気ガスが車内に侵入し一酸化炭素中毒になるおそれがあります。 


■ラジェターが熱いときキャップを外さないで 

ラジェターやリザーバータンクが熱いときは 
キャップを外さないでください。蒸気や熱湯が 
吹き出ずおそれがあり危険です。 
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■不正改造は絶対にしないで 

. 車の性能や機能に適さない部品を取り付け 
たり、自己流のエンジン調整や配線などを巧 
わないでください。火災など思わめ事故につ 
ながることがありまず。 

. スバルが国±交通省に届け出をした部品が 
外のものを取り付けると不正改造になるこ 
とがあります。スバル販売店にご相談くださ 
い。（タイヤ、ホイール、マフラーなど） 



■電装品、無線機を取り付けるときには 


取り付け、取り扱いを誤ったり、スバル純正が 
外の部品を使巧ずると、電子制御系統に異常が 
起きたり、火災など思わめ事故につながるおそ 
れがありまず。 

スバル販売店にご相談ください。 


■純正部品をお奨めしまず 

マフラー、エアクリーナーエレメント、オイ 
ル、冷却水、オイルフィルター、タイヤチェー 
ンなどの部品は、スノ くル純正部品の使用をお賀 
めしまず。純正部品が外を使巧すると保証を受 
けられない場合があるばかり力、、故障の原因に 
なることもあります。 

例えば、マフラーやエアクリーナーエレメント 
の変更はエンジンの援傷を招くおそれがあり 
ます。純正部品は、スバル車に合うよう厳しい 
検査を実施して作られています。 

詳しくは「保証書.メンテナンスノート」をご 
覧ください。 



爲 SUBARU 

100070 
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■点検整備をずるときは 

• スバル販売店はスバル車を点検整備するための設備、技術、知識の全てを兼ね備えてお 
ります。お客様が安むしてお車をお乗り頂くためにも、点検整備はお近くのスバル販売 
店にご巧命ください。 

•日常点検整備でエンジンルーム内の点検を巧うときは、エンジン高温部、回転している 
プーリーやベルト、き動的に回転ずる冷却フアンに充分ご注意ください。思わめけがを 
することがあります。 

. AWD 車でエンジンを回したまま点検を巧うときは、車が動かないようにするため、必ず' 
4輪ジャッキアップ、または4輪ローラー上で巧い、空吹かしや急制動はしないでくださ 

し、。 
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別冊の「メンテナンスノート j には、保証の内容および点検•整備について記載 
してあります。ご使用前に必ずお読みください。 

■保証について 

保証書には、万一故障が起きたときにお料で修理が受けられる条件や範囲が記載してあり 
ます。 

-度お読みになり、条件や範囲などについてご確認ください。 

■点検*整備について 

. 法律で使用者に点検-整備の義務が規定されており、使用者の保守管理責任が明確にラ 
たねれております。 

. メンテナンスノートには点検-整備の時期ややりかたなどが記載してあります。 

よく読んで必ず行ってください。 

. 日常点検整備や他の点検整備を行ったときは、必ずその結果をメンテナンスノートに記 
入しておいてください。 

. 納車してから1かち後および6か月後 

(ただし、6か月 L ソ内に走行距離が5千 km を超える場合は5千 km 時点）に新車時点おを 
無料で実施しております。 


愤ま H 1か月 H 6 か月年 H 2 年 H 3 年 H 4 年 H 5 年 H 6 年 H 7 年 H 8 年年 Hi 


‘〇 


一般保西部品 3年 


f またはその期間のでも A 
\走行距難が6万 km まで y 


{ ただし、一部保征巧間の違ラものがおりま 
\すので、詳しくは保証書をお読みくださし、。 


特別保虹部品 5年（またはその期間内でもを巧距誰が10万 km まで） 


日常の自動まご使巧の中で、お客樣が走行距離や運行時の状態などから判がした適切な時期に必要に応じて巧います。 

スバルでは、お客様の日常点検整備をお手伝いずるためにスバル愛車チェック乂ニュ ー" を準備しましたのでごま巧ください 




1 か月 6 力、月 

じか月 

/または、 


\ 5千 km / 


無料痛検無料点検 

定期点検 




12 か月 2 が、月 


保証期間と点検整備時期 


保証書 • メンテナンスノートについて 
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環境にやさしい運転 


■環境にやさしい運転をずるには 

常にタイヤの空気圧を適正にしましよラ。 

走行する前に、不必要な荷物は降ろしましよラ。 

長時間停まずるときは、エンジンを止めましよラ。 

空吹かしはやめましよラ。 

エアコンの使用は、少し控えましよラ。 

発進や加速はスムーズにしましよラ。 

経巧速度で走行しましよラ。 

. 一般道路やち料道路では、法定速度で走行すると燃費が良くなります。 

.下り巧や減速時には、エンジンブレーキを使いましよう。燃料噴射が停止し、燃費向上 
につながります。 


— しアドバイス ） 一 
10- 15モード燃費とは 

車両カタログに記載されている 
「10 • 1日モード燃費」とは、一定 
条件にしたがつて測定した燃費で 
ず。 

このモードは、市街地モード （10 
モード）と高速モード （1 日モード） 
の2パターンを測定したものでず。 
測定方法は、10の走行パターンを 
想定したテスト（市街地モード） 
を3回巧い、続けて1日の走行パ 
ターン（高速モード）を想定した 
テストを1回行います。 

平均速度：約23 km/h 
走行距離：約 4.2 km 


参10 • 15モード 


ま 

速 

而ぉ 
/ 20 





10モード X 3サイクル 15モード 

(市街地モ^ド ）I 搞速モ ー K ) 


次ぺージへ=> 



必読！安全で快適な運転のポイン ト 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 


1-33 















马前ページより 


この測定は実走行ではなく、測定 
装置（シャシーダイナモメータ ー） 
上に車両をのせて行います。 



「10-1日モード燃費」は、都市内走行状態を想定して測定したもので、実隙 
の走巧とは異なる場合が多くありまず。 

例えば、天候や路面、車両重量、運転等に応じて燃費が異なります。 
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各部の開閉 

キ— 


キーはドアの施錠、解錠、エンジンの始動、停止に使います。 

くリモコンキー付車> くスマートキーレスシステム付車> 




リモコン キー スペア キー 



キーナンバー 
プレー h 

201334 




201335 


. リモコンキーまたは、携帯機を使うと、ドアやリヤゲートの施錠、解錠がボタンで操作 
できます。 

. キーナンバーは盗難防止のため、キーナンバープレートに巧刻してあります。 


— アドバイス） - 

.キーナンバープレートは、合いかぎを作る際に必要となりますので、大切 
に保管してください。 

. 盗難防止のため、キーナンバープレートは車内に置かないでください。 

• 万一に備えてキーナンバーをメモしておいてください。 

. キーを作るときは、スバル販売店にご相談ください。 

.万一、キーまたは携帯機を紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、 
直ちにスバル販売店にご相談ください。 
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各部の開閉 


ドア 

■ドアの開閉 

ドアを開けるときは、ドア八ンドルを引き上げ、手前に引きます。 

ドアを閉めるときは、確実に閉め、半ドアになっていないことを確認してくださし、。 

— 注意 J - 

. ドアを開けるときは周囲の安全を充分に確認してください。不用意に開け 
ると後続車、自転車、オートバイなどにぶつかることがあり危険でず。 

. ドアは確実に閉めてください。半ドアでは開くことがあり危険です。 

. ドアを閉めるときは、手や指などを挟まないよラにご;'ま意ください。 


—— (向アドバイス） - 

. ドア八ンドルを操作ずるときには、ぶなどを挟まないよう気をつけてくだ 
さい。 

. 車から離れるときは、エンジンを止めドアを必ず施錠してください。また、 
ドアを施錠する前にキーを持っていることを確認してください。 

. 施錠してもき内に貴重品などを置かないよラにしてください。 

• が下の状態でドアを開けるとブザーが鳴ります。 

-キーを差したままのとき 
-ライトが点灯したままのとき 

ただし、エンジンスイッチが ON のときは鳴りません。 

☆3-4、 3-6 ぺージ参照 

.棄車中の施錠、解錠については次のような特徴がありまずので選択し、ご 
使巧ください。 

施錠している場合 

. お子さまなどの同乗者が誤ってドアを開けることを防ぎまず。 

.停車時、車外からの不意の侵入者を防ぎまず。 

. シートベルトの着用と併せ、事故時に車外に段げ出される可能性が少なく 
なります。 

辭錠している場合 

. 万一の事故の場合、車外からの救援活動が受けやすくなります。 



運転ずる前に 
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を部の開閉 


■電波式リモコンドアロックによる施錠-解錠が 

電波により、車から離れたところ（約1 m ) 力、ら全ドア（リヤゲートを含む）の施錠•解 
錠ができます。 


•解錠 

車のまわりからリモコンキーの'ボタンを 
巧ずと全てのドア（リヤゲートを含む）が解錠 
します。このとき非常点滅灯（八ザードラン 
プ）力で回点滅します。 


•施錠 

車のまわりからリモコンキーの e ボタンを押 
すと全てのドア（リヤゲートを含む）が施錠し 
ます。このとき非常点滅な（八ザードランプ） 
力<1回点滅します。 




— C 向アドバイス） - 

車から離れるときは、ドア八ンドルを引き、半ドアになっていないことを確 
認してください。 


•非常点滅灯（八ザードランプ）の点滅の解除 

解錠時や施錠時に点滅する非常点滅灯を作動しないようにすることができまず。 

スバル販売店でキャンセルすることができまず。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 
☆ 1-2 ページ参照 
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各部の開閉 


•自動施錠 

解錠してから30秒が内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠され 
ます。 

スバル販売店で自動施錠の秒数の設定を変えることができます。詳しくはスバル販売店に 
ご相談ください。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

•ルームランプ連動 

ルームランプスイッチが DOOR 位置にあるとき、リモコンキーにより辭錠またはドアの開 
閑を行うとルームランプが約30秒間点灯し、徐々に消灯します。 

点灯中が下の操作をするとルームランプは徐々に消灯します。 

.リモコンキーの0ボタンを押して、ドアを施錠した場合 
. エンジンスイッチにキーを差し込んだ場合 

スバル販売店でルームランプ連動の条件の設定を変えることができます。詳しくはスバル 
販売店にご相談ください。 

な1—2、 4— 43ぺージ参照 

- (机アドバイス） - 

• リモコンキーは車の周囲約 Im が内で作動しますが、周囲に強い電波やノ 
イズがある場合（例： TV 塔や発電所、放送局、無線機器使巧場所など） 

は、作動距離が変わることがあります。 

. 車を離れるときは、ドア八ンドルを引いて施錠を確認してください。 

. エンジンスイッチにキーが差し込まれているとき、ドアもしくはリヤゲー 
卜が開いているときまたは半ドアの場合、作動しません。 

• リモコンキーには電子部品が組み込まれています。故障を防ぐため、次の 
ことをお守りください。 

-ダッシュボードの上など直射日光が当たり高温になる場所には絶対に放 
置しないでください。電池の損傷や回路故障の原因になります。 

-強い衝撃を与えないでください。 

一電池交換時が外は分解しないでください。電池交換の隙は電池のショー 
卜および®、©の方向に注意してください。 

•水にめらさないでください。水にめれた場合はずみやかに拭き取り、充分 
に乾かしてください。 

. リモコンキーを紛失した場合、またはスペアリモコンキーが必要な場合は 
スバル販売店にご相談ください。 

. リモコンキーを紛失した場合は盗難などを防ぐため、リモコンの再登録を 
お奨めします。リモコンの再登録をするときはスバル販売店にご相談くだ 
さい。 
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を部の開閉 


■ま外からキーによる施錠-解錠 


キーを確実に差し込んできの後ろ側に回すと 
施錠され、前側に回すとお錠されます。 



— C 向アドバイス） - 

車外から施錠-解錠できるのは運転席ドアだけです。 


■キーを使わない車外からの施錠 

•フロントドア 

①ドアを開けドアロックノブを下げます。 


200036 
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各部の開閉 


>リヤドア 

ドアを開けドアロックノブを下げてドアを閉 
めます。 



■車内から集中ドアロックによる施錠•解錠 

運転席ドアの集中ドアロックスイッチの0側 
を押すと全てのドアが施錠されます。 iT 側を 
巧すと全てのドアが g 军錠されます。 

リヤゲートも同時に施錠-解錠されます。 



— C/h ミち意 J - 

ドアロックノブで運転席ドアを施錠または辭錠しただけでは集中ドアロック 
は作動しません。必ず集中ドアロックスイッチで施錠または解錠してくださ 

し、。 


♦キー閉じ込み防止機能 

エンジンスイッチにキーが差し込まれている場合、ドアを施錠しないように働き、キーカ 《 
車内に残したままになることを防止ずる機能でず。 

この機能の初期設定は非作動となっております。スバル販売店にて作動に切り替えること 
ができまず。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 

な 1—2 ぺージ参照 



運おする前に 
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を部の開閉 


▼キー閉じ込み防止機能が作動するとき 

. ドアを開けた状態で、集中ドアロックスイッチの0側を押した場合、キー閉じ込み防止 
機能が作動します。 

▼キー閉じ込み防止機能が作動しないとき 

. ドアロックノブで施錠し、ドアを閉めたとき、機能は作動せず施錠されます。 

. 車外から合いかぎを使い施錠した場合、機能は作動せず施錠されます。 

- C ^ アドバイス） - 

車外に出るときには、必ずキーを持っていることを確認して施錠してくださ 

い。 


■ま内からドアロックノブによる施錠-解錠 

ドアロックノブを下げると施錠され、上げると 
解錠します。 



200510 


スマートキー レスシステム 


スマートキーレスは携帯機を携帯ずることにより、運転席ドア八ンドルの周囲約40〜約80 
cm に近づくと、キーを取り出すことなく解錠、離れると施錠が巧えるシステムです。また、 
従来どおりの電波式リモコンドアロックも携帯機のボタン操作により使用できます。 

I - (向ァドバィスが -1 

スマートキーレスシステムではエンジンの始動-停止はできません。エンジ 
ンの始動-停止はキーで巧ってください。 

☆3-2 ぺージ参照 
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各部の開閉 



植込み型む臓ぺースメーカーおよび植込み型除細動器の機器を装着 
されているかたは、車両側発信アンテナから約22 cmW 内の範囲に 
植込み型む臓ぺースメーカー等を近づけないよラにしてください。 

車両側発信アンテナの電波により植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み 
型除細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。 

植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器 L 乂外の医療巧電気機器 
を装着されているかたは、 後述の"スマートキーレスで使用している電 
波について" を参考に医療用電気機器製造業者などに事前に確認してくだ 
さい。車両側発信アンテナの電波により医療用電気機器の作動に影響をちえ 
るおそれがあります。 

. 車両側発信アンテナからの電波の発信を停止させる場合は、スバル販売店 
にご相談ください。 

スマートキーレスで使用している電波について 

. スマートキーレスでは、な下規則により定められた微弱電波を使用してお 
ります。 

一電波法施行規則第6を第1項第1号 
. スマート機能は、従来の電波 
式リモコンドアロック機能の 
電波に加え、下記周波数の電 
波（※りを使用しています。 

その電波はキーをエンジンス B 

イッチから巧いている間、下 
記 A および己の車両側アンテ 
ナから周期的に出力していま 
ず。 

XI 電波周波数:131.06 kHz 




運おする前に 
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を部の開閉 


— し 注意 J - 

携帯機の取扱いに関ずる ミ 主意項目 
. 携帯機をキーに結合し使用しな 
いでください。携帯機に膝や手な 
どが当たり、キーを回してしまラ 
おそれがあります。 

☆ 1—1 6ぺージ参照 
. 携帯機をエンジンスイッチから 
のキーの抜き•差しにかかわらず 
車室内（例えば、インス h ルメン 
トパネルの上、物入れ、シートの 
上など）または車雨周辺 2 m が内 
(例えば、車庫での保管など）に 
絶対に放置-保管しないでください。 

携帯機の位置によっては、勝手に施錠•解錠し、盗難やキー閉じ込みにあ 
う恐れがありまず。また、施錠•解錠を繰り返し、バッテリー上がりや、 
携帯機電池切れの原因となる場合があります。 

•長期間お車を使巧しないとき、機能自体を使用しないとき、やむをえず携 
帯磯を車室内や車の周辺に保管したいときは、「2-14」ページの"スマー 
卜磯能の停止方法" を行ってください。 

•携帯機には電子部品が組み込まれています。故障を防ぐため、次のことを 
お守りください。 

-電池交換時が外は分解しないでください。電池交換の隙は電池のショー 
卜および、0、©の方向に注意してください。 

-水にめらさないでください。水にめれた場合はすみやかに拭き取り、充 
分に乾かしてください。 

-強い衝撃を与えないでください。 

-磁気を帯びた物に近づけないでください。 

-ダッシュボードの上など直射日光が当たったり高温になる場所には絶対 
に放置しないでください。電池の損傷や回路故障の原因になりまず。 

-超音波洗浄機などで洗浄しないでください。 

-湿気やホコリが多い場所に放置しないでください。携帯機故障の原因と 
なります。 

-パソコン、家電製品の近くに放置しないでください。携帯機が誤作動し、 
電池切れの原因となります。 
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各部の開閉 


一携帯機は車両との通信のために、常時受信動作をし、常に電池を消耗し 
ていまず。電池の寿命は使用状況によりまずが、約1年でず。電池が切 
れた場合、新しい電池と交換してください。 

携帯機ご使用上のミ主意項目 

.次のよラな場合には、携帯機•車両間の通信の妨げとなり、作動距離が著 
しく短くなる場合がありまず。また、施錠•解錠ができなくなる場合や施 
錠-解錠を繰り返す場合もあります。 

一近くに強い電波を発生ずる設備がある。 

一複数の携帯機を携帯している。 

-携帯機の近くに携帯電話などの無線通信機がある。 

-他の車両の携帯機またはリモコンキーなどの電波を発信ずるよラな製品を 
使用しているとき。 

-携帯機の近くに金属物がある。 

-金属製のアクセサリーを携帯機に付けているとき。 


— C ^ アドバイス） - 

. 携帯機を紛失した場合は盗難などを防ぐため、携帯機の再登録をお奨めし 
ます。携帯機の再登録をずるときはスバル販売店にご相談ください。 

. スペアの携帯機が必要な場合はスバル販売店にご相談ください。 


■スマート機能の作動エリア 

ドアの施錠-解錠機能の作動エリアは運転席ド 
ア八ンドルを中むに約40〜80 cm が目ちとな 
りまず。 






運おする前に 
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を部の開閉 


— Cf ^ アドバイス） - 

• 助手席ドア、後席ドアおよびリヤゲート付近はスマート機能の作動エリア 
ではありません。 

• エンジンスイッチからキーを抜き、いずれのドアも開けていない場合は作 
動しません。 

. 1週間が上お車をご使用にならなかった場合、車両バッテリー保護のため、ス 
マート機能が自動的に停止します。電波式リモコンドアロックを作動させ 
るか、いずれかのドアを開ければ、スマート機能は復帰します。 

. 運転席ドア八ンドルの近くで携帯機をいろいろな位置に動かし、あらかじ 
め作動エリアを覚えておくと便利です。 

•乗車時、携帯機の位置によっては、勝手に施錠•解錠ずることがあります 
力《、エンジンスイッチにキーを差せば停止します。 

. リモコンエンジンスターターによるエンジン暖気中は、作動エリアが狭く 
なることがあります。 

.携帯機の電池が消耗しているときや、強い電波、ノイズのある場所（例： 
TV 塔や発電所、放送局、無線機器使用場所など）、携帯電話通話中は、作 
動エリアが狭くなったり、作動しないこともあります。 


■スマート機能の使い方 

•解錠(スマートアンロック） 

携帯機を携帯し、作動エリアに入ってくださ 

い。 

ドアが解錠し、非常点滅灯（八ザードランプ) 
力。回点滅します。 



— C fffl アドバイス） - 

携帯機を作動エリアに急に接近させた場合や、急なドア八ンドル操作では解 
錠できない場合がありまず。その際は、ドア八ンドルを一度もどし、解錠さ 
れたことを確認してから再度ドア八ンドルを引いてください。 
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各部の開閉 


♦施錠(スマートロック） 

すべてのドアを閉めてから携帯機を携帯し作 
動エリアから出てください。 

約2〜3秒後にドアが施錠し、非常点滅灯（八 
ザードランプ）力回点滅します。 


— C ^ アドバイス） 

車を離れるときは、施錠を確認してください。 

が下に示す内容は、施錠忘れの原因となりますので、充分にお読みいただき 

ご理解ください。 

. ドアを開けたまま作動エリアか 
ら出た場合は施錠されません。 

ドアが閉まったことを確認して 
作動エリアから出てください。 

•施錠（スマートロック）は、全 
てのドアを閉め、作動エリア内 
から出て約2〜3秒後に作動し 
ます。作動前にいずれかのドア 
を開けるとスマートロックしま 
せんので、その場合は、すべて 
のドアを閉めた後、再度作動ェ 
リア内に入ってください。 


♦スマートロック作動時間の設定変更 

スバル販売店でスマートロックするまでの作動時間の設定を変えることができます。詳し 
くはスバル販売店にご相談ください。 

♦非常点滅灯（八ザードランプ）の点滅の解除 

解錠時や施錠時に点滅する非常点滅灯を消灯させることができます。 

スバル販売店でキャンセルすることができまず。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 



作動エリア 




運おする前に 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 


2-13 

















各部の開閉 


•ルームランプ連動 

ルームランプスイッチが DOOR 位置にあるとき、携帯機により解錠またはドアの開閉を行 
うとルームランプが約30秒間点灯し、徐々に消灯しまず。 

点灯中が下の操作をするとルームランプは徐々に消灯します。 

.携帯機の0ボタンを押して、ドアを施錠した場合 
. エンジンスイッチにキーを差し込んだ場合 

スバル販売店でルームランプ連動の条件の設定を変えることができまず。詳しくはスバル 
販売店にご相談ください。 

な1 — 2、 4 — 43ぺージ参照 

■スマート機能の停止方法 

スマート機能の停止方法は2種類あります。 

が下の場合は、カッコ内に記載されたち法でスマート機能を停止させてください。 

スマート機能を停止させた場合でも、電波式リモコンドアロックは作動しまず。 

• 車両側発信アンテナからの電波の発信を一時的に停止させたいとき（方法 A ) 

•長期間 （3 日が上）お車を使用しないとき（方法 A ) 

• スマート機能自体を使用しないとき（方法 B または A ) 

. やむをえず携帯機を車室内や車の周辺に保管したいとき（方法 B または A ) 

方法 A (車両側発信アンテナからの電波発信を停止させる） 

すべてのドアを閉めてエンジンスイッチが LOCK 位置（キーは差さっていない状態）で下 
記 a ) 〜 C ) いずれかの操作を巧って下さい。 

(各々の操作は5秒が内に行って下さい） 

a ) エンジンスイッチにキーを差して振く操作を3回巧う。 

b ) ライティングスイッチを OFF 一 量 D 位置に回す操作を3回巧う。 

C) ライティングスイッチ OFF の状態からライティングスイッチでパッシング操作を3回行ラ。 
ブザーが3回鳴り、スマート機能が停止します。 

復帰させるには、エンジンスイッチにキーを差し、 ON にしてください。スマート機能が復 
帰しまず。 


- -( アドバイス> -1 

方法 A は一時的な停止ち法でず。スマート機能を停止させた後、エンジンス I 
イッチを ON にずるとスマート機能が復帰しまず。 I 
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各部の開閉 


方法 B (携帯機からのスマート機能の電波を停止させる） 

携帯機の a fl ボタンを同時に8秒間巧し続け 
てください。表示灯が緑色から赤色の点灯へ切 
り替わり、携帯機がスマート機能停止モードに 
なります。 

復帰させるには、携帯機の a fl ボタンを同時 
に8秒間押し続けてください。表示灯が赤色か 
ら緑色の点灯へ切り替わり、携帯機が通常モー 
ドになります。 


■施錠忘れ防止ブザー 

施錠忘れを防止ずるため、ブザー音により警告 
する機能があります。お買い上げ時は設定が 
OFF になっていますので、ご希望により次の切 
り替え方法に従い、設定 ON / OFF の切り替えを 
行ってください。 


表示灯 




< 0アドバイスが 


ブザーが鳴つた状態でドアを閉め車から離れると、スマートロックしないた 
め施錠忘れになります。必ず一旦作動エリア内に入り、車から離れてくださ 

し、0 


♦施錠忘れブザー ON / OFF 切り替え方法 

①エンジンスイッチからキーを抜き、すべてのドアを閉める。 

@運転席ドアのみ開ける。 

@10秒が内にキーをエンジンスイッチに差し込み 、 ON (1 回目）にした後、更にエンジンス 
イッチの 0 FF -0 N を8回操作ずる。爆後は ON 位置） 

☆3-2 ぺージ参照 

@30秒が内にドアの開/開を6回が上した後、ブザーが鳴る（ピー音1秒）ことを確認する。 



運おする前に 
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各部の開閉 


■携帯機のボタン操作による操作方法（電波式リモコンドアロック） 

携帯機のボタンを押すと電波により、車から離れたところ（約1 m ) から全ドア（リヤゲー 
卜含む）の解錠•施錠もできます。 


•解錠 

車のまわりから携帯機の a ボタンを押すとす 
ベてのドア（リヤゲート含む）が解錠します。 
このとき非常点滅灯（八ザードランプ）が2回 
点滅します。 


•施錠 

車のまわりから携帯機の fl ボタンを押すとす 
ベてのドア（リヤゲート含む）が施錠します。 
このとき非常点滅丹（八ザードランプ）が1回 
点滅します。 



200928 



200929 


•自動施錠 

解錠してから30秒が内にドアまたはリヤゲートを開けなかった場合は、自動的に施錠され 
ます。 
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各部の開閉 


<面アドバイスが 


.車の周囲約1 m が内で作動しますが、周囲に強い電波やノイズがある場合 
(例： TV 塔や発電所、放送局、無線機器使用場所など）は、作動距離が変 
ねることがあります。 

.車を離れるときは、施錠を確認してください。 

. 携帯機を紛失した場合は盗難などを防ぐため、携帯機の再登録をお奨めし 
ます。携帯機の再登録をするときはスバル販売店にご相談ください。 

. エンジンスイッチにキーが差し込まれているときやドアまたはリヤゲー 
卜が開いているときは作動しません。 

• 非常点滅灯の点丹-消灯およびルームランプの点灯時間はスバル販売店で 
設定が出来ます。詳しくはスバル販売店にご相談ください。 

☆2-14 ぺージ参照 


■ライト消し忘れ防止機能 

ライティングスイッチが画 D のときは、スマート機能および携帯機のボタン操作による施 
錠-解錠は行えないよラになっています。 


チャイルドプルーフ 


左右のリヤドアにあります。後席にお子さまを乗せたときにご使用ください。 

■使用方法 

チャイルドプルーフのレバーを矢印方向に動 
かしてドアを閉めると、車内のドア八ンドルで 
はリヤドアを開けられなくなります。解除する 
ときはレバーを矢印とは逆方向に動かしてく 
ださい。 



■チャイルドプルーフが働いているときのドアの開けかた 

ドアを解錠し、車外からドア八ンドルを引き上げて開けまず。 

車内から開けるときは、集中ドアロックスイッチを 「 UNLOCK 」 にして、ウインドゥを下 
げ車外のドア八ンドルを引き上げて開けまず。 



運おする前に 
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各部の開閉 


パワ-ウインドウ 


.パワーウインドウは、エンジンスイッチが ON のとき使用できます。このとき運転席ウイ 
ンドウの作動表示灯が点灯します。 

• 運転席ウインドウスイッチの作動表示丹が点滅しているときは、パワーウインドウの初 
期設定をしてください。 

☆2-20 ぺージ参照 

■スイッチの操作 

•運転席ウインドウの開閉操作方法 

スイッチを軽く操作している間、作動します。強く操作すると、自動で全開（全開）します。 

- C アドバイス） - 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたとき 
は、必ずノくワーウインドウの初期設定をしてください。 

初期設定がされないと運転席ウインドウは自動で全開（全開）しません。 

☆2-20 ぺージ参照 


開けるとき： 

. スイッチを軽く押します。押している間ウイ 
ンドウが下降します。 

•スイッチを強く押すと自動で全開になりま 
ず。途中でウインドウの下降を停止させると 
きは、スイッチを軽く引き上げます。 

閉めるとき： 

. スイッチを軽く引き上げまず。引き上げてい 
る間ウインドウが上昇しまず。 

. スイッチを強く引き上げると自動で全閉に 
なります。途中でウインドウの上昇を停止さ 
せるときは、スイッチを軽く押します。 
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各部の開閉 


> ロックスイッチの操作方法 

ロックスイッチを押すと助手席と後席のウイ 
ンドウは開閉できなくなります。 

もラー度スイッチを巧すとロックは解除され 
ます。 



参助手席、後席ウインドゥの操作方法 

それぞれのウインドゥを開閉します。スイッチを操作している間作動します。 

開けるとき：スイッチを押します。 

閉めるとき：スイッチを引き上げます。 




運おする前に 
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各部の開閉 


■ウインドウ反転機能 

運転席のウインドウが自動全閑中、窓枠とウインドウとの間に異物の挟み込みを感知する 
と、ウインドウの上昇が停止し、自動で少し下降し止まりまず。 

- (么を意） - 

. ウインドウを確実に閉めるため、閉めきる直前の部分では、挟み込みを感 
知しない領域がありまず。指など挟まないよラに注意してください。 

. ウインドウ反転機能は自動全閑時のみ作動します。スイッチを引き続けた 
状態では作動しません。指など挟まないよラに注意してください。 


—- Cf ^ アドバイス） - 

• 環境、走行条件により異物を挟んだときと同じ衝撃がウインドウに加わる 
とウインドウ反転機能が作動ずることがあります。 

. 故障などでウインドウ反転機能が作動してしまい運転席ウインドウを閑 
めることができない場合、スイッチを引き続けると閉めることができま 
ず。 

. バッテリー交換やヒユーズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたと 
きは、必ずノ《ワーウインドウの初期設定をしてください。 

初期設定がされないと、ウインドウ反転機能が作動しません。 


■パワーウインドウのネリ期設定 


バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテリーとの接続が断たれたときは、必ずパワー 
ウイン ドウの初期設定を巧って ください。 パワーウインドウの初期設定がされていないと、 
次の機能は作動しません。 


•運転席ウインドウの自動全開（全閑） 

☆2- 18ぺージ参照 
. ウインドゥ反転機能 

このとき運転席ウインドウスイッチの作動表 
示灯が点滅します。 
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各部の開閉 


•ネ刀期設定のしかた 

①ドアを閉め、エンジンスイッチを ON にします。 

@運転席ウインドウスイッチを下に押し、半分くらいまでウインドウを開けまず。 

感運転席ウインドウスイッチを上に引き続け、ウインドウを全開にしまず。全閑後、約1秒 
間スイッチを上に引き続けてください。 


ネ刀期設定が完了ずると作動表示灯が点滅から点灯に切り替わります。 



. パワーウインドウが閉まるときには大きな力が働きまず。挟まれると危険 
ですので閉める前に窓から顔や手を出していないことを確認してくださ 
い。 


•挟まれると危険ですのでルさなお子さまには操作させないでください。 

• お子さまをませるときにはロックスイッチをロックにしておいてくださ 
い。お子さまがウインドウスイツチをいたずらして手や首を挟むことを防 
止します。 

☆2- 19ぺージ参照 


- し么注意 J - 

ウインドウの全閑、全開後に同じ方向にスイッチを押し続けないでくださし、。 
パワーウインドウの故障の原因になります。 


フユーエルリツド（燃料補給口) 

メーターの 燃料計に フユーエルリツド （燃料補 
給 □) が右側にあることをお巧らせする表示が 
あります。 

. 使用燃料：無鉛レギユラーガソリン 
• タンク容量：約 30 _e 


200115 
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各部の開閉 


■フューエルリツド（燃料補給口）の開閉 

開けるときは、運転席右下にあるフューエルリツドオープナーレバーを引きます。 




閉めるときは、ロックずるまでフューエルリツド（燃料補給口）を手で押し付けてくださし、。 


■ フューエルキヤツプの開閉 




燃料補給時には必ず次のことをお守りください。 

. ガソリンは非常に着火しやすいため、燃料補給時はタバコなど一切の火気 
は厳禁です。 

. エンジンは必ず止めてください。 

. フューエルキャップを開けるときはゆっくり回し、燃料タンク内の圧力を 
下げてから外してください。急に開けると燃料が補給□から吹き返すおそ 
れがあります。 

. フューエルキャップは確実に閉めてください。閉まっていないと走行中に 
燃料が漏れて火災につながるおそれがありまず。 

• 静電気除去キャップを採巧していますので、フューエルキャップは車に 
合ったスバル純正品を使用してください。 

☆ 1 - 26 ぺージ参照 
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各部の開閉 


■CS 注意 ) ■ 


セルフ補給のときの燃料補給は、給;'由ガンが自動停止した時点でお止めくだ 
さい。 


ボンネット 


■開けるとき 

①ボンネットの才ープナーレバーを引きます。 
レバーは運転席側のインストルメントパネ 
ル右下にあります。 



這)フロントグリルとボンネットのすき間から 
レバーを上に引き上げてロックを外し、ボン 
ネットを開けます。 



次ページへ=> 



運おする前に 
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各部の開閉 


与前ページより 



④ステーをフェンダー横のストツバー巧に入 
れ、確実に固定します。 



■閉めるとき 

ステーを外してホルダーに収め、ボンネットをゆっくり降ろしてボディ近くなったら（約 
1日 cm ) 手を離しまず。 

- CA M ) - 

ボンネットを開閉ずるとき 

•走行後すぐに開けるときには、部品が熱くなっているので、やけどをしな 
いように注意してください。 

• ボディ近くまで降ろして手を離ず隙には指や他の物を挟まないよラ充分 
注意してください。 

• 必ず走行前にボンネットが確実にロックされていることを確認してくだ 
さい。 

確実にロックされていないまま走行ずると、走巧中開くことがあり非常に 
危険でず。 

. 風の強いときには充分注意して開けてください。突然ステーが外れて閉ま 
ることがあります。 
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各部の開閉 


- 一 し fl アドバイス ) - 

I ボンネットを開けるときには 

ワイパーアームは起こさないでください。また、ワイパーを作動させないで 
ください。ボンネットとワイパーアームが接触しボンネットを傷つけるおそ 
れがありまず。 

1ボンネットを閉めるときには 

ボンネットを上から強く押しつけないでください。ボンネットがへこむこと 
があります。 


リヤゲート 

電波式リモコンドアロック、または集中ドアロックスイッチにて施錠、解錠ができます。 

(向ァドバィ；〇 -1 

くスマートキーレスシステム付車 > I 

リヤゲート付近はスマート機能の作動エリアではありません。 I 

リヤゲートの施錠.解錠は携帯機のボタン操作（電波式リモコンドアロック ） I 
により巧ってください。 I 


■開けるとき 

アウター八ンドルを引いてリヤゲートを少し 
開けます。手でまえながらゆっくりと最上部 
(全開位置）まで持ち上げまず。 


200034 
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各部の開閉 


■閉めるとき 


リヤゲートをゆっくり下げて、上から手で押さ 
えつけるよラに閉めます。 

半ドアでないことを確かめます。 



- Z & を意） - 

• 開閉や荷物の出し入れのとき、リヤゲートが頭や顔にぶつからないように 
注意してください。 

• 走行前リヤゲートを完全に閉めてください。走行中に開くと荷物が落ちる 
ことがありまず。 

• 走巧中や長時間のアイドリングをしているときはリヤゲートを完全に閑 
めてください。車内に排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒になるおそれが 
ありまず。 

. リヤゲートを閉めるときは、他の人の手（とくにお子さまには気をつけて 
ください）や荷物を挟まないよラに注意してください。 

. エンジンをかけたまま荷物の出し入れをずるとき、排気ガスの熱でやけど 
をしないようにま意してください。 

. リヤゲートを支えているガスステー部に薄いビニール袋、テープ等が蜡み 
化まないように、また、荷物の積み下ろしなどで傷をつけないように注意 
してください。ステーのガス抜けにより、ゲートが自然に閉じてしまラ場 
合があります。 

. リヤゲートにスバル純正品が外のアクセサリー巧品を取り付けないでく 
ださい。リヤゲートの重量が極端に重くなると、開けたときにステーがま 
えきれなくなるおそれがあります。 
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各部の開閉 


:—— C ^ アドバイス） - 

リヤゲートを開閉ずるとき 

. アウター八ンドルを操作ずるときは、のなどを挟まないよう気をつけてく 
ださい。 

. キャリアなどに積んだ荷物に当たらないよラに気をつけて開けてくださ 
い。 

. 傾斜した場所では、平坦な場所よりもリヤゲートの開閉がしにくかった 
り、急に開閉してしまう場合がありまず。 


運転ずる前に 
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シー h 

正しい運転姿勢 

無理のない、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシートを調整しまず。ミラーも調整 
します。そしてシートベルトを正しく装着します。 


八ンドル操作が 
楽にできること 


ねじれがなく肩に 
充分かかること 


ヘッドレスト（ピロー）の 
中央が耳の後方にくること 



踏み込めること 
(運転席） 


低い位置に密着さ 
せること 


離さず、深く腰掛けること 
(八ンドルに近づき過ぎないこと） 
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シート 



シートなどの調整は、次の事項を必ず守ってください。お守りいただかない 
と重大な傷害につながるおそれがあります。 


• シート調整は必ず走行を始める前にしてください。とくに運転席は運転中 
に行わないでください。加速、減速でシートが動いてペダルに足が届かな 
くなったり、背当てが倒れて八ンドルに手が届かなくなったり、運転への 
注意がそれ、運転ミスなどを起こし、重大な事故や傷害につながるおそれ 
がありまず。 

. シートを調整した後はシートを軽くゆさぶり「確実に固定されているこ 
と」を確かめてください。不完全なままではシートが動いたり、シートベ 
ルトの機能が充分に働かないことがありまず。 

• 走行中は助手席も含めて背当てを必要が上に倒さないでください。万一の 
とき、シートベルト本来の機能が発揮されないことがあります。 

• 背当てと背中の間にクッシヨンなどを入れないでください。正しい運転姿 
勢がとれないため危険です。 

. フロントシートの下に物を置かないでください。物が挟まってシートが固 
定されず、思わめ事故につながるおそれがあります。 

.ヘッドしストを外したり、固定できる高さを超えての使用は、万一のとき 
頭や首を保護できず重大な傷害につながるおそれがありまず。へッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを調整してください。 


— し注意 J - 

シートの調整は必ず大人が巧い、シートや動いている部分に手を近づけない 
でください。また、同乗者や荷物にも注意してください。挟まれたり、荷物 
を損傷したりすることがあります。 


〔向アドバイス） - 

納車時のシートダストカバー(シート汚れ防止用のポリエチレン製カバー) 
やフロアマツトのミちれ防止フイルムは必ず取り外してから使用してくださ 
し、 0 



運おする前に 
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シート 


フロントシート 


シートのドア側と下部のレバーとダイヤル操作で調整ができます。 


•スライド調整（前後の調整） 

下部のレバーを完全に引き上げた状態で前後 
に動かして調整します。レバーを下ろし、 ロツ 
クを確認します。 



200513 


- 公 S を意） - 

後方にスライドする隙には、後席の乗員の足が挟まれないよラに注意してく 
ださい。 


•リクライニング調整（背当て角度の調整) 


シートのドア側レバーを完全に引き上げた状 
態で背当ての角度を調整します。しパ'-を下ろ 
し、ロックを確認します。 



— A a ; - 

調整ずる際には、レバーとレバーカバー内に指を挟まないよう気をつけてく 
ださい。 
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シート 


•上下調整（運転席のみ） 

ダイヤルを前側に回すとシートクッシヨンが 
下がり、ダイヤルを後ろ側に回すとシートクッ 
シヨンが上がります。 



■ヘッドレストの高さ調整 

. 上げるときはそのまま引き上げます。 

. 下げるときは、固定解除ボタンを押した状態 
で押し下げまず。 

. 取り外すときは、固定解除ボタンを押した状 
態で引き抜きます。 




運転ずるときには 

ヘッドレストを確実に取り付けてください。 

外したり、固定できる高さを超えての使巧は、万一のとき頭や首を保護でき 
ず重大な傷害につながるおそれがあります。 

へッドレスト中央が耳の後方になるように高さを調整してください。 


— C 向アドバイス） - 

へッドレストが屋根に当たって取り外しにくいときは、背当てを倒ずと取り 
外せまず。 
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シート 


■助手席マルチユーティリティシート（水平可倒機構）：^ 

助手席の背当てを前方に折りたたむことで、駐車中にル物を置くことができます。また、リ 
ヤシートの背当ても一緒に前方に倒すことで、長い荷物を積むことができます。 

•背当てを折りたたむとき 

①シートベルトのバックルを一番前に倒しま 



②ドア側レバーを引き上げた状態で、背当てを 
最前傾のロック位置に起こします。レバーを 
下ろし、ロックを確認します。 



— C 向アドバイス） - 

背当てを最前傾のロック位置よりも前に倒してしまったとき、背当てをゆっ 
くりと後ちに起こして背当てが最初にロックする位置慮前傾のロック位置) 
まで戻します。 
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シート 


® 前席下部のレバーを引き上げて、シートを後 
端付近まで動かします。 



感背当て側面のしバーを前に倒し、背当てを前 
に折りたたみます。 



⑤シートを前後に軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確かめます。 


< 0アドバイスが 


このとき背当てを上下に軽くゆさぶると背当てが上下に少し動きますが、臭 
常ではありません。 


参元に戻ずとき 

①背当て側面のしバーを下に巧しながら、背当 
てを起こしロックします。 




運おする前に 
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シート 


马前ページより 



. 折りたたんだ背当ての上に人を乗せて走行しないでください。ブレーキを 
かけたときや衝突のときなどに、重大な傷害につながるおそれがありま 
す。 


. 背当てを折りたたんで荷物を運ぶときは、荷物を確実に固定してくださ 
し、。 ブレーキをかけたときや衝突のときなどに、重大な傷害につながるお 
それがあります。 


— し Z & を意） - 

. 操作するときは、操作する人やまわりの人の手や足をはさまないよラに充 
分注意してください。 

. 背当てを折りたたむときは、シート上の荷物等をはさまないよラに注意し 
てください。シートが損傷するおそれがあります。 

. 背当てを折りたたんでいるときは、ドア側レバーを操作しないでくださ 
し、。 背当てのロックが外れて、背当てに載せた飲み物がこぼれたり、物が 
落下するおそれがあります。 

. 折りたたんだ背当ての上に乗ったり、重いものを置くなどして無理な力を 
かけないでください。思わめけがやシートを損傷するおそれがあります。 
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シート 


— Cffi アドバイス） - 

. 背当てを f 斤りたたんだ状態では、ドア側レバーを引き上げても背当てを起 
こせません。背当てを起こすときには、「•元に戻すとき」で操作します。 
. 背当てが最前傾のロック位置より後ろのロック位置にあるときには、背当 
て側面のレノ く一を操作しても水平に折りたためません。 

• シート前後位置が前ちにあるときには、背当て側面のレバーを操作しても 
へッドレストがインストルメントパネルに当たり、背当てを折りたたんだ 
り戻ずことができません。 

• 背当てを折りたたむ前にシートベルトのバックルを前方に倒しておかな 
いと、折りたたんだときシートにバックルの跡が残ることがあります。 


リヤシ—卜 


■ピローの高さ調整 

. 上げるときはそのまま引き上げます。 

. 下げるときは、固定解除ボタンを押した状態 
で押し下げます。 

. 取り外ずときは固定解除ボタンを押した状 
態で引き抜きます。 


— C アドバイス） 

後部座席に乗員がいないときは、ピローを下げておくと視界を妨げません。 
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シート 


■リクライニング調奮（背当て角度の調整) 


背当ての上にあるバンドを引いて、背当ての角 
度を調整します。 

左右独立して行えます。 

※フロントシートのような背当てを戻すスプ 
リングはありません。 



— A を意 - 

. リクライニング操作後は、背当て上端を前後にゆさぶり、シートが確実に 
固定されていることを確認してください。また、走行中は必要が上に背当 
てを倒さないでください。万一のとき、シートベルトが肩から外れ、シー 
トベルト本来の機能が発揮されないことがあります。 

. 背当ての角度を調整するときは、リクライニングヒンジカバー内へ手を入 
れないでください。 

.に 0- FIX 方式の乳児用（べビ ー) /幼兒巧（チャイルド）チャイルドシー 
卜を装着したとき、リクライニング操作を巧わないでください。 


■荷室として使用ずるとき 

リヤシートの背当てを倒すことにより、荷室として広く使ラことができます。 
背当ては左右に分割されているシートをそれぞれ倒すことができます。 


•背当てを倒ずとき 

背当ての上にあるバンドを引き上げた状態で、 
背当てを前に倒します。 
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シート 


-( fl アドバイス> 


シートベルトのタングプレートがホルダーに格納されている場合、タングプ 
レートをホルダーから外してから背当てを倒してください。 

な 2 — 44ぺージ参照 


参背当てを元に戻ずとき 

背当てを起こし、確実にロックしまず。 


背当てを倒して荷室として使巧する場合は、お子さまも含めて走行中、人 
を乗せないでください。急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに重 
大な傷害を受けることがありまず。 

荷物や長いものをのせたときは、荷物を固定してください。急ブレーキを 
かけたときなどに荷物が飛びだし重大な傷害を受けることがあります。 

背当てを元に戻したときは、背当てを軽く前後にゆさぶり確実に固定され 
ていることを確認してください。固定されていないと急ブレーキ時などに 
背当てが倒れたり、荷室内の物が飛びだすなど思わめ事故につながり重大 
な傷害につながるおそれがあります。 

シートベルトが背当てに挟まれていないことを確認してください。シート 
ベルトが背当てに挟まれていると、衝突したときなどにシートベルトが充 
分な効果を発揮せず、重大な傷害につながるおそれがあります。 



運おする前に 
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シートベルト 
シートベルトの正しい着用 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合があります。次 
の使用方法にしたがって走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用させて 
ください。 



背当てを調整し、上体を起こし 
深く腰掛けてずねること 


必ず腰骨のできるだけ低い位置に 
密着させること 200135 



シートベルトの着巧は、次の事項を必ずお守りください。お守りい 
ただかないと重大な傷害につながるおそれがありまず。 

• 走巧する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。 


• シートベルトは一人用です。二人が上で一本のベルトを使用しないでくだ 
さい。 

. シートベルトはねじれたり、裏返しにならないように使用してくださし、。 
ねじれたり裏返しになっているとベルトの幅が狭くなったり、局部的に強 
い力を受けて万一のとき危険です。 

. シートベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させて着巧してくださ 
し、。 柔らかい腹部にかけた場合は万一のとき強い圧迫を受け、重大な傷害 
につながるおそれがあります。 

. 肩ベルトは脇の下を通さずに確実に肩にかけてください。肩に充分にか 
かっていないと上半身が拘束されず充分な効果を発揮しません。 

. シートベルトは上体を起こし、シートに深く腰掛けた状態で着巧してくだ 
さい。正しい姿勢については「正しい運転姿勢」 （2-28 ぺージ）をご覧 
くださし、。 

. シートの背当てを必要が上に倒して走行しないでください。衝突したとき 
などに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受け、重大 
な傷害につながるおそれがありまず。 

. 八ンドルやインストルメントパネルに必要が上近づいて運転しないでく 
ださし、。 

. シートベルトを洗濯バサミやクリップなどでたるみをつけないでくださ 
し、。充分な効果を発揮しません。 
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シートベルト 


妊娠中の方や疾患のある方も、万一のときに備えシートベルトを着用して 
ください。局部的に強い圧迫を受けるおそれがありまずので医師に相談 
し、ミ主意事項を確認してください。妊娠中の方は、腰ベルトは腹部を避け 
て腰骨のできるだけ低い位置にぴったり着用してください。肩ベルトは確 
実に肩に通し、腹部を避けて胸部にかかるように着巧してください。 


胸部に 

かかるよラに 




腰骨のできるだけ低い位置 

201344 

. シートベルトのバックルに異物が入らないよラにしてください。異物が入 
るとプレートがバックルに完全にはまらなくなり、走行中に外れる場合が 
あります。 

. お子さまもシートベルトを必ず着用させてください。膝の上でお子さまを 
抱いていても、急ブレーキや衝突したときなどに充分支えることができ 
ず、お子さまへの重大な傷害につながるおそれがあります。 

. 法律により6歳未満のお子さまを対象にチャイルドシートの使巧が義務づ 
けられています。6歳未満のお子さまはスバル純正チャイルドシート（別 
売）をご使巧ください。 

6歳が上のお子さまでも、シートベルトを着巧したときベルトが首、あご、 
顔などに当たるときには、スバル綿正チャイルドシートを使巧してくださ 
い。万一のとき、ベルトによる負傷を防ぎます。 

スバル純正チャイルドシートの使用方法は付属の取扱説明書をご賣くだ 
さい。 

<選択の目ま> 



べビーシート 

チヤイルドシート 

ジュニアシート 

体重（目安） 

9 kg が下 

9〜18 kg 

18〜36 kg 

身長（目安） 

70 cm 未満 

100 cm 未満 

145 cm 未満 

年齢（目安） 

0か月〜9か月頃 
まで 

4か月〜4歳頃 
まで 

4歳〜12歳頃 
まで 
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シートベルト 


.お子さまをシートベルトで遊ばせ 
ないでください。とくにチャイル 
ドシート固定機構付シートベルト 
の場合は、シートベルトに体を巻 
きつけたりして遊んでいるとき 
に、誤ってチャイルドシート固定 
機構が作動すると、ベルトが引き 
出せなくなり、窒息などの重大な 
傷害につながるおそれがありま 
す。 

万一、誤ってチャイルドシート固定機構を作動させてしまい、シートベル 
卜を外せなくなった場合は、はさみなどでベルトを切断してください。 

. シートベルトにほつれや切り傷ができたり、金具部などが正常に動かなく 
なったときは、シートベルトを交換してください。また、装着した状態で 
万一事故にあった場合は、外観に異常がなくても必ずスバル販売店で交換 
してください。そのまま使用すると正常に働かず、充分な効果を発揮しま 
せん。 

. シートベルトの改造や取り外しなどはしないでください。衝突などのとき 
充分な効果を発揮せず重大な傷害を受けるおそれがあります。 

. シートベルトが;'ちれた場合は、中性洗剤を溶かしためるま湯を使用してく 
ださい。ベンジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤はシートベルトを弱 
めるため絶対に使用しないでください。 



—- 

炎天下に長時間駐車し、室内が高温になっている場合は、金属部分を持たず 
に、樹脂部分を持ってシートベルトを着用してください。シートベルトの金 
属部が熱くなっている場合があり、やけどにつながるおそれがあります。 
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シートベルト 


身体の動きに合わせて自由に巻き取り、引き出しができまずが、強い衝撃を受けたときや 
ベルトを急激に引き出そうとするとベルトが自動的にロックします。 

( ELR 機構） 


■ 3 点式シートベルト 
>着用のしかた 

® タングプレートをつかみ、ゆっくり引き出し 
まず。 



@ベルトがねじれないよラにし、タングプレー 
卜をバックルの中へ、"カチッ"と音がずる 
まで差し込みます。 



@正しい姿勢で腰掛け、腰のベルトを腰骨ので 
きるだけ低い位置に密着させます。 



フロントシートベルト 



運転する前に 
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シートベルト 


•外ずとき 

外ずときはバックルの " PRESS " ボタンを押します。 

ベルトが自動的に収納されますので、ひっかかったり、ねじれたりしていないかを確認し 
ます。 


— (向アドバイス） - 

.ベルトが首に当たったり、肩から外れて腕にかかってしまうときは、シヨ 
ル ダーアジヤスターで ベルトの高さを調整します。 

☆2-42 ぺージ参照 

. ベルトが引き出せないときはベルトをゆるめてもラー度ゆっくり引き出 
します。 

それでも引き出せないときは、一度ベルトを強く引いてからベルトをゆる 
め、再度ゆっくりと引き出します。 


■シートベルト警告な 

エンジンスイッチが ON で運転席シートベルト 
が未着巧の場合、メーター内の警告灯が点灯し 
ます。運転席シートベルトを着巧すると消灯し 
ます。 


4 


■シートベルトの高さ調整（ショルダーアジヤスター) 


①上げるときはショルダーアジ ヤス ター本体 
を上に動かします。下げるときはボタンを押 
しながらショルダーアジ ヤス ターを動かし 
て最適な位置を選びます。 

® ショルダーアジヤスターが 固定され ている 
ことを確認します。 



200122 
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シートベルト 



ショルダーアジヤスターを調整ずるときは、次のことをお守りくだ 
さい。 

守らないと衝突したときなどにシートベルトが充分な効果を発揮せず、重大 
な傷害を受けるおそれがあります。 

.シートベルトが首に当たらないように、また、肩の中央に充分かかるよう 
にできるだけ高い位置に調整してください。 

• 調整した後は、確実に固定されていることを確認してください。 


— (向アドバイス） - 

アジヤスターが上がらない場合、ベルトが引き出せず固定された状態になつ 
ている場合があります。ベルトが引き出せる状態にしてから、アジヤスター 
を操作して ください。 

☆2-41 ぺージ参照 


■プリテンシ ヨナー 付シートベルト 

プリテンシヨナー付シートベルトは、前方向からの強い衝撃を受けると作動し、シートベ 
ルトを瞬間的に引き込んで前席柔員をシートへ確実に固定してシートベルトの効果をいっ 
そラ高めます。 

運転席のプリテンシヨナーは、肩ベルトと腰ベルトに、助手席のプリテンシヨナーは肩べ 
ルトに装着されており、シートベルトを着用していなくても作動します。 

運転席側 助手席側 
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シートベルト 


—- 

プリテンシヨナー付シートベルトの効果を発揮させるため次の事項 
を必ず守ってください。 

. シートを正しい位置に調整ずる。 

☆2-28 ぺージ参照 
. シートベルトを正しく着用する。 

次のよラな作業をずるときは、必ずスバル販売店にご相談ください。 

. シートベルトを取り外すとき 
. シートベルトを廃棄するとき 
. 廃車するとき 


— アドバイス） -1 

. プリテンシヨナー付シートベルトは一度作動すると、ベルトの引き出し、 
巻き取りができなくなります。 

プリテンシヨナー付シートベルトが作動した場合は、必ず運転席、助手席 I 
とも同時にスバル販売店で交換してください。 

. プリテンシヨナー付シートベルトは、 SRS エアバッグシステムと同時に作 
動します。 


リヤシートベルト 

3点式シートベルトが装備されています。 

■シートベルトの着用 

フロントシートベルトと同じ方法で着用します。 

☆2-41 ぺージ参照 

■シートベルトの格納 

シートベルトを使用しないときは、タングプレートを格納することができます。 
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シートベルト 


•格納方法 

リヤシートの横にタングプしートを格納する 
ホルダーがありまず。タングプレートをホル 
ダーに差し込んで格納してください。 



ホルダーは前後に 一つずつ ありまず。背当て 
の角度に応じて格納するホルダーを使い分け 
てくださし、。 




201328 


— (向アドバイスが - 

背当てを倒して荷室として使用ずる場合は、タングプレートをホルダーから 
外してください。 
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シートベルト 


■チャイルドシート固定機構付シートベルト 

後席にチャイルドシート固定機構付シートベルトが組み込まれていまず。 

チャイルドシート固定機構を作動させると引き出し方向にベルトが動かないようにできる 
ため、チャイルドシート取り付け時に便利でず。 

〔に 0- FIX ち式において、本車両用に認可を取得した乳児巧（ベビー）/幼児用（チャイル 
ド）チャイルドシートを専用のに 0- FIX 固定バーおよびテザーアンカーに取り付ける場合に 
は、 2-47 ぺージの「に 0- FIX 固定パ'-およびテザーアンカー」をご覧ください。） 



チャイルドシートは確実に固定してください。確実に固定されていないと衝 
突時や急ブレーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがありまず。 
(詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご賣ください。) 


- アドバイス） - 

. シートベルトを全て引き出した後、ベルトを巻き取らせていくときにチヤ 
イルドシート固定機構が働き、作動音がしまず。この場合、ベルトの巻き 
取りのみ可能です。 

.とくに、お子さまのいたずらなどに気をつけてください。 

. リクライニング式シートの場合は、背当ては正しく装着できる位置で使用 I 
してくださし、。 I 


•チャイルドシート固定機構の使いかた 

詳しい取り付け、取り外し方法については、それぞれのチャイルドシートに付属の取扱説 
明書をご賣ください。 

①チャイルドシート（別売/スバル純正に 0- FIX 方式を除く）を取り付けます。 

@チイルドシートが取り付けにくい場合には、リヤシートのピローを取り外しまず。 
感シートベルトを引き出し、チャイルドシートにシートベルトを通して、タングをバック 
ルに確実に差し込みます。 

@肩ベルトをゆっくりと全部引き出します。 

(自動的にチャイルドシート固定機構が作動します。） 

⑤チャイルドシートに体重をかけ、座席に充分しずみ込ませた状態で、腰ベルトのたるみ 
がなくなるまで肩ベルトを巻き取らせ、チャイルドシートを確実に固定させます。 
©チャイルドシートをゆさぶり、固定されていることを確認しまず。 

•チャイルドシート固定機構の解除のしかた 

①バックルの " PRESS " ボタンを押して、シートベルトを外しまず。 

@シートベルトを全部巻き取らせると、チャイルドシート固定機構が辟除しまず。 
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シートベルト 


に 0- FIX 固定バーおよびテザーアンカー 

後席には、乳児用（ベビー）/幼兒用（チャイルド）のスバル純正に 0 -FIX チャイルドシー 
卜を固定するための専用のに 0 -FIX 固定バーの装着が可能です。詳しい取り付け方法は、ス 
バル販売店にお問い合わせください。 

また、に 0 -FIX テザー式の幼児用（チャイルド）として、前向きで使用する場合のみに使用 
するテザーアンカーが装備されておりまず。 

.に 0 -FIX 方式において、この車両で認可を取得した乳児用（ベビー）/幼児用（チャイル 
ド）のスバル純正に 0 -FIX チャイルドシートは、専用のに 0 -FIX 固定バーを使用して確実 
に、また、容易に固定ずることができます。 

.に 0 -FIX テザー式の幼児用（チャイルド）として前向きで使用ずる場合には、テザーアン 
カーを使用してチャイルドシートの上側を確実に固定ずることができまず。 



• 前向きに取り付ける場合には、必ずに 0 -FIX 固定バーとテザーアンカーを 
セットで使巧してください。セットで使用しない場合は、衝突時や急ブ 
レーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがありまず。 


. に 0 -FIX チャイルドシートを取り付ける隙は、固定専巧のアンカー部およ 
びべースシートのロック部にシートベルトや異物の蜡み込みがないこと 
を確認してください。 

シートベルトや異物が幡み込んだ場合、確実にロックされず、衝撃を受け 
た時に重大な傷害につながるおそれがあります。 

• 前向きに取り付ける場合は、テザーベルトは必ずリヤシート背当て後ろ側 
中央部にあるテザーアンカーに固定してください。 

に 0 -FIX 固定バーには絶対に固定しないでください。 

.に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向きに取り付ける場合には、 
テザーベルトを使用しないでください。 

(詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。) 


■に 0- FIX 固定バー 

詳しくはスバル販売店にお問い合わせください。 
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シートベルト 


■テザーアンカー（前向き取り付け時のみに使用） 

リヤシート背当て後ろ側中央部にテザーアンカーがありまず。取り付けをされる場合は、ス 

バル販売店でリヤシートの加工が必要となります。詳しくはスバル純正ベースシートセッ 

卜の取扱説明書をご賣ください。 

■スバル純正に 0- FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向き剧児 
用）として使用ずる場合の取り付けかた 

詳しい取り付け、取り外し方法については、別売のスバル純正に 0- FIX チャイルドシート 

(テザー式）に付属の取扱説明書をご覧ください。 

①背当てとシートクッションのずき間を少し 
広げ、に 0- FIX 固定バーの位置を確認しま 
ず。 

@ベースシートをに 0- FIX 固定パ'-に確実に 
取り付けまず。 

感 に 0- FIX チャイルドシート（テザー式）をべ一 
スシートに確実に取り付けまず。 

淨に 0- 円 X チャイルドシート（テザー式）を軽 
くゆさぶり、に 0- FIX 固定バーに確実に固定 
されていることを確認しまず。 




. に 0- FIX チャイルドシート（テザー式）を後ろ向きに取り付ける場合には、 
テザーベルトを使用しないでください。 


. に 0- FIX チャイルドシートを取り付ける隙は、固定専用のアンカー部およ 
びべースシートのロック部にシートベルトや異物の蜡み込みがないこと 
を確認してください。 

シートベルトや異物が喃み化んだ場合、確実にロックされず、衝撃を受け 
た時に重大な傷害につながるおそれがありまず。 


— し注意 J - 

チャイルドシートを取り付ける隙に、手を挟まないよう、気をつけてくださ 

し、0 


- C 面アドバイス ;- 

背当ては、正しく装着できる位置で使用してくださし、。 
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シートベルト 


■スバル純正に 0- FIX チャイルドシート（テザー式）を前向き（幼児用) 
として使用ずる場合の取り付けかた 


詳しい取り付け、取り外し方法については、別売のスバル純正に 0 -FIX チャイルドシート 
(テザー式）に付属の取扱説明書をご覧ください。 


①に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）を取 
り付ける側のリヤシートのピローを取り外 
します。（ピロー付車のみ） 

@背当てとシートクッシヨンのすき間を少し 
広げ、に 0 -FIX 固定バーの位置を確認しま 
す。 

@ベースシートをに 0 -FIX 固定パ'-に確実に 
取り付けます。 

@に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）をベー 
ス シート に確実に取り付けます。 

©に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）を軽 
くゆさぶり JSO-FIX 固定バーに確実に固定 
されていることを確認します。 

©に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）のテ 
ザーベルトをテザーアンカーに確実に引っ 
かけます。 

⑦に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）のテ 
ザーベルトがピンと張る（日 kg 程度）まで 
強く引っ張って、チャイルドシートの上側 
を確実に固定します。 

® に 0 -FIX チャイルドシート（テザー式）のテ 
ザーベルトを軽く引っ張り、テザーアン 
力一に確実に固定されていることを確認し 
ます。 





•前向きに取り付ける場合は、必ずに 0 -FIX 固定バーとテザーアンカーを 
セットで使巧してください。セットで使巧しない場合には、衝突時や急ブ 
しーキ時にお子さまが重大な傷害を受けるおそれがあります。 


(詳しくは、チャイルドシート（別売）に付属の取扱説明書をご覧ください。) 
. に 0- 円 X チャイルドシートを取り付ける隙は、固定専巧のアンカー部およ 
びべースシートのロック部にシートベルトや異物の陋み化みがないこと 
を確認してください。 

シートベルトや異物が蜡み込んだ場合、確実にロックされず、衝撃を受け 
た時に重大な傷害につながるおそれがあります。 
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シートベルト 


—- 

チャイルドシートを取り付ける隙に、手を挟まないよう、気をつけてくださ 

し、0 


- 义面アドバイス ) - 

背当ては、正しく装着できる位置で使用してくださし、。 
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SRS エアバッグシステム 


SRS エアパッグシステム 

SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグの SRS とは Supplemental Restraint System の略で、乗員補助が]束装置 
の意味でず。 

全ての SRS エアバッグはエンジンスイッチが ON のときのみ作動可能になりまず。 

• 運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある 
大きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席 
乗員の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。 

.SRS サイドエアバッグは車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席乗員の主 
に胸部への衝撃をやわらげる装置です。 

■シートベルトは必ず正しく着用してください 



.SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助する装置でシートベルト 
に代わるものではありません。 SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛 
びだしなどを防止できないばかりか、エアバッグ本体からの衝撃を受けて 
しまいます。 

. シートベルトを正しく着巧し、正しい運転（乗勒姿勢をとらないと、衝 
突などのとき、 SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にか 
かわるよラな重大な傷害につながるおそれがあります。 

☆2-38 ぺージ参照 

. 正しい乗車姿勢になるよラシート位置、八ンドル位置を調整してくださ 
い。不適切な乗車姿勢では SRS エアバッグシステムの効果を発揮させるこ 
とができず命にかかわるような重大な傷害につながるおそれがありまず。 

☆2-28 ぺージ参照 


■乗員と SRS エアバッグの間に物を置かないでください 



膝の上に物をかかえるなど乗員と SRS エアバッグの間に物を置いた状態で 
走巧しないでください。 SRS エアバッグが膨らんだときに物が飛ばされた 
り、 SRS エアバッグの正常な作動を妨げたりして、命にかかわるよラな重大 
な傷害につながるおそれがありまず。 


R2 RC1-098001-107000, RC2-039001 〜041100 
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SRS エアバッグシステム 


■お子さまを乗せるときには、次の事項をお守りください 



. お子さまは後席に座らせて必ず 
シートベルトを着巧させてくださ 
し、。後席がお子さまにとってもっ 
とも安全な乗車位置でず。 

. お子さまを SRS エアバッグの前に 
立たせたり、膝の上に抱いたり、背 
負ったりした状態では走行しない 
でください。 


• 法律により6歳未満のお子さまを 
対象にチャイルドシートの使用が 
義務づけられています。6歳未満の 
お子さまはチャイルドシートをご 
使用ください。6歳が上のお子さま 
でもシートベルトを正しく着用で 
きないお子さまは、スバル純正 
チャイルドシート（別売）を使巧 
してください。スバルチャイルド 
シートの使巧ち法は添付されてい 
る取扱説明書をご覧ください。 

• 助手席にチャイルドシートを絶対 
に取り付けないでください。 

SRS エア バッグが作動したとき、 
強い衝撃を受け、命にかかわるよ 
うな重大な傷害につながるおそれ 
があります。チャイルドシートを 
お使いになるときは、必ず後席に 
取り付けてください。 



200127 
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SRS エアバッグシステム 


■運転席 SRS エアバッグ 

八ンドル部に格納された SRS エアバッグが瞬時に膨らみ、すぐにしぼみます。 



■運転席 SRS エアバッグに関しては、次の事項をお守りください 


八ンドルを交換したり、センター 
パッド部にステッカーなどを貼ら 
ないでください。 SRS エアバッグ 
システムが正常に作動しなくなり 
ます。 

八ン ドルの SRS エア バッグ格納部 
に手を置いたり、パッド部を強打 
したり衝撃を加えたりしないでく 
ださい。また、顔や胸などを近づ 
けないでください 。 SRS エア バッ 
グが作動したとき、衝撃を受け、命 
にかかわるような重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 





運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


■助手席 SRS エアバッグ 

助手席インストルゾントパネル部に格納された SRS エアバッグが瞬時に膨らみ、ずぐにし 
ぼみまず。 

助手席に同乗者がいなくても運転席 SRS エアバッグと同時に作動します。 
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■助手席 SRS エアバッグに関しては、次の事項をお守りください 



. インストルメントパネルの SRS エアバッグ格納部に手や足を置いたり、顔 
や胸を近づけたり、もたれかからないでください。 SRS エアバッグが作動 
したとき強い衝撃を受け、命にかかわるよラな重大な傷害につながるおそ 
れがあります。 

. お子さまは後席に座らせて必ず 
シートベルトを着巧させてくださ 

い。 

• 6 歳未満のお子さまはスバル純正 
チャイルドシートをご使巧くださ 
し、。6歳が上のお子さまでもシー 
トベルトを正しく着用できないお 
子さまは、スバル純正チャイルド 
シート（別売）を使用してくださ 

い。 
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SRS エアバッグシステム 


• 助手席にチャイルドシートを絶対 
に取り付けないでください 。 SRS 
エアバッグが作動したとき、強い 
衝撃を受け、命にかかわるよラな 
重大な傷害につながるおそれがあ 
りまず。 

チャイルドシートをお使いになる 
ときは、必ず後席に取り付けてく 
ださい。 

なお、スバル純正チャイルドシー 
卜の使用方法は添付されている取 
扱説明書をご覧ください。 

• インストルメントパネルの上面にステッカー類を貞ちったり、アクセサリー 
や芳香剤などを置かないでください。また、フロントガラスにアクセサ 
リーなどを取り付けたり、ルームミラーにワイドミラーを取り付けないで 
くださし SRS エアバッグシステムが正常に作動しなくなったり、作動時 
にこれらの物が飛び、命にかかわるよラな重大な傷害につながるおそれが 
あります。 

• インストルメントパネル上面近く 
にテレビやナビゲーシヨンシステ 
ムを取り付ける場合、スバル販売 
店にご相談ください。助手席 SRS 
エアバッグシステムが正常に作動 
しなくなったり、作動時にこれら 
が飛び、命にかかわるよラな重大 
な傷害につながるおそれがありま 
す。 

200515 





運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


■ SRS サイドエアバッグ：^ 

運転席、助手席各シートに格納された SRS サイドエアバッグが瞬時に膨らんだ後にしぼみ 
ます。膨らむのは衝撃を受けた側のみです。 

SRS サイドエアバッグは、乗員がいなくても作動します。 




■ SRS サイドエアバッグ付車に関しては、次の事項をお守りください 



. フロントシート背当ての SRS サイ 
ドエアバッグ格納部に手、足、顔 
を近づけたり、ドアにもたれかか 
るよラな姿勢で座らないでくださ 
し、。 SRS サイドエアバッグが作動 
したとき強い衝撃を受け、命にか 
かわるような重大な傷害につなが 
るおそれがあります。 



お子さまなどに後席からフロント 
シートの背当てを抱えこむよラな 
姿勢はさせないでください 。 SRS 
サイド エアバッ グが作動したとき 
強い衝撃を受け、命にかかわるよ 
うな重大な傷害につながるおそれ 
があります。 
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SRS エアバッグシステム 


• フロントシート背当ての SRS サイドエアバッグ格納部を強巧したり、衝撃 
を加えないでください。正常に作動しなくなるなどして、重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 

• スバル純正の SRS サイドエアバッグ専用シートカバーが外は使用しなし、 
でください。 

ご使用の際は付属の取扱説明書をよくお読みください。正しい向き、位置 
に装着しないと SRS サイドエアバッグシステムが正常に作動しなくなり 
ます。 

• SRS サイドエアバッグが格納され 
ている付近に物を置いたり、周辺 
にカップホルダーなどのアクセサ 
リー巧品を取り付けないでくださ 
い。 SRS サイドエアバッグが作動 
したときこれらが飛び、命にかか 
わるよラな重大な傷害につながる 
おそれがありまず。 

- 200370 




運おする前に 
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SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグが作動するとき、しないとき 



•運転席、助手席 SRS エアバッグが展開すると、ガス排出巧からガスが抜け 
て直ちにしぼみ始めます。 


排出巧からのガスに直接触れた場合に、やけどをすることがありまず。 

.SRS エアバッグが膨らんだ直後は、 SRS エアバッグの構成部品に触れない 
でください。構成部品が大変熱くなっていまずので、触れるとやけどをず 
るおそれがありまず。 


_ Ci アドバイス） - 

•運転席、助手席 SRS エアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げ 
ません。 

.SRS エアバッグは一度だけ膨らみ、一度作動すると、 2 回目が降の衝突で 
は再作動しません。 

.SRS エアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨らみます。このた 
め、展開中のエアバッグと接触して巧撲やすり傷、やけどなどを受けるこ 
とがあります。 

.SRS エアバッグが作動ずると、作動音とともに白い煙のよラなガスが発生 
しますが、火災ではありません。また、人体への影響もありません。 
ただし、残留物（カスなど）が目などに付着した場合は、できるだけ早く 
水で洗い流してください。皮ふの弱い方は、まれに皮ふを刺激ずる場合が 
ありまず。 

.SRS エアバッグは一度膨らむと再使用はできません。スバル販売店で交換 
してください。 


■運転席、助手席 SRS エアバッグが作動ずるとき、しないとき 

運転席、助手席 SRS エアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大 
きな衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席乗員 
の頭部や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。 

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体がつぶれることで、吸収または分 
散され、車体の損傷が大きくても乗員への衝撃は大きくならない場合もあります。 
したがって、車体の損傷が大きくても SRS エアバッグが必ずしも作動するとは限りません。 
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SRS エアバッグシステム 


•作動ずるとき 

• 次のよラなときに作動します 


20〜30 km / h が上の速度で厚いコンクリー 
卜のような壁に正面衝突したとき、また、こ 
れと同等が上の衝撃を受けたとき 
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• 走巧中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあります 

深い巧や溝に落ちたり、ジャンプして地面に 
ボディ下面を強くぶつけたとき 



縁石に衝突したときや、道路上の突起にボ 
デイ下面を強くぶつけたとき 
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SRS エアバッグシステム 


•作動しにくいとき 

. 次のよラに、部分的に衝撃を受けたときや車両前方から衝撃が加わらなかったとき 
電柱などに衝突したとき 


斜め前方への衝突のとき 


片側衝突（オフセット衝突）のとき 


トラックの荷台にもぐり込んだとき 
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SRS エアバッグシステム 


. 次のよラな場合は SRS エアバッグがまれに作動することもありますが、本来の効果は発 
揮されません 

後ろから衝突されたとき 



横転や転覆したとき 



横方向から衝突されたとき 




運転ずる前に 
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SRS エアバッグシステム 


•作動しないとき 

. 次のよラなときは作動しません 


一度 SRS エアバッグが作動した後の衝突 
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■ SRS サイドエアバッグが作動ずるとき、しないとき 

SRS サイドエアバッグは、シートベルトが身体を拘束ずる働きと併せて、前席乗員の主に 
胸部への衝撃をやわらげる装置でず。 

SRS サイドエアバッグは、車両側方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな衝 
撃を受けた場合、作動します。 

SRS サイドエアバッグの作動•非作動は、衝撃の大きさや衝撃を受けた部位、衝突方向な 
どの条件により変わります。 

•作動ずるとき 

. 次のようなとき衝撃が大きいと作動します 
側面に真横から衝突されたとき 
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SRS エアバッグシステム 


•作動しにくいとま 

• 次のようなとき、衝撃の大きさによっては作動しないこともあります 
衝突した物が変形したり移動した場合、また、衝突した物の形状や衝突の状態によって 
は、衝突時の衝撃が弱められるため SRS サイドエアバッグは作動しにくくなります。 


車両側面に斜めから衝突されたとき 



200106 

客室が外に側面から衝突されたとき 



電柱などに衝突したとき 
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SRS エアバッグシステム 


側面にバイクが真横から衝突したとき 



. 次のよラな場合は SRS サイドエアバッグがまれに作動することがありまずが、本来の効 
果は発揮されません 

横転や転覆したとき 



停止中や走行の車に正面衝突したとき 



2-64 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 



































SRS エアバッグシステム 


後ろから衝突されたとき 
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•作動しないとき 

. 次のよラなときは作動しません 


一度 SRS サイドエアバッグが作動した後の衝 
突 
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SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグ警告灯 


エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約6秒後に消灯します。 

SRS エアバッグシステムまたはプリテンシヨナー付シートベルトシステムに異常があると 
点なします。 





200537 



警告灯が次のよラになったときはシステム異常が考えられますので走行しな 
いでください。衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがを 
するおそれがあります。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを ON にしても点灯しないとき 
• 走巧中に点灯したとき 


— [ ^么を意） - 

上記のように警告灯がシステム異常を示している場合、軽微な衝撃で SRS エ 
アバッグが作動したり、大事故でも作動しない場合があります。 
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SRS エアバッグシステム 


•車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。守らないと 
SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし生命にかか 
わるような重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

これらの作業が必要なときは必ずスバル販売店にご相談ください。 

• サスペンションを改造したり、指定サイズが外のタイヤへの交換はしない 
でください。 

車高が変わったり、サスペンションの硬さが変わると SRS エアバッグが正 
常に作動しなくなったり、誤作動により思わめ傷害につながるおそれがあ 
りまず。 

• 車両前部にスバル純正品が外の部品などは装着しないでください。車両前 
部を改造ずると SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起 
こし重大な傷害につながるおそれがありまず。 

• 八ンドル廻りやインストル：>< ントパネル、センターコンソール付近の修 
理、オーディオシステムの交換をずる場合は、必ずスバル販売店にご相談 
くださし N 。 SRS エアバッグシステムに悪影響を与え、誤作動により重大な 
傷害につながるおそれがあります。 

•車体前面（き体側面）の板金塗装および修理をする場合は、必ずスバル販 
売店にご相談ください。 SRS エアバッグシステムに悪影響を与え、誤作動 
により重大な傷害につながるおそれがあります。 

• SRS サイドエアバッグ付車は、フロントシートの表皮の張り替えやシート 
の取り外し-取り付け*分解-修理などをしないでください。 

シートに内蔵されている SRS サイドエアバッグが正常に作動しなくなっ 
たり、誤作動により思わめ傷害につながるおそれがありまず。 

• SRS サイドエアバッグ装着車では、センターピラーのセンサー格納部を分 
解、修理しないでください。 

衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがをずるおそれ 
がありまず。 

分解、修理はスバル販売店で行ってください。 

• SRS エアバッグが格納されているパッド部に傷がついていたり、ひび割れ 
があるときはそのまま使用せずスバル販売店で交換してください。 
衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがをずるおそれ 
がありまず。 

• 無線機などを取り付けるときはスバル販売店にご相談ください。 

無線機の電放などは SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪影 
響を与えるおそれがありまず。 

• 車や SRS エアバッグを廃棄するときは必ずスバル販売店にご相談ください。 
SRS エアバッグが思いがけなく作動して重大な傷害につながるおそれが 
あります。 


ま両の整備作業や力-用品を装着ずるときは、次の事項をお守りください 


運転ずる前に 
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ミラーの 調整 


ルーム^フー 


■ルームミラー 


ミラー本体を動かして後方が充分確認できる 
ように調整します。 



— し么ミち意 J - 

調整は必ず走行前に巧ってください。 


ドアミラー 


■電動リモコンドアミラー 


エンジンスイッチが Acc または ON のとき、ミラーの調整ができまず。 
①調整ずるミラーを選びまず。 

左右切り替えスイッチを押して選びます。 

「し：左側ミラー、 「 R 」 ：ち側ミラー 
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ミラーの 調整 


@「角度調整スイッチ」を上下左右に動かして 
後ちが充分確認できる位置に調整しまず。 



■電動格納式ドアミラーが 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、左 
右のミラーを同時に格納できます。 
スイッチを}甲しこむと格納します。 

もラー度巧すと元に戻ります。 



200001 


— C 巧アドバイス） - 

.寒いときには、作動の途中で止まることがあります。もう一度スイッチを 
押してください。スイッチの操作で動かないときには、ドアミラーを手で 
数回動かすと作動するよラになりまず。 

.格納スイッチを連続して「格納林元に戻ず」を行うと作動しなくなること 
があります。これは異常ではありませんので、しばらく待ってから作動さ 
せてください。 

• 格納状態から手動で元に戻すとドアミラーがグラグラすることがありま 
ず。必ず電動で元に戻してください。なお、ドアミラーがグラグラすると 
きは、もラー度格納状態にしてから電動で元に戻してください。 
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ミラーの 調整 


■ヒーテッドドアミラー：^ 


エンジンスイッチが ON のとき使用できます。スイッチはエアコンの操作パネルの右横にあ 
ります。 

ドアミラーについた霜や曇りを取るときに使います。リヤウインドウデフ オッ ガーに連動 


して作動します。 

. スイッチを押すと、スイッチ内の表お灯が点 
灯します。 

スイッチを押してから約15分で自動的に 
OFF になります。 

. 作動中、途中で止めるときはスイッチをもう 
一度押します。 

☆3- 15ページ参照 



— C 向アドバイス） - 

消費電力が大きいので長時間の使巧、または雪などを溶かすよラな使いかた 
は避けてください。 
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スイッチの使いかた 

エンジンスイツチ 

■各位置の働き 



LOCK 
(□ック） 

キーの抜き差しができる位置 

キーを抜くと八ンドルがロックされます。 

Acc 

エンジン停止時、次の電装品が使用できる位置 

(アクセサリー) 

ワイパー、ウォッシャー、オーデイオ、電源ソケット 

ON 

エンジン回転中の位置 

(オン） 

全ての電装品に作動電源が供給されます。 

START 

(スタート） 

エンジンを始動する位置 



走行中 LOCK にしないでください。キーが巧けると八ンドルがロックされ、 
操作できなくなり、重大な事故につながるおそれがあります。 


- A を意 - 

. キーグリップにキーホルダーや他のキーがかさなると、膝や手などが当た 
り、キーを回してしまうおそれがありますので注意してください。 

大型のキーホルダーをキーに付けないでください。テコの原理でルさな力 
でも回ってしまラおそれがあります。 

•キーホルダーや他のキーを多数付けないでください。また、重いものを 
キーに付けないでください。車両の動きにより遠む力が働き、キーを回し 
てしまラおそれがあります。 
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—( n アドバイス） - 

エンジンを止めているときスイッチを LOCK にしてください。 

長時間 ON にしたり、 Acc にして電装品を使うとバッテリー上がりの原因 
になります。 

キーが LOCK から Acc に回らないときは八ンドルを左ちに回しながら 
キーを操作してください。 
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スイッチの使いかた 


■キーを抜くとき 


i - CVT 車は、セレクトレバーを回にしてキーを 
LOCK に回してください。 



— C 向アドバイス） - 

. i-CVT 車でキーが抜けないときは、システムの故障が考えられますので、 
スバル販売店にご連絡ください。 

. ルームランプを DOOR 位置にしている場合、キーを抜くと一旦点灯し、徐々 
に消灯しまず。 

な4 — 4 3ぺージ参照 


■キー抜き忘れ警報 

キーをエンジンスイッチに差したまま運転席ドアを開けるとブザーが鳴ります。 
ただし、エンジンスイッチが ON のときは鳴りません。 

- Ci アドバイス） - 

車外に出るときには、必ずキーを持っていることを確認して施錠してくださ 

い。 


■エンジンキー照明（イグニッションキー照明） 

エンジンスイッチの周辺が点灯します。運転席のドアを開けたとき、または携帯機および 
リモコンキーで解錠したとき点灯し、閉めると一定時間点灯後消灯します。 


•オフディレイ機能 

リモコンキーおよび携帯機で解錠または、ドアを開けて閉めたときに約30秒間点灯し、消 
灯しまず。（オフディレイ機能） 
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スイッチの使いかた 


— 么ミ主意） - 

. エンジン停止中はランプ類を長時間点灯させないでください。 

バッテリー上がりを起こします。 

. スマートキーレス付車では下記のライティングスイッチ操作にてスマー 
卜機能が停止し ます。 

-すべてのドアを閉めてエンジンスイッチが LOCK (キーは差さっていな 
い状態）で下記 a )、 b ) いずれかの操作を日秒が内に巧ラとブザーが3回 
鳴り、スマート機能が停止します。 

a ) ライティングスイッチをライト OFF 一 ON 位置に回す操作を3回巧う。 

b ) ライティングスイッチ OFF の状態からライティングスイッチでパッシ 
ング操作を3回巧ラ。 

-スマート機能を復帰させるにはエンジンスイツチにキーを差し ON にし 
てください。 


—— (向アドバイス） - 

エンジンスイッチを LOCK 、 あるいはキーを扳いているときでも、ライト類 
を点灯させることができまず。 


八ンドルのち側のレバーがライティングス 
イッチでず。 

レバー内のスイッチを回すと次のよラにラン 
プが点灯しまず。 
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ライティングスイッチ 



運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


■へッドランプの上下を切り替えるとき 


へッ ドランプが点なしているとき、レバーを前 
に押すと上向きになります。 

元に戻ずと下向きになります。 



■合図のしかた（パッシング) 


レバーを手前に引いている間、 へッ ドランプは 
上向きになります。 

ライティングスイッチが OFF でも使えます。 



■ライト消し忘れ警報 

キーを抜いたとき、ライティングスイッチが♦または画 D のまま運転席ドアを開けるとブ 
ザーが鳴りまず。 

I - ( T 面アドバイス） -1 

この状態でキーをエンジンスイッチに差したままのときは、キー抜き忘れ警 
報が優先されます。 

な 3-4 ぺージ参照 

くスマートキーレス付車> 

ライト消し忘れ防止の為、ライティングスイッチが量 D の状態では、スマー 
卜機能および携帯機のボタン操作によるドアの解錠-施錠が巧えないよラに 
なっています。 


3-6 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 

















スイッチの使いかた 


オートヘッドランプレべラー_(自動光軸調整機構)*« 


ヘッドランプに HID (高輝度放電式ランプ）が装着されている車には、自動光軸調整機構が 
ついています。 

HID ランプは従来のへッドランプに比べて大変明るいため、照射方向が正しく調整されてい 
ないと、対向車や前を走る車の迷惑になります。そのため、同乗者及び積載量から自動的 
に照射方向を調整し、最適に保ちます。 



HID バルブは、高電圧を使用していまず。感電防止のため、ランプを分解し 
たり、改造したりしないでください。バルブの脱着、交換はスバル販売店に 
ご相談ください。 


■オートヘッドランプレべラー警告灯 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約3秒後に消灯します。 

エンジン回転中、オートヘッドランプしベラー（自動光軸調整機構）の電子制御システム 
に異常があると点灯しまず。 

- を意 ) - 

オートへッドランプレべラー警告灯が点灯したときは、照射方向の自動調整 
が巧われない場合がありまず。直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 





運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


马前ページより 



300744 


— C 向アドバイス） - 

. HID バルブは、点灯、消灯を繰り返すとバルブの寿命が短くなる特性があ 
ります。信号待ちなど短時間の場合は、点なしたままの方がバルブが長持 
ちしまず。 

.バルブが切れかかると、一般の堂光灯と同じよラに、著しく明るさがお下 
したり、点滅したり、赤味を帯びた色になることがあります。そのような 
現象が現れるときは、スバル販売店にご相談ください。 

. HID ランプは点灯するとき、安定ずるまでに若干明るさや色が変化するこ 
とがあります。 

. HID ランプは、発熱量が少ないため雪道走行の際、レンズ面に積もった雪 
が溶けにくい特性があります。雪を落として走巧してください。 
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スイッチの使いかた 


光軸調整ダイヤルが 


へッドランプに八ロゲンバルブが装着されている車には、 
エンジンスイッチが ON のとき使用できまず。 

. 同乗者および積載量によってへッドランプ 
が上向きを照らずことがあります。このよラ 
なとき、対向車の運転の妨げになるため、光 
軸調整ダイヤルを調整し、へッドランプが照 
らず向きを下側にしてください。 

. ダイヤルの目盛りが大きくなるほどヘッド 
ランプが照らず向きは下側になります。 

• 乗車人数、荷室への積載状態に応じて、下の 
表を参考にダイヤル位置を調整してくださ 

い。 


光軸調整機構がついていまず。 



R，S に WD ) 


ダイヤル位置 

前席乗車人数 

後席乗車人数 

荷室への積載 

0 

1名もしくは2名 

0名 

か 

1 

2名 

2名 

化 

2 

2名 

2名 

有※ 

1名 

0名 

有※ 

3 

— 

— 

— 


S ( AWD ) 


ダイヤル位置 

前席乗車人数 

後席乗車人数 

荷室への積載 

0 

1名もしくは2名 

0名 

か 

1 

2名 

2名 

化 

2名 

2名 

有※ 

2 

1名 

0名 

有※ 

3 

— 

— 

— 


※：荷室満載にした場合 
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スイッチの使いかた 


300017 

(向アドバイ；〇 - 

車線変更の合図をずるには 

レバーを変更しようとずる方向に軽く押さえていると方向指示器とメーター 
内の表示灯が点滅します。（©位置） 

手を離すとレバーは元の位置に戻ります。 


八ンドルの右側の レバーが 方向指示 レバーで 
ず。 

エンジンスイツチが ON のとき、 レバーを® の 
位置まで動かずと方向指示器とメーター内の 
表示灯が点滅しまず。 

ち折あるいは左折後、八ンドルを戻ずとレバー 
は自動的に元の位置に戻りまずが、戻らないと 
きは手で戻してください。 

☆3-22 ぺージ参照 


j — ( ^ アドバイス） - 

I . へッドランプの照射方向が正しく調整されていないと、巧向車や前を走る 
車に迷惑となります。対向車のフロントガラスや前を走る車のミラーを照 
らしているときは、光軸調整ダイヤルを操作してへッドランプを下向きに 
調整してください。 

•光軸調整をずるときは、光軸調整ダイヤルを「0」の位置にしてから巧っ 
てください。 


方向指示レバー 



3-10 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 







スイッチの使いかた 


妙 


—— f 向アドバイス） -1 

フロントフォグランプ（震灯）は光束が拡散するよラに設計されていますの 
でヘッドランプの代わりにはなりません。また、使用方法を誤ると、まわり 
の車や対向車へ迷惑をかけることになりまず。郊外や山間部での濃震などで 
見通しが悪いときにだけ使用してください。 


ライティングスイッチが•または宣 D のとき、 
レバー内のスイッチをの位置に回ずとフロ 
ントフォグランプが点灯します。 

点灯中はメーター内の表示灯が点灯しまず。 
スイッチを OFF の位置に戻すと消灯します。 
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300024 


八ンドルの左側のレバーがワイパ ー& ウォッシャースイッチでず。 
エンジンスイッチが Acc または ON のとき使用できまず。 

■フロントワイパーの作動 

レバーを押し下げるとワイパーが作動しまず。 


ワイパー&ウォッシャースイッチ 


フロントフォグランプスイツチ：^ 




運転ずるとき 
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スイッチの使いかた 


•ワイパーを1回だけ使いたいときには （ M に T ) 

レバーを 上に押し上げている間、ワイ パーが 動 
きます。 



•フロントウオツシヤー 

レバーを手前に引いている間、ウォッシャー液 
が噴射され、連動してワイパーも動きます。 



繊这あ 

〇戶ドた=» 

匡=巧 

LO ^ PU じ 

IHII 夕 一 


300023 

■リヤワイパー/ウオッシヤーの作動 

レバー内のスイッチを回すと作動します。 



rin (上側） 

ワイパー作動中にウォッシャー液が噴身寸し、手を離すと ON 
に戻ります。 

ON 

連続で作動 

OFF 

停止 

だ j (下側） 

ウォッシャー液が噴射し、手を離すと OFF に戻ります。 
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スイッチの使いかた 


—— C ^11 アドバイス） -1 

. ワイパーアームを起こすときは、運転席側を先に起こしてから助手席側を I 
起こしまず。戻すときは助手席側を先に戻してから運転席側を戻してくだ 
さい。逆の順序ではワイパーアーム同±が接触し、傷がつく可能性があり 
まず。 

. ガラスが乾いているときにはワイパーを操作しないでください。ガラスに 
傷をつけることがありまず。また、ワイパーブレードに傷がつき、拭き残 
しの原因となります。 

. ウォッシャー液が出ないとき、ウォッシャースイッチを操作し続けるとポ 
ンプが故障ずるおそれがありまず。ウォッシャー液量やノズルのつまりを 
点検してください。 

. ガラスに拭き残しができるときにはブレードのラバーを交換してくださ 
い。 

☆6—1 日ぺージ参照 

• 寒冷地で屋外に駐車ずるときにはワイパーを立てておいてください。 

ワイパーブレードがガラスに凍りつくことを防止しまず。 

.ワイパーブレードがガラスに凍りついたときは、めるま湯をかけるか、が 
下の操作を巧いガラスを暖めてください。 

-フロントガラスは、エアコンの吹き出し□切り替えダイヤルを颗 ?（ デフ 
ロスター）にしてください。 

-リヤガラスは、リヤウインドゥデフ ォッ ガーを使用してください。 

な 3—1 日、4—7、 4— 12ぺージ参照 

.積雪などにより、ワイパーが途中で止まったときは、車をミ全な場所に止 
めてワイパースイッチを OFF 、 エンジンスイッチを Acc または LOCK の位 
置にし、ワイパーが作動できるように積雪などの障害物を取り除いてくだ 
さい。 

• フロントワイ パー モー タ ー には、保護機能としてブレ ー カ ー を内蔵してい 
まず。 

モーターの負担が大きい状況が続いたときなどには、ブレーカーが作動 
し、一時的にモーターが止まることがあります。 

その場合には、車を安全な場所に止めて、一度ワイパースイッチを OFF に 
してください。10分ほどずるとブレーカーが復帰して通常使用できるよう I 
になりまず。 

. フロントウォッシャーノズルの噴出範囲の調整はスバル販売店にご相談 
ください。 

.ゴミなどがつまる等、ウォッシャー液が噴射できないときは、最寄りのス 
ノ くル販売店にご連絡ください。 



運転ずるとき 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 
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スイツチの使いかた 


I ウォッシャータンク 

運転前にウォッシャー液の量を点検してくだ 
さい。 

ボンネットを開け、向かってち側にタンクがあ 
ります。フロントとリヤの共用になっていま 
す。（リヤワイバー装備車 L 乂外はフロントのみ） 



— を意 J - 

.降雪時、寒冷時には、フロントおよびリヤガラスが暖まるまでウォッ 
シャー液を使用しないでください。 

ウォッシャー液がガラスに凍りつき視界不良を起こずおそれがあります。 
な 4— 4、 4— 8ぺージ参照 

.降雪時、寒冷時には、ウォッシャー液は外気温度に合わせた濃度にしてく 
ださい。濃度がうずいと液がタンク内で凍りつくことがありまず。 

☆己一3ページ参照 

.ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物等が入らないよラ注意してくださし、。 
ポンプにつまるなどの作動不良を起こすおそれがありまず。 
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スイッチの使いかた 


リヤウインドウデフオッカー（曇り取り）スイツチ 


リヤウインドウデフォッガーは、エンジンスイッチが ON のとき使用できます。スイッチは 
エアコンの操作パネルの右横にありまず。リヤガラスの内側が曇ったときに使用します。 
電熱線はリヤガラスにプリントしてありまず。 

. スイッチを押すと、スイッチ内の表示灯が点 
灯しまず。 

• 作動中、途中で止めるときは、スイッチをも 
ラー度押します。（表示灯が消灯します） 

. ヒーテッドドアミラー付車は、約1日分で自 
動的に OFF になります。 



- 么を意） - 

リヤウインドゥの曇りが取れたらスイッチを押し、 OFF にしてください。 
バッテリー上がりの原因になります。 


Cfl アドバイス 


消費電力が大きいので長時間使うことや雪を溶かすような使いかたは避 
けてください。 

ガラス内側の清掃時、電熱線を切らないように水を含ませた柔らかい布で 
電熱線に沿って軽くおいてください。ガラスクリーナー、洗剤は使わない 
でください。 



運転ずるとき 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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スイッチの使いかた 


八ザードランプ（非常点滅灯）スイッチ 


八ザードランプは、エンジンスイツチの位置に 
関係なく使用できます。 

やむを得ず路上に駐車するとき、高速道路で渋 
おの最後尾に近づいたとき、他の車に自分の車 
のちをを知らせるために使います。スイッチは 
エアコン操作バネルの左横にあります。スイツ 
チを巧すと左ちの方向指示器が点滅します。 



— 广^アドバイス j - 

• 非常のときな外は使わないでください。 

•長時間、点滅したままにしないでください。バッテリー上がりの原因にな 
ります。 


ホーンスイッチ 


八ンドル中央のパッド面を押すとホーンが鳴 
りまず。 



— C [ f ^ アドバイス） - 

エンジンスイッチの位置に関係なくホーンを鳴らすことができます。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 

メーター、表示な、警告なの見かた 

メーター 

■メーターの初期作動（エレクトロルミネセントメーター）：^ 

エンジンスイッチを ON にずるとメーターの指針が一度最大値を指し、すみやかに戻りま 
す。その後文字盤が点灯します。 

- - Cffi ァドバィス) -1 

メーターの初期作動は作動、非作動の設定ができます。 I 

☆3-20 ページ参照 I 


■スピードメーター 

車の走行速度を示します。 

エンジンスイッチを ON にすると、指針が出てきます。 
( R 車のみ） 

!—— アドバイス） - 

I 速度警告装置はついていません。 

I スピードを出し過ぎないようにしてください。 


■タコ メーター （エンジン回転計） 

毎分のエンジン回転数を示します。 

エンジンスイッチを ON にすると、指針が出てきます。 

( R 車のみ） 

- (么を意） - 

指針がレッドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲）に入らない 
ように運転してください。 

指針がレッドゾーンに入る運転を続けるとエンジンなどが損傷ずることがあ 
ります。 


アドバイス） - 

. アイドリング時に電気負荷が変動すると、エンジン回転数が変動ずること 
がありまず。 

.極低速時、または停車時に八ンドルを操作すると、エンジン回転数が変動 
ずることがあります。 



運転ずるとき 


R 2 RC 1-0 98001〜10700 0. RC 2-039001 〜041100 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■フューエルメーター（燃料計） 

燃料の残量を示しまず。指針が 「 E 」 に近づいたら早めに給油をしてください。 
☆2-21 ぺージ参照 



300393 


- を意 J - 

燃料給油は、必ずエンジンを止めて巧ってくださし、。 
☆ 1-26 ぺージ参照 


— アドバイス） - 

. エンジンスイッチが ON のとき、燃料の残量を示します。 

.エンジンスイッチが ON が外の位置でもトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押すと約10秒間燃料の残量を表示します。 

•給油後の残量はエンジンを始動すると示しまず。また、指針が安定するま 
でしばらく時間がかかります。 

.指針と消費量（残量）の関係は必ずしも正確ではありません。目安として 
活用してください。 

.坂道やカーブ、急発進、急停車などではタンク内の燃料が移動ずるため、 
指針が振れることがあります。 

•給油量が少ない場合（約10ぶが下)、指針がミ定するまでしばらく時間が 
かかりまず。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■オドメーター（積算距離計) 

走行した総距離を km で表示します。 



300547 300394 


■トリップメーター（区間距離計） 

ある区間に走行した距離を巧りたいとき使います。表示範囲は0.0 km 〜9999.9 km です。 
A と B 、 2種類の設定ができます。 



300012 300395 

•トリップ画、面、 オドゾーター切り替え 

トリップ切り替え/トリップリセットノブを}甲ずごとに、次のよラに表示が切り替わりま 
す。 

TRIP 回- >TRIP 圆 

t i 

ODO < - ILL 《 

※エしクトロルミネセントメーター装備車 

參トリップメーター固•图を0に戻ずとき 

トリップ回または、トリップ圆のリセットしたい方を表示させ、トリップ切り替え/卜 
リップリセットノブを}甲し続けると0に戻ります。 


運転ずるとき 


R 2 RC 1-0 98001〜10700 0. RC 2-039001 〜041100 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


(面アドバイス） -1 

.エンジンスイッチが ON が外の位置でもトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押すと、約10秒間バックライトが点灯し、オド/トリップ 
メーターを表示します。 

• 液晶表示は偏光サングラスを使用すると見えにくくなる場合があります。 

■メーターのネリ期作動の設定が（エレクトロルミネセントメーター) 

初期動作は作動、非作動の設定ができます。 

☆3- 17ぺージ参照 

•初期作動の設定のしかた 

① エンジンスイッチを ON L 乂外の位置にしま 
す。 

② オドメーター-トリップメーターをオドメー 
夕一表示に切り替えて、 トリップ切り替え/ 

トリップリセットノブを3秒が上押します。 

③ オドメーター.トリップメーターに現在の設 
定が表示されます。 

④ このときトリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押すたびに設定が切り替わり 
ます。 

⑤ 3秒間トリップ切り替え/トリップリセット 
ノブの操作がない場合、設定を完了しオド 
メ ーターの表示に民ります。 




300536 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■メーターイルミネーシヨンコントロ ール sc 
(エレクトロルミネセントメーター） 

エレクトロルミネセントメーターの明るさ（輝度）を日段階に調整ずることができます。 

♦調整のしかた 

①トリップ切り替え/トリップリセットノブを押ずごとに、次のように表示が切り替わり 
まず。 

TRIP 回- >TRIP 圆 

t I 

0 D 0< - ILL 

@ILL 表示にずると現在の明るさ（輝風 が隶 
示されまず。 

数字が大きくなるほど、明るく表示されま 
す。 

感 ILL 表示のとき、トリップ切り替え/トリッ 
プリセットノブを1秒が上}甲し続けると明 
るさ觸鼠が順次変化します。設定したい 
明るさ（輝度）でノブを離ずと設定されまず。 

@もう一度トリップ切り替え/トリップリ 
セットノブを押すとオドメーターに切り替 
わります。 

i —— アドバイスが —— 

• キーを挿していない状態でも、イルミネーシヨンコントロールの設定はで 
きます。 

. ILL 表示で10秒間操作がない場合、オドメーター表示に切り替わります。 



運転ずるとき 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


表示灯 


■方向指示器表示な 

方向指示器の点滅を示します。 




— C fni アドバイス） - 

方向指示器の電球やヒューズが切れたときあるいはワット数の異なった電球 
を使ラと点滅の速さが異常になります。 

すみやかに点検し、異常のある電球やヒューズを交換してください。 

☆6-21 ぺージ参照 


■八イビーム/パッシング表示巧 

へッドランプが上向きのとき点灯します。 
また、パッシング時も点灯します。 



■ Info - ECO モード表示灯 


ECO 


通常は点灯しています。 

点灯中は燃費の良い走行状態であることを示しています。 

急加速が必要で、アクセルペダルを急に踏み込んだときなどは、表示灯は消灯します。 
☆3-40 ぺージ参照 


■シフトポジション表示灯 

マニュアルモード選択時、ギヤ位置を表示しま 
す。 

☆3-42 ぺージ参照 


3 


300654 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■セレクトポジション表示巧 （ i - CVT ま） 


セレクトレバーの位置を示しまず。 
☆3-33 ぺージ参照 


<F> 


<R> 


CD 

⑩ 

CD 


op 
OR 
oN 
oD 
o L 


くエレクトロルミネセントメーター > 


P 


を意 


(エレクトロルミネセントメーター付車のみ） 

セレクトポジション表示灯に" E " が表示されたときは、電気系統の異常が 
考えられます。直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


■ SPORT (スポーツ）モード表示灯：^ 

センターパネルの " SPORT " スイッチを押ずとスポーツモードが選択され 
" SPORT " 表示灯が点灯しまず。 

な 3— 41ぺージ参照 


SPORT 



運転ずるとき 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■ライティングスイッチ表示灯 

ライティングスイッチが•または画 D 位置時に点灯します。 


：00= 


■フロントフォグランプ表示な 

フロントフォグランプが点灯しているとき表示灯が点灯します。 


が 


— (向アドバイス） - 

フロントフォグランプ（震灯）は光束が拡散するよラに設計されていますの 
でヘッドランプの代わりにはなりません。また、使用方法を誤ると、周りの 
車や対向車へ迷惑をかけることになります。郊外や山間部での濃震などで見 
通しが悪いときにだけ使用してくださし、 



■ブレーキ警告な 

エンジン回転中、次の場合に点灯します。 

. 駐車ブレーキレバーが完全に戻っていないとき 


(©) 


. ブレーキ液が著しく不足しているとき 

. エレクトロニックブレーキフォースデイストリビューシヨン （ EBD ) の電子制御システ 
ムに異常があるとき 

E 巨 D の電子制御システムに異常があるときは ABS 警告灯も同時に点灯します。 

☆3-48 ぺージ参照 


— しを意 J - 

. エンジン回転中に駐車ブレーキレバーを戻しても消灯しないとき、または 
ブレーキ液を補充しても消灯しないときは、直ちに安全な場所に停車し、 
スバル販売店にご連絡ください。 

•ブレーキ液が正常で、 ABS 警告灯も同時に点灯している場合は、アンチ 
ロックブレーキシステム （ ABS ) に異常が発生している可能性がありま 
ず。そのため、強めのブレーキの隙に車両が不安定になるおそれがありま 
す。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 


■シートベルト警告灯 お 

. エンジンスイッチが ON で運転席シートベルトが未着用の場合、メーター内 
の警告灯が点灯しまず。運転席シートベルトを着用ずると消灯しまず。 

☆2-38 ぺージ参照 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■ ABS 警告巧：^ 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、約2秒後に消灯します。 

アンチロックブレーキシステム （ A 巨 S ) の電子制御システムに異常があると点 
灯します。 

☆3-46 ぺージ参照 


(©) 


— しを意 J - 

警告灯が点灯ずると ABS は作動せず通常のブレーキとして作動しまず。走行 
上支障ありませんが、滑りやすい路面では気をつけて運転し、直ちにスバル 
販売店で点検を受けてください。 


— C ^ アドバイス） - 

警告灯が下記の場合は正常です。 

. エンジン始動後に警告灯が点灯してすぐに消灯し、その後ふたたび点灯し 
ない。 

. エンジン 始動後に警告灯が点灯したままであるが、車速約10 km / h になつ 
たとき消灯する。 

. 走行中に点灯してもその後消灯し、再度点灯しない。 


■ SRS エアバッグ警告な A|R 

エンジンスイッチを ON にずると点灯し、約6秒後に消灯します。 BAG 

SRS エアバッグシステムまたはプリテンシヨナー付シートベルトシステムに 
異常があると点灯します。 

☆2-43、2-日1ぺージ参照 



警告灯が次のよラになったときはシステム異常が考えられますので走巧しな 
いでください。衝突したときなどに SRS エアバッグが正常に作動せずけがを 
するおそれがあります。 

直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを ON にしても点灯しないとき 
• 走行中に点灯したとき 


— しを意 J - 

上記のよラに警告灯がシステム異常を示している場合、軽微な衝撃で SRS エ 
アバッグが作動したり、大事故でも作動しない場合がありまず。 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■オイルプレッシャー警告灯 

エンジンスイッチ ON で点灯し、エンジン始動後消灯しまず。 

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているエンジンオイルの圧力に異常が 


が 


あると点灯します。 


- A ； - 

走行中に点灯したときは、直ちに安全な場所に停車し、エンジンを止めてエ 
ンジンオイル量を点検してください。エンジンオイル量が正常にもかかわら 
ず点灯しているときや、エンジンオイルを補給しても点灯するときは、直ち 
にスバル販売店にご連絡ください。 


— C ff ^ アドバイス） - 

オイルプレッシャー警告灯はオイル量を示ずものではありません。 
オイル量の点検はオイルレベルゲージで行ってください。 


■チャージ警告灯 H 

エンジンスイッチ ON で点灯し、エンジン始動後消灯します。 L 

エンジン回転中、充電系統に異常があると点灯します。 

— C/h ' ま意 ) - 

エンジン回転中に点灯したときは、発電機の駆動ベルト切れなどが考えられ 
ます。直ちにち全な場所に停車し、スバル販売店にご連絡ください。 


■エンジン警告巧 

エンジンスイッチ ON で点灯し、エンジン始動後消灯します。 

エンジン回転中、エンジンまたは i - CVT 電子制御システムに異常があると点灯 


な 


します。 


— ZL ま意 > >- 

エンジン回転中に点灯したときは、エンジンまたは i - CVT 電子制御システム 
に異常があります。 

急加速、急発進、高速走行を避け、直ちにスバル販売店で点検を受けてくだ 
さし、。 
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メーター、表示灯、警告灯の見かた 


■燃料残量警告灯 

エンジンスイッチが ON のとき、燃料残量が約日リットルが下になると点灯しま 
す。 


ffi 


- しを意 j - 

(エレクトロルミネセントメーター付車のみ） 

警告なが点滅したときは、電気系統の異常が考えられます。直ちにスバル販 
売店で点検を受けてください。 


P C ^ アドバイス） - 

. 点灯したときは、すみやかに燃料を補給してください。 

.坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料が移動ずるため、警告灯が早めに I 
点灯ずることがあります。 I 


■ 水温表示灯/水温警告灯 


〜•一 


この警告灯は、か温の低温を示ず表示灯（青）とオーバーヒートを示ず警告灯 
(赤）がありまず。 

エンジン始動後、ある一定の温度に達するまで表示灯は青く点灯し、ある一定の温度に達 
すると表示灯は消灯しまず。 

エンジンがオーバーヒート状態になると警告灯がホ色に点灯します。 


— し注意 J - 

•赤色に点灯したときは、車を安全な場所に止め、オーバーヒートの処置を 
巧い、スバル販売店で点検を受けてください。 

☆7- 19ぺージ参照 

. エンジンスイッチを ON にした後、約1秒が上たってもホく点灯し続けたと 
きは、電気系統の異常が考えられまず。直ちにスバル販売店で点検を受け 
てくださし、。 


P C ^ アドバイス） -1 

. エンジンスイッチを ON にすると、約1秒間ホく点灯し、その後消灯あるい I 
は青く点灯します。 

• 走行状態により、再始動時しばらくの間ホく点灯ずる場合がありますが、 
消灯ずれば異常ではありません。 


R2 RC1-098001-107000, RC2-039001 〜041100 
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メーター、表示巧、警告灯の見かた 


■ステアリング 制御警告 灯 STEER 

エンジンスイッチを ON にすると点なし、約2秒後に消灯します。 -ING 

エンジン回転中、バワーステアリングの電子制御システムに異常があると点灯 
します。 


- A ； - 

ステアリング制御警告灯が点灯しているときは、八ンドル操作が重くなる場 
合があります。気をつけて運転し、直ちにスバル販売店で点検を受けてくだ 
さい。 


— C fni アドバイス） - 

次の場合に警告灯が点灯ずることがありまず。 

停車中に必要が上の空吹かしを続けた時、または外気温度が冷えている場合 
(0 でが下が目安ですが若干の差があります）で、約10分間の暖機運転後に、 
必要が上にエンジン回転数を上げると点灯することがあります。（点灯してい 
る状態では八ンドル操作力は重くなります）しかし、走行を開始ずると（車 
速6 km / h が上)、警告灯は消え、正常の操作力になります。 

次の場合に八ンドル操作が重くなることがありまず。 

. エンジン 始動直後10分間、停車中に必要が上に エンジン 回転数を上げたと 

き。 

走行を開始すると（車速6 km / h が上)、正常の操作力になります。 

. エンジンをかけた状態で、停車中に八ンドル操作を繰り返したとき。 
しばらくすると正常の操作力になります。 


■オートヘッドランプレべラー 警告巧：^ 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約3秒後に消灯します。 

エンジン回転中、オートヘッドランプレべラー（自動光軸調整機構）の電子制 
御システムに異常があると点灯します。 


於 


— しを意 J - 

オートへ ッドランプ レべラー 警告灯が点灯したときは、照身寸方向の自動調整 
が行われない場合があります。直ちにスバル販売店で点検を受けてくださし、。 
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運転装置の使いかた 


運転装置の使いかた 

エンジンの始動と停止のしかた 

■エンジンの始動（マニュアル車） 

•エンジンをかける前に 

①駐車ブレーキが確実にかかっていることを確認します。 

@チェンジレバーがニュートラル位置であることを確認します。 

参エンジンのかけかた 

①運転席に座り、ブレーキペダルを踏みます。 

@クラッチペダルをいっぱいに踏みます。 

感エンジンスイッチにキーを差し込み " START " までスイッチを回しまず。 このと香、ア 
クセルペダルを踏まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。 （10 秒が内） 

C ^ アドバイス） -1 

<クラッチスタートシステム> 

マニュアル車には誤操作防止のため、クラッチペダルをいっぱいに踏み込ま 
I ないとスターターが回らずエンジンがかからないよラになっています。 


■エンジンの 始動 （ i - CVT 車） 

•エンジンをかける前に 

① 駐車ブレーキが確実にかかっていることを確認します。 

② セレクトレバーが回であることを確認します。（圆でも始動できますが、安全のため 
回で始動してください。） 

•エンジンのかけかた 

① 運転席に座り、ブしーキペダルを踏みます。 

② エンジンスイツチにキーを差し込み " START " までスイツチを回します。このとき、ア 
クセルペダルを踏まずに、エンジンが始動するまでスターターを回します。 （10 秒な内） 



車庫や屋内などの換気の悪いところで、エンジンをかけたままにしないでく 
ださい。 

車内や屋内などに排気ガスが侵入し、一酸化炭素中毒のおそれがあります。 
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運転ずるとき 





運転装置の使いかた 


— Z & を意 > >- 

. エンジンを始動するときは必ず運転席に座って巧ってください。 

. 10秒が上スターターを回し続けないでください。スターターが故障する原 
因になります。かからないときは一旦、スイッチを OFF に戻し、10秒位 
休んでからもう一度エンジンスイッチを回し、スターターを回します。 

. エンジンがかかった後は、アイドリング回転が高めに保たれまず。 


C アドバィス） - 

；.エンジンの始動直後は、急激な空吹かしや、急加速などをしないでくださ 

i い。 

. エンジンがかかった後はエンジン回転が高めに保たれまず。暖機が終わる I 
と自動的に下がります。 I 

• エンジンの始動はアクセルペダルを踏まずにエンジンが始動ずるまでエ I 
ンジンスイッチを START に回します。 I 

. エンジンがかかりヴらいときは、駐車ブレーキがかかっていることを再確 
認後、アクセルペダルをわずかに （1/4 程度）踏み込んで、エンジンスイッ 
チを START に回しまず。エンジンがかからない場合はアクセルペダルを 
いっぱいに踏み込んでエンジンスイッチを START に回してください。エン 
ジンがかかったらずみやかにアクセルペダルから足を離してください。 
それでもかからないときは、もラー度アクセルペダルを踏まずにエンジン 
スイッチを START に回してください。エンジンがかからなければスバル販 
売店に連絡し、点検を受けてください。 

. 使用するガソリンや使巧状態（水温計の指針が動かない程の距離の走行を 
繰り返ず）によっては、エンジンがかかりにくくなることがまれに発生し 

I まず。その場合、他ブランドのガソリンに切り替えることをお奨めしまず。 

• 始動の際、ライティングスイッチ、 A / C スイッチ、リヤウインドゥデフォッ 
ガースイッチを 0 FR こした方が、容易に始動します。 

•極低温時に、リモコンエンジンスターターを使巧ずると、始動できない場 
合があります。また、純正が外のリモコンエンジンスターターを使用ずる 
と、エンジンがかかりにくい場合や、スパークプラグのくずぶりを引き起 
こずことがありまず。 

. i - CVT 車は、回、圆でアクセルペダルを踏み込んでも高回転まで上がらな 
いよラになっています。 

• 急発進、急加速時等、急なアクセル操作時、まれにエンジンから過渡的な 
ノッキングが聞こえることがありまずが、異常ではありません。 
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運転装置の使いかた 


■エンジンの停止 

アイドリング回転数に落としてからエンジンスイッチを切りまず。 


-( fl アドバイス）- 


車両が停止した直後は、エンジン回転がアイドリング回転数に戻るまで時間 
が多少かかることがありまず。 


駐車ブレーキレバー 

■使用ずるとき 

ボタンを巧さずにしパーをいっぱいに引きま 
す。同時に メーター 内の「ブレーキ警告灯」も 
点灯しまず。 

☆3-24 ぺージ参照 



■戻ずとき 

レバーを軽く引き上げ、ボタンを押しながら完 
全に下まで戻します。戻したとき「ブレーキ警 
苦灯」が消灯していることを確認してくださ 

い。 



產思 


駐車ずるときは車が動き出さないようにレバーを確実に引いてください。 
走巧ずるときはレバーを完全に戻し、ブレーキ警告灯が消灯していること 
を確かめてください。レバーを引いたまま走行ずると、ブレーキ部品が早 
く摩耗したり、後輪ブレーキが過熱して劾かなくなることがあります。 



運転ずるとき 


R2 RC1-0 98001 〜 10700 0. RC2-039001 〜041100 
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マニュアル車の運転 

チェンジレバー 


■チェンジレバーの 操作 


変速するときは、クラッチペダルをいっぱいに 
踏み込んで確実に操作してください。 



— しを意 J - 

." R " に入れるときは車が完全に止まり、エンジン回転がアイドリング回転 
まで下がってから入れてください。エンジン回転が高いままだとトランス 
ミッションを損傷させることがあります。 

. 半クラッチの連続使用はしないでください。クラッチ早期摩耗の原因にな 
ります。 

. 己速マニュアル車は誤操作を防ぐため、" 5" ^ " R " へ直接入れることはで 
きません。一度" N " に入れてから" R " に入れてください。 


— C 向アドバイス） - 

変速時、ギヤが入りにくい場合は、一度クラッチを踏み直すと入りやすくな 
ります。 
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i - CVT 車の運転 

i - CVT 車の運転 

セレクトレバー 


■各位置での働き 


(ノ 

P 

くーキン^ 

グ） 

駐車およびエンジン始動位置 

駐車のときは必ず駐車ブレーキをか 
けて回にしてください。 

( 

R 

リバース 

) 

後退位置 

ブザーが鳴り、ドライバーに圆で 
あることを巧らせます。 

に 

N 

ユ ー h ラ 

ル） 

中立位置 


( 

D 

ドライブ 

) 

通常走行位置 

車速およびアクセルペダルの踏み込 
みに応じて自動的に変速します。 


L 

(口一) 


登-降坂路走行位置 

エンジンブレーキが必要なとき、追 
い越し、山岳走行を巧うときに使用 
します。 

この位置でも自動変速しまず。 


☆「 i - CVT 車の特徴と運転上のを意」をご覧ください。 （1-10 ページ参照) 



運転ずるとき 


R2 RC1-098001-107000, RC2-039001 〜041100 


3-33 





i - CVT 車の運転 



発進時は絶対にアクセルペダルを踏んだままセレクトレバーの操作をしない 
でください。急発進し、重大な事故につながるおそれがありまず。 


- Z & を意） - 

. 回でエンジンをかけてください。 

圆でもエンジンはかかりますが、安全のため回でかけてください。 

. 回、固に入れるときは、きが完全に止まってからセレクトレバーを操作し 
てください。トランスミッションを損傷させるおそれがあります。 

. 切り返しのとき、◎一固、固一◎と何度もレバーを操作するときは、その 
都度ブしーキペダルを確実に踏み、車を完全に止めてから行ってくださ 

い。 

. 固に入れるとブザーが鳴り、圆であることを運転者に巧らせます。き外の 
人に音は聞こえませんのでごを意ください。 

• 後退した後は、すぐに圆から圆に戻す習慣をつけてください。 


— Cfni アドバイス） - 

. i - CVT 車は低水温時に暖機促進や走行性を良くするため、変速タイミング 
を通常時より高回転側にしています。（暖機が進むと、自動的に通常の変 
速タイミングに戻りまず。） 

. i - CVT 車は、固、圆でアクセルペダルを踏み込んでも高回転まで上がらな 
いよラになっています。 


■セレクトレバーの操作方法 

レバーは各位置で確実に止まるところまで動かしてください。 

<スポーツシフト装備車> くスポーツシフト装備車が外> 
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i - CVT 車の運転 


け 

ブしーキペダルを踏まないと操作できません。 

ブレーキペダルを踏んだまま、ボタンを}甲して操作します。 

ク 

ボタンを押さずに操作しまず。 

畢 

ボタンを押したまま操作しまず。 


—— C ^ アドバイス） - 

.セレクトレバーの操作は誤操作防止のため各位置ごと、確実に行ってくだ 
さい。 

. 因の位置から他の位置にレバーを動かすときは、先にブレーキペダルを踏 
んでからレバーを動かしてください。 

. エンジンスイッチカ 《 LOCK または Acc のときは、ブレーキペダルを踏んで 
もレバーを回から他の位置に動かすことはできません。 


■シフトロックシステム 

セレクトレバーの誤操作を防ぐシステムです。 

.回からのしパ'-操作は、エンジンスイッチを ON にし、ブレーキペダルを踏まないと操 
作できません。 

. セしクトレバーを回から他の位置に操作するとき、先にセレクトレバーを手前に引いて 
からブレーキペダルを踏むとレバー操作ができないことがあります。先にブレーキぺダ' 
ルを踏み、レバーを操作してください。 

. 回な外ではエンジンスイッチからキーは巧けません。（回が外ではキーを Acc から LOCK に 
回せません。） 

參シフトロックの解除 

バッテリー上がりやヒューズ切れ等で、セしクトレバーを回から動かすことができないと 
きは、シフトロック觸除ボタンを押してシフトロックの解除をします。 



運転ずるとき 
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i - CVT 車の運転 



▼解除のしかた 

①ブレーキペダルを踏みながら、シフトロック解除ボタンを押し続けます。 
©シフトボタンを押しながらセレクトレバーを下側に動かします。 

〈スポーツシフト装備車） くスポーツシフト装備車(外> 


セレクトレバーが動かないときは、シフトロックシステムの故障が考えられます。直ちに 
スバル販売店に連絡してください。 


運転手順 


■エンジンをかける前に 

①正しい運転姿勢をとります。ペダルを確実に踏むことができ、八ンドル操作が楽にでき 
るように、シートの位置を調整してください。 

☆2-28 ぺージ参照 

@アクセルペダルの位置をち足で確認します。 

感ブレーキペダルの位置を右足で確認します。 


— (/ h ' ま意） - 

踏み間違いを防ぐため、アクセルぺ 
ダルと ブレーキ ペダルをち足で踏 
み、その位置を確認して足に覚えさ 
せてください。（踏み間違いは事故に 
つながるおそれがありまず。） 
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i - CVT 車の運転 


■エンジン 始動 

①駐車ブレーキレバーが確実に引いてあることを確認しまず。 

@セレクトレバーが回であることを確認します。 

- (么を意） - 

圆でも始動できますが、安全のため固で行ってくださし、。 


③ ブしーキペダルをち足で踏んだまま（アクセルペダルは踏まないこと） 

④ エンジンスイッチを START に回し、エンジンを始動します。 

- ( T 面アドバイス ) -1 

エンジンがかかりにくいときにアクセルペダルを踏みながら始動する場合 I 
は、始動してすぐブレーキペダルに踏み換えてください。 I 


■発進 

①ブレーキペダルをち足で踏んだままにします。 



確実にブレーキペダルを踏んでセレクトレバーを操作してください。アクセ 
ルペダルを踏んだまま操作すると急発進して重大な事故につながるおそれが 
あります。 


② セレクトレバーを◎(前趙または固谁退）に入れます。 

③ セレクトレバーの位置を確認します。 

④ 駐車ブしーキしパーを戻します。 

⑤ 右足をブレーキペダルからアクセルペダルに踏み換えゆっくりと加速します。 

- しを意 J - 

. エンジン始動直後やエアコン作動時、八ンドル転脈時などはアイドリング 
回転が高くなり、クリープ（車が動きだす）現象が強くなります。確実に 
ブレーキ ペダルを踏んでください。 
tVl — 11ぺージ参照 

• 後退ずるときには車の後方に人や障害物がないことを確認してください。 
車内にブザーは鳴りますが、車外の人には聞こえません。 
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i - CVT 車の運転 


— (向アドバイス） - 

急なお道での発進は、セレクトレバーの位置を確認し 

① 駐車ブしーキレバーを引いたままブレーキペダルを離し、アクセルペダル 
をゆつくり踏みます。 

② 車が動き出す感覚を確認しながら、駐車ブしーキレバーをゆっくりと解除 
して発進します。 


■走行 

通常の走行時： 

◎で走行します。アクセルとブレーキの操作だけで自動的に変速され走行できます。 

急加速時： 

アクセルペダルを深く踏み込みます。自動的にシフトダウンし加速します。 

☆ 1-10 ぺージ参照 

下り坂のとき： 

エンジンブレーキを併用してくださし、。[□にするかマニュアルモードにしてシフトダウン 
します。 

☆3-42 ぺージ参照 



走行中はセレクトレバーを圆にしないでください。エンジンブレーキがまつ 
たく効かなくなり思わめ事故につながるおそれがあります。 


— しを意 J - 

シフトダウンによる急激なエンジンブレーキは、道路状況や車間距離に注意 
して巧ってください。 


- アドバイス） - 

•急発進、急加速等、急なアクセル操作時にはまれにエンジンから過渡的な 
ノッキングが聞こえることがありまずが、異常ではありません。 

. 極低温時の後退時にエンジン回転数が一定回転が上あがらないことがあ 
りますが異常ではありません。 
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i - CVT 車の運転 


■駐車 

①車を完全に止めます。 

- ( を意） - 

車が完全に止まらないうちに回に入れないでください。トランスミッション 
損傷の原因となります。 


② ブしーキペダルを踏んだままの状態で、駐車ブレーキレバーを確実に引きます。 

③ セレクトレバーを回に入れます。 

セレクトレバーが回のときは、車が動き出す,じ、配がなくよりま全です。 

④ エンジンを止めます。 

☆ 1-22 ぺージ参照 

— ( を意） - 

車から離れるときは、必ずセしクトレバーを回に入れ、エンジンを止めてく 
ださい。 


■停ま 

①◎のままブレーキペダルを確実に踏みます。 

— を意 ;- 

エンジン始動直後やエアコン作動時、八ンドル転妮時などはアイドリング回 
転が高くなり、クリープ（車が動きだす）現象が強くなりまず。確実にブレー 
キペダルを踏んでください。 


—— し Q アドバイス ) - 

アクセルペダルとブしーキペダルを同時に踏んだり、上りあで回圆が外に 
入れた状態で、アクセルをふかしながらきを停止させたりしないでください。 
トランスミッションが過熱し、故障の原因となります。 


② 必要に応じて駐車ブレーキレバーを引きます。 

③ 長時間停車するときは固にします。 

④ 停車後、再発進するときは、セレクトレバーが◎にあることを確認して発進します。 



運転ずるとき 
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i - CVT 車の運転 


— Z & を意 > >- 

. 空吹かしをしないでください。急発進の原因となりまず。 

. 停車中にセレクトレバーを動かずときはブレーキペダルを確実に踏んで 
ください。 

.急な上り坂での停車は、クリープ現象で前に進もうとする力よりも、後退 
しようとずる力のちが大きくなりきが後退することがありまず。 

ブレーキ ペダルを踏み込み、確実に駐車 ブレーキレバーを 引いてください。 


Info - ECO モ-ド 


i - CVT の最適な制御によって燃費を向上させ 
るモードでず。 

" ECO " 表示灯が点灯中は、 i - CVT が低燃費走 
行に最適な変速制御をします。 

急加速が必要で、アクセルペダルを急に踏み込 
んだときなどは、 " ECO " 表示灯は消灯しまず。 



— C アドバイス） - 

" ECO " 表示灯が消灯しないようにアクセルペダルの踏み加減を調整しなが 
ら走行ずると、燃費の良い走りかたができます。 
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i - CVT 車の運転 


スポーツモードスイッチ 


運転条件に応じて走行モード（ノーマルモー 
ド、 スポーツモード）を選択するスイッチで 
す。 

スイッチはセレクトレバーの横にあります。 



>ノーマルモード 

通常の走行で使用するモードです。 

「 SPORTj スイッチが OFF で " SPORT " 表示灯は消灯しています。 

>スポーツモード 

登あ時や加速を重視したいときに使用しま 
す。 

スイッチを押すとメーター内の " SPORT " 表 
示灯が点灯し、ノーマルモードよりも高い回 
転数で走行します。 




運転ずるとき 
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i - CVT 車の運転 


I スポーツシフト：^ 


■マニュアルモード 

セしクトレバーを回の位置からマニュアル 
ゲートに動かすとマニュアルモードになりま 
す。 


■シフトポジション表示な 

マニュアルモー ドにすると、ギヤ位置を表示 
します。 



3 


■シフト操作 


•セレクト レバー 

1段上のギヤに変速ずるときはセレクトレ 
パ'-を®方向に押します。1段下のギヤに変速 
するときはセレクトレバーを©方向に引きま 
す。 


300654 
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i - CVT 車の運転 


♦マニュアルモードの解除 

マニュアルモードを解除するときは、セレクトレバーをマニュアルゲートから◎の位置に 
移動させます。 



が下の状態では、シフトアップ/シフトダウン操作を行っても変速をしない 


場合や、シフトインジケーターの数字が変わらない場合がありまず。 

• 低すぎる車速でシフトアップを巧ったとき 

. シフトダウンすることによりオーバーレヴ（エンジン回転がレッドゾーン 
が上になること）しそラなとき 

• 滑りやずい路面でタイヤがスリップした状態でシフトダウン操作を行っ 
たとき 

.◎からマニュアルモードに操作した直後の1回目のシフトアップまたは 
シフトダウン操作を巧ったとき 

オートアップ機能、オートダウン機能 

•加速時、エンジン回転数が規定の回転数に達ずると、マニュアル操作をし 
なくとも自動的にシフトアップしまず。 

. アクセルの踏み込み量が少ない状態または、ブレーキなどで速度が低下 
し、エンジンがアイドリング回転に近づくと自動的にシフトダウンしま 
す。 

. 下り坂などでアクセルを踏み込まない状態で加速した場合には自動的に 
シフトアップずることがあります（エンジンブレーキを効かせるときは、 
シフトダウン操作をしてください）。 

.停止時には必ず1速となりまず。このように、エンジン回転の上限、下限 
が設定されています。 

その他 

連続して2回が上のレバー操作を巧った場合には、2回目までの操作を記憶し 

1回目の変速動作終了後、2回目の動作を開始しまず。 

(3 一 1、2一4というような「飛び段」は巧いません） 


運転ずるとき 
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AWD 車の運転 

運転ずるとき 


AWD とは、 All Wheel Drive (才ールホイールドライブ=全輪駆動）の略でず。4輪車で 
は 4 WD (四輪駆動）とも呼びまず。 

AWD 車は、エンジンの動力を4輪全てに伝え、ラフロード（悪路、砂地、泥地）や急坂な 
どで安定した走りを発揮しまず。 

.タイヤが沈み化むよラな深い砂地、河川、海水中に乗り入れないでください。 

やむを得ず走行したときは、走行後各部を念入りに洗ってください。砂、泥、塩分など 
がブレーキ内部に入って異常があるときは、すみやかに点検整備を受けてください。 
.オフロード走行やラリー走巧はしないでください。 

この場合の故障は保証修理の巧象にはなりませんのでご注意ください。 

.AVVD 車は滑りやすい路面、積雪路などで 2 WD より安定した性能を発揮しますが、急八 
ンドル、急ブレーキでは 2 WD 車とあまり差がありません。 

カーブや下り坂、雪道や積雪路など滑りやすい路面では充分にスピードを落とし、ミ全 
な速度と車間をとって慎重に走行してください。 



. 4輪のラち1輪でも異なるタイヤを装着していると、車両の駆動系の損傷や 
最悪の場合、火災につながるおそれがあり危険でず。また、操縦性•ブ 
レーキ性能を危険なものにし、事故につながる可能性がありますので、下 
記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-応急巧スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着して 
ください。 

•雪道走行が予測される場合は、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を使用 
してください。装着のときは、下記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

なお、一般タイヤでは、雪道、凍結路でスリップしやずく危険です。また、 
冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）は乾燥路では一般タイヤに比べ、グ 
リップ性能が低下しまず。 
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AWD 車の運転 


. タイヤチェーンは非常時のみ、指定チェーンを前輪に取り付けてくださ 
い。タイヤチェーンを取り付けると、前後の駆動カバランスが変わるため 
後輪が滑りやすくなります。急発進、急ブレーキ、急八ンドルなどを避け 
て、路面の状況に合ったミ全な速度 （30 km / h が下）で慎重に運転してく 
ださい。 

• 前輪のみの持ち上げけん引および、後輪のみの持ち上げけん引は絶対にし 
ないでください。駆動装置が摸傷したり、車がトレッカー（台車）から飛 
びだすことがありまず。 

☆7- 15ぺージ参照 


運転ずるとき 
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ブレーキ 

アンチロックブレーキシステム： ABSft « 


急ブレーキや滑りやずい路面でブレーキをかけたときに、タイヤのロック（車輪の回転が 
止まること）を防止して、車両の方向安定性を保ち、八ンドル操作性を確保ずる装置でず。 
危険時はブレーキを確実に強く踏み続け、必要な場合は八ンドル操作で危険を回避してく 
ださい。 

ABS の電気系統に異常が生じた場合は ABS は作動しませんが、逼常のブレーキとしての性 
能は確保されます。 

■制動距離や八ンドル操作について 

ABS は必ずしも制動距離を短縮ずる装置ではありません。 

ABS の付いていない車両と同じように安全な車間距離をとって運転してください。 

- CA 意） - 

.ABS が作動した状態であっても車両の方向安定性、八ンドル操作性には限 
界があります。 ABS を過信ずると思わめ事故につながるおそれがありま 
す。常に安全運転にむがけてください。 

. 下記の路面などで ABS が作動した場合、 ABS が付いていない車両よりも制 
動距離が長くなることがあります。 

—マンホール、工事現場の鉄板などの滑りやずい路面 
-道路のつなぎ目などの段差 
-凹凸路、石畳などの悪路 
-下り坂での旋回 
-路肩に草や砂利が多い道路 
-砂利道 

-雪路（新雪路、圧雪路、凍結路など） 

. タイヤチェーン装着時には ABS の付いていない車両に比べて制動距離が 
長くなることがあります。 

とくに速度を控えゆにして車間距離を充分にとって運転してください。 

• 車速が約10 km/h が下になると ABS は作動しません。 


(向アドバイス） - 

ABS が作動すると八ンドル操作時のフィーリング（感覚）が若干変わりま 
ず。 
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ブしーキ 


■振動や音について 

.ABS が作動したときは、ブレーキペダルがル刻みに動いたり、車体や八ンドルなどに振 
動を感じることがあります。 

これは ABS が作動している状態を表しており異常ではありません。そのままブレーキぺダ 
ルを確実に踏み続けてください。 

. エンジンをかけた後、最初の発進時にが下の場合がありますが、これは ABS 作動のチエッ 
クをしている動きで異常ではありません。 

-エンジンルーム付近から一時的に作動音がする。 

-ブレーキペダルを踏むタイミングによってペダルに ABS が作動したときと同じよう 
な振動を感じる。 

■ ABS 警告灯 

エンジンスイッチを ON にすると点灯し、約2秒後に消灯します。 

- し Zh を意 J - 

警告灯が下記の場合、システムの異常が考えられますので、すみやかにスバ 
ル販売店で点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを ON にしても点丹しない。 

. 点灯したままのとき 

なお、このような場合でも通常のブレーキとしての性能は確保されています。 

(ABS としては作動しません） 






運転ずるとき 
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ブしーキ 


— (向アドバイス） - 

警告灯が下記の場合は正常です。 

. エンジン始動時に警告灯が点灯してもずぐに消灯し、その後ふたたび点灯 
しない。 

. エンジン始動後に警告灯が点灯したままであるが、その後走行中に消灯す 
る。 

• 走行中に点灯してもその後消灯し、再度点灯しない。 


•エレクトロニックブレーキフォースデイストリビューシヨンに BD ) 

ブレーキをかけたときの前後輪の荷重変化や強いブしーキ時の制動力のを化に応じて、リ 
ヤブしーキをコントロールして、後輪の早期ロックを防止する機能です。 

— 注 意) - 

EBD システムに異常が発生した場合、ブレーキ警告灯と ABS 警告灯が点灯し 
ます。 

点灯した場合システムの異常が考えられますので、すみやかにスバル販売店 
で点検を受けてください。 

E 巨 D システムに異常があるときは後輪がロックしやすくなります。 
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ブしーキ 


—— C it アドバイス） - 

. EBD が作動ずるとブレーキペダルに動きを感じたり、 ABS 作動時に似た 
音が聞こえることがありまず。 

• ブレーキ警告灯は駐車ブレーキレバーが完全に戻っていないときや、著し 
くブレーキ液が不足したときも点灯しまず。 

☆3-24 ぺージ参照 


ブレーキブースター （制動 力 倍 力 装置） 

「—— (向ァドバィスが -1 

ブしーキブースター（制動力倍力装置）はエンジンの吸入負圧を利用してブ 
レーキペダルを踏む力を軽減ずる装置です。 

I エンジンが停止している状態や長時間の駐車の後などでブレーキブースター 
内の負圧が不足している場合にブレーキペダルを踏むと（減速、停止すると I 
I き）通常よりも強い力が必要になりまず。 I 
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MEMO 
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4 室内装備品の使いかた 

エアコン 

吹き出し□の調整 . 4-2 

吹き出し□表示と使用目的 . 4-3 

マニュアルエアコン . 4-4 

才ートエアコン . 4-8 

オーデイオシステム 
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エアコン 
L がき出し口の調整 


左側吹き出し口 中央吹き出し口 右側吹き出し口 



•吹き出し口 

吹き出し□のノブを左右に、また、吹き出し口全体を上下に動かして風向きを調整します。 
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エアコン 


吹き出し口表示と使用目的 

使巧目的に合わせて吹き出し□を選択してくださし、。 


參上半身に送風したいとき 



•足元に送風したいとき 




♦上半身と足元に送風したいとき 


气 

響 

參足元への送風と窓ガラスの曇りを 
取りたいとき 

1 

戀 



室内装備品の使いかた 
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エアコン 


マニュアルエアコンが 


吹き出し□切り替えダイヤル 内外気切り替えレバー 温度調整ダイヤル 



■エアコンの使いかた 

エンジンをかけているとき、風量調整（フアン）ダイヤルを 「0 j な外の位置にすると作動 
します。冷房.除湿をするときは、さらに A / C スイッチを}甲します。風量調整（ファン）ダ 
イヤルを 「0 j にすると止まります。 

- Cfni アドバイス） - 

. エンジンがかかっているときにスイッチを操作してください。 

• 冷房中に吹き出し□から白煙が出ているよラに見えることがあります。これ 
は湿度の高い空気が急激に冷やされて起こる現象で、異常ではありません。 

. 停車中の冷房効果を上げるため、アイドリング回転が高くなります。 
i - CVT 車は クリー プ現象が強くなりまずので、ブレーキを確実に踏んでく 
ださい。 

• 炎天下に駐車したときには、冷房を使う前にウインドゥを全開にするなど 
して熱気を追い出してください。 

. 室内のにおいが気になるときには消臭剤を使用して消してください。空気 
がミちれているときや、タバコを吸うときは換気してください。ほこりや夕 
パ'コの煙が冷房装置に付いて、におラことがあります。 

•冷房中は乾燥ぎみとなり、タバコの煙で目が痛くなることがあります。目 
が痛くなったときは外気を導入してください。 

. 体が冷え過ぎないように適温に調整してくださし V 冷え過ぎは健康を損な 
います。 

. 冷房. 除湿機能は各部を潤滑するためにも月に2、3回程度作動させてく 
ださし、。 

.冷えない場合、冷媒不足も考えられまず。お近くのスバル販売店で点検を 
受けてください。 

•次の場合、冷房•除湿機能は作動しません。 

-室内の温度が低いとき 
-外気温度が®いとき （0 でが下のとき） 
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エアコン 


■操作パネルの使いかた 

♦吹き出し口切り替えダイヤル 

使用目的に合わせて吹き出し口を切り替えま 



♦風量調整（フアン）ダイヤル 

風量を4段階に調整できます。 

数字が大きくなるほど強くなります。 
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室内装簡品の使いかた 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 


4-5 




エアコン 


•内外気切り替えレバー 

レバーをの位置に合わせると内気循環に 
なり、の位置に合わせると外気導入にな 
ります。 

早く冷房したいとき、または、冷房の効きを 
高めたいときには、内気循環をお使いくださ 

い。 



400025 


- 么注意 j - 

内気循環は必要なときだけ使い、通常は外気導入を使ってください。内気循 
環で長時間使ラと、万一、排気管に腐食や損傷による巧や亀裂が生じた場合、 
排気ガスによる一酸化炭素中毒になるおそれがあります。また、ガラスが曇 
りやすくなりまずので、内気循環で使用する場合は、 A / C スイッチを押して 
除湿機能を働かせて使用してください。 


•温度調整ダイヤル 

送風温度を調整します。 

温度を上げるときはちへ、下げるときは左へ 
回します。 


• A / C スイッチ 

風量ダイヤルが•■〇」が外のとき、スイッチを 
押すと冷房•除湿機能が作動し、スイッチ内 
のランプが点灯します。もラー度}甲すと冷房- 
除湿機能は停止します。 



400022 
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エアコン 


■マニュアルエアコンの使いかた 



吹き出し口 
切り替え 

風量調整 

A/C 

スイッチ 

温度調整 

内外気 
切り替え 

アドバイス 

、ム 

の 

房 

♦ ♦ 

希望 

位置 

ON 

希望位置 
仲間よ 
り左側） 

冷 

. 早く冷やしたいときは、内外 
気切り替えレバーを内気循環 
にしてくださし、。 

• 冷房の劾きを高めたいとき 
は、内気循環をお使いくださ 

い。 


暖 

房 


希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
仲間よ 
りち側） 

冷 

. ウインドウにも少し送風され 
ますが、これはウインドウの 
量りを防止するためのもので 
ず。 

• 顔部が熱い場合は、温度調整 
ダイヤルを左側に動かし、適 
温に調整してください。 


量 

0 

除 

去 

と 

暖 

房 

碱 • 

♦パ 

希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
冲間） 

冷 

• 温度調整ダイヤルの位置に 
よっては曇り除去機能が低下 
ずる場合があります。 


頭 

寒 

足 

熱 

ヴ 

希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
冲間） 


• 温度調整ダイヤルを右または 
左いっぱいにすると頭寒足熱 
にはなりません。冷風または 
温風のみの吹き出しになりま 
ず。 


量 

0 

除 

去 


希望 

位置 

ON 

中間より 
ち側 


• 夏期においてウインドウの量 
りを陈去ずる場合、温度調整 
ダイヤルは中間より左側でご 
使巧ください。 

• 外気温度と吹き出し風の温度 
差が大きいと、ウインドウの 
外側が曇る場合があります。 
このときは風量調整ダイヤル 
を「0」にするか、温度調整 
ダイヤルを右に動かしてくだ 
さい。 


換 

気 


希望 

位置 

OFF 

希望位置 

冷 
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エアコン 


才ートエアコン：^ 


吹き出し□切り替えダイヤル 内外気切り替えレバー 温度調整ダイヤル 



400966 


■エアコンの使いかた 

エンジンをかけているとき、風量調整（ファン）ダイヤルを 「 OFF 」 が外の位置にすると 

作動します。冷房•除湿をするときは、さらに A / C スイッチを押します。風量調整（ファ 

ン）ダイヤルを 「 OFF 」 にすると止まりまず。 

■オートでの使いかた 

①温度調整ダイヤルで希望温度に設定します。 

@吹き出し□切り替えダイヤルをお好みの位置に回します。 

感風量調整（ファン）ダイヤルを AUTO に回します。 

@ A / C スイッチを押して ON にします。 

- Cffi アドバイス） - 

. エンジンがかかっているときにスイッチを操作してください。 

• 冷房中に吹き出し口から白煙が出ているよラに見えることがあります。こ 
れは湿度の高い空気が急激に冷やされて起こる現象で、異常ではありませ 
ん。 

. 停車中の冷房効果を上げるため、アイドリング回転が高くなります。 
i - CVT 車は クリー プ現象が強くなりますので、ブレーキを確実に踏んでく 
ださし、。 

• 炎天下に駐車したときには、エアコンを使う前にウインドゥを全開にする 
などして熱気を追い出してください。 

. 室内のにおいが気になるときには消臭剤を使巧して消してください。空気 
がミちれているときや、タバコを吸うときは換気してください。ほこりや夕 
バコの煙が冷房装置について、におラことがありまず。 

. 目が痛くなったときは外気を導入してください。冷房中は乾燥ぎみにな 
り、タバコの煙で目が痛くなることがあります。 
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エアコン 


. 体が冷え過ぎないよラに適度に温度を調整してください。冷え過ぎは健康 
を損ないまず。健康上、外気温度と室内温度の差は日〜6でが適当でず。 

. 冷房•除湿機能は各部を潤滑するためにも巧に2、3回程度作動させてくだ 
さい。 

.冷えない場合、冷媒不足も考えられまず。お近くのスバル販売店で点検を 
受けてください。 

• 次の場合、冷房-除湿機能は作動しません。 

一室内の温度が低いとき 
-外気温度が低いとき （0 でが下のとき） 


■操作パネルの使い方 

♦吹き出し口切り替えダイヤル 

使用目的に合わせて吹き出し口を切り替えま 
す。 

ダイヤルを硕にしたときは、効果的に量りを 
取るため、自動で陈湿機能 （ A / C スイッチ）が 
ON になりまず。 

S は、硕使巧時に外気導入に切り替えるこ 
とをお奨めする表示です。 

な 4-3 ぺージ参照 


400018 

— C ^ アドバイス） - 

降雪時は 

降雪時はフロントガラスの氷結を防止するため•で走行することをお奨め 
します。 



室内装睛品の使いかた 
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エアコン 


•風量調整（フアン）ダイヤル 

風量を調整し固定ずるときあるいは AUTO に 
したいときに使います。 

風量は AUTO を含め日段階に調整できます。 


•内外気切り替えレバー 

一時的に外気を遮断したい場合に使います。 
レバーをの位置に合わせると内気循環に 
なり、の位置に合わせると外気導入にな 
りまず。 

早く冷房したいとき、または;令房の効きを高 
めたいときには、内気循環をお使いください。 



400019 



— を意 > ) - 

内気循環は必要なときだけ使い、通常は外気導入を使ってください。内気循 
環で長時間使ラと、万一、排気管に腐食や損傷による巧や亀裂が生じた場合、 
排気ガスによる一酸化炭素中毒になるおそれがあります。また、ガラスが曇 
りやずくなりまずので、内気循環で使用する場合は、 A / C スイッチを押して 
除湿機能を働かせて使用してください。 
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エアコン 


参温度調整ダイヤル 

室内温度を調整するとき使います。 

温度設定は20.0〜30.0での範囲で変更でき 
ます。ただし、20.0でまたは30.0でを設定 
したときは最大冷房または最大暖房となりま 
す。 


> A / C スイッチ 

風量ダイヤルが 「 OFF 」 が外のとき、スイッチ 
を押すと冷房•除湿機能が作動し、スイッチ 
内のランプが点灯します。もラー度押すと冷 
房-除湿機能は停止します。 




室内装備品の使いかた 
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エアコン 


■オートエアコンの使いかた 



吹き出し口 
切り替え 

風量調整 

A/C 

スイッチ 

温度調整 

内外気 
切り替え 

アドバイス 

、么 

/で 

房 

♦ ♦ 

希望 

位置 

ON 

希望位置 
忡間よ 
り左側） 


. 早く冷やしたいときは、内外 
気切り替えレバーを内気循環 
にしてください。 

• 冷房の効きを高めたいとき 
は、内気循環をお使いくださ 

い。 


暖 

房 


希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
忡間よ 
り右側） 

冷 

. ウインドゥにも少し送風され 
ますが、これはウインドゥの 
曇りを防止するためのもので 
す。 

• 顔部が熱い場合は、温度調整 
ダイヤルを左側に動かし、適 
温に調整してください。 


量 

写 

除 

去 

と 

暖 

房 

♦パ 

希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
冲間） 

冷 

• 温度調整ダイヤルの位置に 
よっては曇り除去機能が低下 
する場合があります。 


頭 

寒 

足 

熱 

ヴ 

希望 

位置 

ON 

または 

OFF 

希望位置 
冲間） 


• 温度調整ダイヤルを右または 
左いっぱいにずると頭寒足熱 
にはなりません。冷風または 
温風のみの吹き出しになりま 
す。 


量 

0 

除 

去 


希望 

位置 

ON 

中間より 
ち側 


• 夏期においてウインドゥの曇 
りを除去する場合、温度調整 
ダイヤルは中間より左側でご 
使用ください。 

• 外気温度と吹き出し風の温度 
差が大きいと、窓の外側が曇 
る場合があります。このとき 
は風量調整ダイヤルを 
「 OFF 」 にずるか、温度調整 
ダイヤルを右に動かしてくだ 
さい。 


換 

気 


希望 

位置 

OFF 

希望位置 

冷 




ま）吹き出し口切り替えダイヤルを而^にすると、効果的に曇りを取るため、自動で除湿機能 
( A / C スイッチ）が ON になりまず。 
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エアコン 


■感知センサー 

オートエアコンには次のセンサーが付いていまず。 
. 日射センサー 


(左側フロントスピーカー部分） 

室内温度感知センサー 

(吹き出し□切り替えダイヤルの下側） 


日射センサー 



wwwwwwwww いし 

mm 




センサー 


— を意 ;- 

センサーに衝撃を与えたり、水をかけたり、物を置いたりしないでください。 
温度制御にずれが発生する原因となります。 



室内装備品の使いかた 
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オーデイオシステム:^ 

あらかじめ知っておいていただきたいこと 


— CS を意 ) - 

. 車外の音が聞こえる程度の音量で聞いてください。き外の音が聞こえない 
状態で運転すると危険でず。 

. 運転者は車が止まっているときにラジオ-オーデイオを操作してくださ 

い。 

• 内部に水や異物を入れないでください。故障の原因となりまず。 

. お子さまがディスク挿入口に指を入れないよラにしてください。けがの原 
因となるおそれがありまず。 


■ラジオ受信について 

•受信感度は周囲の状況、気象状況、送信局からの電波の強さ、送信局からの距離によっ 
て影響を受けます。山ろくや建物の近くでは電波がさえぎられたり、電波が反響して受 
信状態が悪くなることがありまず。また、電車の架線や高圧電線の近くでは高圧電流の 
影響でノイズ（雑音）が入ったりするなど受信状態が悪くなることがあります。 
.ラジオを聞いているとき、室内または車の近くで携帯電話や無線機を使うとノイズ（雑 
音）が入ることがあります。 


■アンテナについて 

. アンテナはルーフ後方の中央部に取り付け 
られていまず。 

. アンテナのロッド部は前後方向に倒れま 
す。ラジオを聞く隙は、立てた状態にして 
ください。 

• ロッドは根元を回ずことで取り外しできま 
ず。 



— し Z & を意> >- 

. 車庫、立体駐車場等、イをい天井がある場所では、ロッドを倒してくださし、。 
• 洗車機で洗車ずる場合、ロッドを取り外してください。 

取り付けたままだと、ルーフに傷がつく場合があります。 

. 外したロッドを取り付ける場合は、確実に締め付けてください。 
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オーデイオシステム 


抽嶋恆 

DIGITAL AUDIO 

n COMPACT n COMPACT 

抽□昼陌 抽□昼歷 


DIGITAL AUDIO 


Recordable 


DIGITAL AUDIO 

■Rewritable] 


■ CD について 

• 右図のマークがついている音楽 CD を使っ 
てください。右図のマークがないものは使 
えません。 

.大きい傷、変形、ヒビ等のあるディスクや 
八ート型などの特殊形状の CD は使巧しな 
いでください。誤作動や故障の原因となる 
場合がありまず。 

.寒いときや雨天のときは、プレーヤー内に 
露が生じ、正常に作動しないことがありま 
す。この場合 CD を取り出し、しばらく待っ 4 DD 335 

てから再度 CD を挿入してください。 

• 炎天下に長時間駐車した後などはプレーヤーの温度が高くなり、正常に作動しないこと 
があります。温度が下がるまでしばらく待ってください。 

• 悪路走行などで激しく振動した場合、音飛びずることがあります。 

. ディスクの記録部分に直接触れると音が悪くなる場合がありまずので、手を触れないよ 
ラにしてくださし、。 

. ディスクは熱に弱いので直射日光の当たる場所やヒーター吹き出し口などの近くに置か 
ないでください。ディスクが変形して使用できなくなります。 

. ディスクの記録部分にラベルを貞占ったり、鉛筆やペンなどで傷をつけたりしないでくだ 
さい。 

•ディスクはきれいなものをご使巧ください。'方れている場合は、乾いた布で中むから外 
側に向かって拭いてください。硬い布やシンナー、ベンジン、アルコールなどは使用し 
ないでください。 


■ MD について 

. MD のシャッターは開けられないようになっ 
ていまず。無理に開けると力ートリッジが損 
傷して使巧できなくなりまず。シャッターが 
何らかの原因で開いてしまったときには、記 
録部分を指でさわらないよラにしてくださ 
し、。 記録部分に触れると使用できなくなった 
り、音飛びを頻繁に起こずよラになりまず。 

. カートリッジ表面のミちれやゴミは乾いた布 
で拭き取ってから使用してください。とく 
に;'由'方れが付いた状態で使巧しまずと、 
ディスクが引き込まれなかったり、取り出 
せなくなることがありまず。また、お手入 
れするときは、シャッターを開けないよラ 
ご;'ま意ください。 



次ぺージへづ 
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オーデイオシステム 


与前ページより 


. MD を長時間本体に入れたままにしないでください。また、取り出した MD は、 MD 専用 
ケースに入れて保管してください。 

. MD を直射日光の当たる場所（ダッシュボードの上など）など温度が高くなるよラな場 
所に放置しないでください。 MD のカートリッジが変形して使用できなくなりまず。 

. ラベルのはがれかかった MD は使用しないでください。ラベルが浮いていたり、はがれか 
かっている MD を使用すると、本体の中ではがれて取り出せないなど故障の原因となりま 
ず。 

. レンズクリーナーは使用しないでください。故障の原因となります。 
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オーディオシステム 


AM / FM マルチ電子チューナ ー• CD プレーヤー 




室内装備品の使いかた 
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オーデイオシステム 


■電源、音量•音質の調整 
•電源を入れるとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 「 ON / VOL 」 ダイヤルを}甲ずごとに電源が ON • 
OFF します。 


— C ff ^ アドバイス） - 

次の操作を行っても電源を ON にすることができます。 
. CD を挿入したとき 

.「 CDj ボタン*、 rpM / AMj ボタンを巧したとき 
本 「 CD 」 ボタンは CD が挿入されているとき 


•音量を調整ずるとき 

「 ON / VOU ダイヤルを回して調整します。 

右に回す：音が大きくなります。 

左に回す：音がルさくなります。 

•音質と前後-左ちの音量バランスを調整ずるとき 

① 「 TONE / BAL 」 ボタンを押して調整モードを選択します。 
ボタンを押すごとに 

巨 AS 他音)- > JRE 搞音） 

t 

VOL (音量調整） 


FAD (前後)<- BAL (左右） 

と、切り替わり、表示部に表示されます。 

② 「 ON / VOU ダイヤルを回してお好みの位置に調整します。 


モード（調整しベル表示） 

左に回す 

右に回す 

BAS (お音） （一7 〜 + 7) 

低音減衰 

お音強調 

TRE (高音） （一7 〜 + 7) 

高音減衰 

高音強調 

BAL (左右） ( L 6~ R 6) 

右側減衰 

左側減衰 

FAD 揃後）* ( R 6~ F 6) 

前側減衰 

後側減衰 


本オプションのリヤスピーカーをつけたときの機能です。 


— (向アドバイス） - 

調整時、日秒間操作を行わないと、通常表示に戻りまず。 
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オーデイオシステム 


■ラジオを聞くとき 

参 FM / AM を受信ずるとき 

rpM / AMj ボタンを押します。 

. バンドを切り替えるとき 
「 FM / AMj ボタンを}甲し、バンドを選択します。 
ボタンを}甲すごとに 

FM 一 AM 

と、切り替わり、表示部に表示されます。 


<面アドバイスが 


表示部は時計の表示を優先ずるモードと、現在使巧している機能の表示を優 
先ずるモードの切り替えができます。 

☆4-23 ぺージ参照 


参選局ずるとき 

「■◄◄」ボタンまたは「 ►►! 」ボタンを押します。 

• 周波数に合わせて放送を聞くとき 
「 ■◄◄ 」ボタンを押す： 

ボタンを}甲すごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 
「 ►►! 」ボタンを押す： 

ボタンを}甲すごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 


ボタンを 0.5 秒]^ソ上押しまず。放送局が見つかると受信 


自動的に放送局を探すとき 
「■◄◄」ボタンまたは「►►■ 

を始めます。 

「■◄◄」ボタンを押す：周波数の低い方へ放送局を探します。 
「►►1」ボタンを押す：周波数の高い方へ放送局を探します。 


— I ^ アドバイス - 

AM 放送はモノラル受信のみです。 

FM ステレオ放送受信中は表示部に " ST " が点灯します。 



室内装備品の使いかた 
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オーデイオシステム 


•記憶させた放送局を呼び出ずとき 

ワンタッチ選局ボタンのいずれかを}甲します。 

- C アドバイス） - 

バッテリーを交換したときなどは記憶した内容が消去されまず。この場合は 
再度記憶させてください。 

☆4-20 ぺージ参照 


■ラジオの放送局を記憶ずるとき 

•放送局を記憶ずるとき 

① 「 FM / AM 」 ボタンを押してバンドを選択します。 

(D J ボタンまたは 「►► I 」 ボタンを操作し、記憶したい放送局を選択します。 

感ワンタッチ選局ボタンのいずれか1つを2秒が上押します。 

表示部に押したボタンの香号（チヤンネル番号）が表示されまず。 

- C アドバイス） - 

各バンド （ FM 、 AM ) で最大5局まで記憶できます。 


•自動的に放送局を記憶ずるとき （ AUTOSTORE ) 

① 「 FM / AM 」 ボタンを押してバンドを選択します。 

@「 FM / AM 」 ボタンを2秒が上押します。 

受信可能な放送局が見つかると、チャンネル1から自動的に周波数の低い順に記憶されま 
す。 


— (向アドバイス） - 

受信電波が弱いと自動的に記憶できないことがありまず。 


■ CD を聞くとき 
• CD を挿入ずる 

CD のラベル面を上にして CD 挿入口に差し込みます。 CD を挿入すると、表示部に " CD " 
が点灯し、演奏が始まります。 

CD 演奏中はトラック香号（曲香号）を表示しまず。 

- C ffi アドバイス） - 

表示部は時計の表示を優先するモードと、現在使巧している機能の表示を優 
先するモードの切り替えができます。 

☆4-23 ぺージ参照 
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オーデイオシステム 


. CD が挿入されているとき 

「 CD 」 ボタンを押すと演奏が始まりまず。 CD 演奏中はトラック番号（曲香号）を表示し 
ます。 

- (商 アドバイス） - 

. 8 cmCD は 8 cmCD 用アダプターを使用せず、そのまま挿入してください。 
アダプターを使用すると、ディスクが取り出せないなど、損傷の原因とな 
りまず。 

.音楽巧 CD - R 、 CD - RW に記録された音楽データを再生できます。ただし、 

CD の録音条件、特性、傷、汚れなどにより再生できない場合がありまず。 

フアイナライズ（通常の CD プレーヤーで再生できるようにずる処理）を 
されていない CD - R 、 CD - RW は再生できません。 

• CD - ROM や MP 3*、 WMA * で記録された CD は再生できません。 

• CD • TEXT について は対応しておりません。 

. CD プレーヤーが動作しなくなった場合は、表示部に " ER -0" と表示され 
まず。表示された場合は、 「 A 」 ボタンを押して CD を取り出してください。 

CD に傷や変形がないこと、また CD プレーヤーに対応している CD が正し 
く挿入されていることを確認してください。 CD が取り出せない場合、も 
しくは CD を交換しても表示が消えない場合はスバル販売店で点検を受け 
てくださし、。 

本音楽データを圧縮して記録する方式 

♦演奏を停止ずるとき 

「 ON / VOL 」 ダイヤルを押して電源を切るか、他のモードに切り替えまず。 

または「全」ボタンを押して CD を排出します。 

♦ CD を取り出ずとき 

「全」ボタンを押しまず。 CD が排出され、前のモードに切り替わりまず。 

- Cffi アドバイス） - 

. エンジンスイッチが OFF でも CD の排出をずることができまず。 

. 排出された CD を1日秒が上そのままにしておくと、自動的に引き込まれま 
ず。（エンジンスイッチが Acc または ON の場合） 

この場合、 CD の再生モードに切り替わらずそのままの状態です。 CD を聞 
くときは再度 「 CD 」 ボタンを}甲してください。 

. CD 力 《 未挿入のときでも 「 A 」 ボタンを押すと、 CD 排出機構が動作し、動 
作音が聞こえまず。 


室内装簡品の使いかた 
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オーデイオシステム 


•選曲ずるとき 

「■◄◄」ボタンまたは「 ►►■ 」ボタンを押します。 

• 先の巧にずるとき 

「►►1」ボタンを押します。巧ずごとに先の曲の頭出しをします。 

• 手前の曲にするとき 

「■◄◄」ボタンを押します。1回押すと今聞いている巧の先頭に、押ずごとに手前の曲の 
頭出しをします。 

•曲の早送り、早房しをするとき 

「■◄◄」ボタンまたは「 ►►■ 」ボタンを押します。 

• 早送り 

「►►1」ボタンを0.日秒が上押すと早送りされます。手を離したところから演奏を始めま 
す。 

• 早戻し 

「■◄◄」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされまず。手を離したところから演奏を始めま 
ず。 

•同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT 」 ボタンを押します。 

® 表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の巧を繰り返し演奏しまず。 

感解除するには再度 「 RPT 」 ボタンを押します。表示部の " RPT " が消灯し、通常の演奏 
に戻ります。 

•曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①巧の演奏中に 「 RDM 」 ボタンを押します。 

@表示部に " RDM " が点灯します。 

感巧を自動的に選び演奏します。 

@解除ずるには再度 「 RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RDM " が消灯し、通常の演 
奏に戻ります。 
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オーデイオシステム 


■時計 

♦時計を合わせるとき 

時計表示のとき、 rasp 」 ボタンを押しながら「時計調整」ボタンを押して、時刻を合わ 
せまず。 

時 （ H ) の調整： 「 D に P 」 ボタンを}甲しながら「時計調整（3)」ボタンを巧しまず。 

分 （ M ) の調整： 「 D に P 」 ボタンを}甲しながら「時計調整（4)」ボタンを押しまず。 

• 時報に合わせて時刻を調整するとき 

時計表示のとき、時報と同時に 「 D に P 」 ボタンを押しながら 「 RESET 」 ボタンを押しまず。 

m) 

11: 30〜12 : 29の場合…12 : 00 
12 : 30〜1: 29の場合…1: 00 

- アドバイス） - 

電源が切れてふたたび接続したときは、表示が「12:00」で点滅しまず。正 
しい時刻に合わせてください。 


♦時計表示と機能表示を切り替えるとき 

rasp 」 ボタンを押ずごとに時計表示優先モードと機能表示モードの切り替えができまず。 
• 機能表示モード 

各モードの状態のみ表示するモードでず。機能表示モードのとき 「 D に P 」 ボタンを押す 
と、時計表示優先モードになりまず。 

• 時計表示優先モード 

各操作を巧ラと、約己秒間はその操作に応じた表示を行い、その後時計表示に戻りまず。 



室内装備品の使いかた 
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オーディオシステム 


AM / FM マルチ電子チューナ ー• CD プレーヤー 


AM ボタン… 4-26 
FM ボタン… 4-26 
CD ボタン… 4-27 
••，)（交通情報）ボタン… 4—26 
CD 挿入口… 4-27 
—— ON/VOL (電源/音量調整）ダイヤル…4一25 
r - A に D 排出）ボタン… 4-28 



INTEGRATED CD RECEIVER WITH CHAN 已 ER CONTROL 


) 留喫 


◎ CHANNEL/TRACK 


C O ( RPT j I RDM j I \« J [ J G TONE/BAL I [ MEMORY つ。 J) 



RPT (リピート演奏）ボタン… 4-29 
RDM (ランダム演奏）ボタン… 4-29 
■◄ィボタン…4-26、 4-29 
TONE/BAL (音質•音量バランス）ボタン… 4-2 己 
MEMORY ボタン… 4-27 
CHANNEL/TRACK (メモリー呼び出し）ダイヤル…4—26、 4-29. 4-30 
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オーデイオシステム 


■電源、音量-音質の調整 
•電源を入れるとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 「ON/VOL」 ダイヤルを押すごとに電源が ON • 
OFF します。 

電源が ON になると、前に電源を OFF にしたときのモードになります。 

- Cffi アドバイス） - 

次の操作を巧っても電源を ON にすることができます。 

.CD を挿入したとき 

.「CDj ボタン*、 「FM」 ボタン、 「AMj ボタン、「"》」ボタンを}甲したとき 
本 「CD」 ボタンは CD が挿入されているとき 


•音量を調整ずるとき 

「ON/VOL」 ダイヤルを回して調整します。 

ちに回す：音が大きくなります。 

左に回す：音がルさくなります。 

•音質と前後*左右の音量バランスを調整ずるとき 

① rrONE/BALj ボタンを押して調整モードを選択します。 
ボタンを押すごとに 

BASS り氏音）-> MIDDLE (中音） 

ム 

TREBLE (高音） 

i 

FADER (前後）<- BALANCE (左ち） 


と、切り替わり、表示部に表示されます。 

② I イイ ボタンまたはボタンを}甲してお好みの位置に調整します。 


モード（調整しベル表示） 


►►1 

BASS (低音） （-6 〜 + 6) 

ほ音減衰 

低音強調 

MIDDLE (中音） （一6 〜 + 6) 

中音減衰 

中音強調 

TREBLE 搞音） （-6 〜 + 6) 

高音減衰 

高音強調 

BALANCE (左ち） （L9 〜 R9) 

ち側減衰 

左側減衰 

FADER (前後）* (R9 〜 F9) 

前側減衰 

後側減衰 


* オプションのリヤスピーカーをつけたときの機能です。 


— C 向アドバイス） - 

調整時、日秒間操作を行わないと、通常表示に戻りまず。 



室内装備品の使いかた 
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オーデイオシステム 


■ラジオを聞くとき 

• FM を受信ずるとき 

「 FM 」 ボタンを押します。 
ボタンを押すごとに 


FM 1 一 FM 2 


と、切り替わり、表示部に表示されまず。 

• AM を受信ずるとき 

「 AM 」 ボタンを押しまず。 

•選局ずるとき 

「 I ィィ」ボタンまたは 「►► I 」 ボタンを押します。 

• 周波数に合わせて放送を聞くとき 
「 I ィィ」ボタンを押ず： 

ボタンを押ずごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 

「►►1」ボタンを押ず： 

ボタンを押ずごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 

. 自動的に放送局を探すとき 

「 I ィィ」ボタンまたは「►►■」ボタンを 0.5 秒が上押します。放送局が見つかると受信を 
始めます。 

「 I ィィ」ボタンを巧す：周波数のイをい方へ放送局を探します。 

「►►1」ボタンを巧ず：周波数の高い方へ放送局を探します。 

- C アドバイス） - 

• AM 放送はモノラル受信のみでず。 

. FM ステし才放送受信中は表示部に " ST " が点灯します。 


•記憶させた放送局を呼び出ずとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回してチャンネル香号を選択します。 

- (面アドバイス^ - 

バッテリーを交換したときなどは記憶した内容が消去されまず。この場合は 
再度記憶させてください。 

☆4-27 ぺージ参照 


•交通情報を聞くとき 

「•1))」ボタンを押しまず。 

どのモードからでも自動的に切り替わります。 

もラー度押すと、直前のモードに切り替わります。 


4-26 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
















オーデイオシステム 


■ラジオの放送局を記憶ずるとき 

♦手動で放送局を記憶ずるとき 

① 「 FM 」 ボタンまたは 「 AM 」 ボタンを押してバンドを選択しまず。 

@「|ィィ」ボタンまたは「►«」ボタンを操作し、記憶したい放送局を選択します。 

感 「 MEMORY 」 ボタンを押し続けると選択した周波数が点滅し、その後 「 ch 」 が点滅します。 
@ 「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回して記憶したいチャンネル番号 (1-6 ch ) を選択 
します。 

©「 MEMORY 」 ボタンを2秒が上押します。 

©が降、同様に®〜®の手順を繰り返し、他のチャンネルに放送局を記憶できます。 

— Cfn アドバイス） - 

各バンド （ FM 1、 FM 2、 AM ) で最大6局まで記憶できます。 


參自動的に放送局を記憶ずるとき （AUTOSTORE) 

① 「 FM 」 ボタンまたは 「 AM 」 ボタンを}甲してバンドを選択します。 

② 「 RPTj ボタン*を2秒な上巧します。 

受信可能な巧送局が見つかると、チャンネル1から自動的に周波数のおい順に記憶されま 
す。 

* ラジオ受信モードでは 「 RPT 」 ボタンが 「 AUTOSTOREj ボタンとなります。 

- 广^アドバイス） - 

受信電波が弱いと自動的に記憶できないことがあります。 


♦交通情報局をかえるとき 

①「"》」ボタンを押して交通情報を選択します。 

璧)「1ィィ」ボタンまたは「►►1」ボタンを押して選局します。 

©「•が」ボタンを2秒が上押すと、選局した交通情報局を記憶させることができます。 

■ CD を聞くとき 
♦CD を挿入ずる 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 CD を挿入することができます。 

ラベル面を上にして CD 挿入口に差し込みます。 CD を挿入ずると演奏が始まります。 CD 演 
奏中はトラック香号（曲香号）と演奏時間を表示します。 

. CD が挿入されているとき 

「 CD 」 ボタンを押ずと演奏が始まりまず。 CD 演奏中はトラック香号（巧番号）と演奏時 
間を表示します。 



室内装備品の使いかた 
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オーディオシステム 


— アドバイス） - 

.8 cm CD は8 cm CD アダプターを使巧せず、そのまま挿入してくださし、。 
アダプターを使用すると、ディスクが取り出せないなど、損傷の原因とな 
ります。 

• CD が挿入されていないとき、 CD 挿入□の両端の表示灯は点灯していま 
す。 CD を挿入ずると表示灯は消灯します。 

.音楽用 CD-R、CD-RW に記録された音楽データを再生できまず。ただし、 
CD の録音条件、特性、傷、汚れなどにより再生できない場合がありまず。 
フアイナライズ（通常の CD プレーヤーで再生できるようにする処理）を 
されていない CD-R、CD-RW は再生できません。 

.CD-ROM やMP3*、 WMA* で記録された CD は再生できません。 

• CD . TEXT について は対応しておりません。 

.CD プレーヤーが動作しなくなった場合は、表示部に "ERROR — O" と表 
示されまず。表示された場合は、 「A」 ボタンを}甲して CD を取り出してく 
ださい。 CD に傷や変形がないこと、また CD プレーヤーにが応している CD 
が正しく挿入されていることを確認してください。 CD が取り出せない場 
合、もしくは CD を交換しても表示が消えない場合はスバル販売店で点検 
を受けてください。 

冰音楽データを圧縮して記録ずるち式 


•演奏を停止ずるとき 

「ON/VOL」 ダイヤルを押して電源を切るか、他のモードに切り替えます。 

• CD を取り出ずとき 

「A」 ボタンを押しまず。 CD が排出され、前のモードに切り替わります。 

- C ^ アドバイス） - 

. 排出された CD を1日秒が上そのままにしておくと自動的に引き込まれま 
ず。（エンジンスイッチが Acc または ON の場合）この場合、 CD の再生モー 
ドに切り替わらずそのままの状態でず。 CD を聞くときは再度 「CD」 ボタ 
ンを}甲してください。 

. エンジンスイッチが OFF でも CD の排出をすることができます。 

.CD が未挿入のときでも「-」ボタンを押ずと、 CD 排出機構が動作し、動 
作音が聞こえます。 
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オーデイオシステム 


♦選曲ずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回します。 

• 先の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを右に回します。回すごとに先の曲を頭出ししまず。 

• 手前の巧にずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを左に回します。1回目で今聞いている曲の先頭に、回 
すごとに手前の曲の頭出しをします。 

♦曲の早送り、早房しをずるとき 

「 M ィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを長めに押します。 

• 早送り 

「 ►► I 」ボタンを0.己秒が上押すと早送りされます。手を離したところから演奏を始めます。 
• 早戻し 

「 I ィィ」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされます。手を離したところから演奏を始めまず。 

♦同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT 」 ボタンを押します。 

@表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の曲を繰り返し演奏します。 

® 解除ずるには再度 「 RPT 」 ボタンを押しまず。表示部の " RPT " が消灯し、通常の演奏 
に戻ります。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RDM 」 ボタンを}甲します。 

@表示部に " RDM " が点打します。 

@曲を自動的に選び演奏します。 

@解除ずるには再度 「 RDMj ボタンを}甲します。表示部の " RDM " が消丹し、通常の演奏 
に戻ります。 

■オプションの CD チェンジヤーを接続したとき 
參演奏するとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき 「 CD 」 ボタンを巧すと演奏が始まります。 

表示部に "use" が点灯し、ディスクを号、トラックを号（曲番号）、演奏時間が表示さ 
れます。 
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オーディオシステム 


— Cf ^ アドバィス） - 

. CD プレーヤー本体に CD が挿入されているときは 「 CD 」 ボタンを}甲すご 
とに、 CD プレーヤーでの再生 OCD チェンジャーでの再生に切り替わりま 
す。 

. CD チェンジャーにマガジン*が装着されていないとき肤" N 0 MAGAZINE " 
と表示します。マガジンに CD が挿入されていないときは、 " NODGC " と表 
/ J 、 します。 

木マガジン： 

CD を入れる入れ物のことです。このマガジンに CD を入れ、 CD チェン 
ジャーに装着すると CD チェンジャーが使巧可能となります。 

. CD の再生はディスク香号1 一2^3一4一日一6^1…の順で再生されます。 

また、 CD の入っていないディスク香号は飛ばして再生します。 

. CD チェンジャーが動作しなくなった場合は、表示部に " ERROR — 〇"と 
表示されます。表示された場合は、マガジンを取り出してください。マガ 
ジンに挿入されている CD に傷や変形がないこと、また CD チェンジャーに 
対応している CD が正しく挿入されていることを確認してください。詳し 
くは、 CD チェンジヤーに付属している取扱説明書をご覧ください。 


•演奏を停止ずるとき 

「0 N / V 0 L 」 ダイヤルを押して電源を切るか、他のモード（ラジオ、 CD ) に切り替えます。 

•演奏ずる CD を指定ずるとき 

「 I ィィ」ボタンまたは「►►1」ボタンを押します。 

• 先の CD にするとき 

「►►1」ボタンを巧しまず。押すごとに先の CD を再生します。 

• 手前の CD にするとき 

「 I ィィ」ボタンを押します。押すごとに手前の CD を再生します。 

- C アドバイス） - 

マガジンに CD が装着されていない番号を指定したときは次の CD を再生し 
ます。 


•選曲ずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回します。 

• 先の巧にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを右に回します。回すごとに先の曲を頭出しします。 

• 手前の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACKj ダイヤルを左に回します。1回目で今聞いている曲の先頭に、回 
ずごとに手前の曲の頭出しをします。 
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オーデイオシステム 


♦曲の早送り、早戻しをずるとき 

「I ィィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを長めに押します。 

• 早送り 

「 ►► I 」ボタンを0.己秒が上押すと早送りされます。手を離したところから演奏を始めます。 
• 早戻し 

「 I ィィ」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされます。手を離したところから演奏を始めます。 

♦同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT 」 ボタンを押します。 

@表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の曲を繰り返し演奏します。 

® 解除ずるには再度 「 RPT 」 ボタンを押します。表示部の " RPT " が消灯し、通常の演奏 
に戻ります。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RDM 」 ボタンを}甲しまず。 

@表示部に " RDM " が点打します。 

感曲を自動的に選び演奏します。 

@解除するには再度 「 RDMj ボタンを}甲します。表示部の " RDM " が消丹し、通常の演奏 
に戻ります。 

♦マガジンの取り扱い 

マガジンのチェンジヤーへの挿入、チェンジヤーからの排出方法、マガジンへの CD 挿入、 
マガジンからの CD 排出方法、その他の CD チェンジヤーに関する注意は、 CD チェンジヤー 
に付属している取扱説明書をご覧ください。 

■時計 

♦時計を合わせるとき 

「 TONE / BAL 」 ボタン*を押しながら 「I ィィ」ボタンまたは「►►1」ボタンを押して、時刻 
を合わせます。 

本時計を合わせるときは 「 TONE / BAL 」 ボタンが 「 CLOCK 」 ボタンとなりまず。 

時 （ H ) の調整： 「 T 0 NE / BAL 」 ボタンを押しながら「 i ィィ」ボタンを押します。 

分 （ M ) の調整： 「 T 0 NE / BAL 」 ボタンを押しながら「►►1」ボタンを押します。 

• 時報に合わせて時刻を調整するとき 

時報と同時に 「 T 0 NE / BAL 」 ボタンを押しながら 「 RDM 」 ボタン*を押しまず。 

本時計を合わせるときは 「 RDM 」 ボタンが 「 RESET 」 ボタンとなります。 

(M) 

11: 30〜12 : 29の場合…12 : 00 
12 : 30〜1: 29の場合…1: 00 
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オーディオシステム 


AM / FM マルチ電子チューナー • CD • MD プレーヤー 


—— FM/AM ( FM/AM 切り替え）ボタン… 4 — 34 
—— MD ボタン… 4-36 
—— CD ボタン… 4-38 

-•，け（交通情報）ボタン… 4— 3已 

- MD 挿入□… 4— 36 

—— CD 挿入口… 4-38 

I — ON/VOL (電源/音量調整）ダイヤル… 4-33 
「 A に D 排出）ボタン… 4-39 



V 


400969 


RPT/RDM (リピート演奏/ 

ランダム演奏）ボタン… 4-41 -I 
TITLE (表示切り替え）ボタン…4-37」 

ボタン…4-34、4—37、 4-39 — 

TONE/BAL (音質•音量バランス）ボタン… 4-33 -1 

MEMORY ボタン… 4-3 日- 

A ( MD 排出）ボタン… 4-37 - 

CHANNEL/TRACK (ラジオ選局）ダイヤル…4 — 35、 4-37. 4—39、 4-41 
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オーデイオシステム 


■電源、音量-音質の調整 
•電源を入れるとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 「 ON / VOLj ダイヤルを押すごとに電源が ON • 
OFF します。 

電源が ON になると、前に電源を OFF にしたときのモードになります。 

- Cffi アドバイス） - 

次の操作を巧っても電源を ON にすることができます。 

. CD を挿入したとき 
. MD を挿入したとき 

.「 CD 」 ボタン*、 「 MD 」 ボタン*、 rpM / AMj ボタン、「•田 j ボタンを巧 
したとき 

*「 CD 」 ボタンは CD が挿入されているとき 
「 MDj ボタンは MD が挿入されているとき 


•音量を調整ずるとき 

「 ON / VOL 」 ダイヤルを回して調整します。 

ちに回す：音が大きくなります。 

左に回す：音がルさくなります。 

•音質と前後*左右の音量バランスを調整ずるとき 

① < TONE / BA しボタンを押して調整モードを選択します。 
ボタンを押すごとに 

BASS (ほ音）-> MIDDLE (中音） 

'、 i 

TREBLE (高音） 

i 

FADER 施衡 <- BALANCE (左ち） 


と、切り替わり、表示部に表示されます。 

② 「 M ィ J ボタンまたは 「►► Ij ボタンを巧してお好みの位置に調整します。 


モード（調整しベル表示） 

W ィ 

►►1 

BASS (低音） （-6 〜 + 6) 

な音減衰 

低音強調 

MIDDLE (中音） （一6 〜 + 6) 

中音減衰 

中音強調 

TREBLE 搞音） （-6 〜 + 6) 

高音減衰 

高音強調 

BALANCE (左ち） （ L 9 〜 R 9) 

ち側減衰 

左側減衰 

FADER (前紛 * ( R 9 〜 F 9) 

前側減衰 

後側減衰 


* オプションのリヤスピーカーをつけたときの機能です。 
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オーディオシステム 


— (向アドバイス） - 

調整時、 5 秒間操作を巧わないと、通常表示に戻ります。 


■ラジオを聞くとき 

• FM / AM を受信ずるとき 

rpM/AMj ボタンを}甲します。 

. バンドを切り替えるとき 
rpM/AMj ボタンを押し、バンドを選択します。 

ボタンを押すごとに 

FM 1 - > FM 2 

个 

—— AM< — 

と、切り替わり、表示部に表示されます。 

•選局ずるとき 

「 I ィィ」ボタンまたは「►►1」ボタンを押します。 

• 周波数に合わせて放送を聞くとき 
「 I ィィ」ボタンを押ず： 

ボタンを押ずごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 

「►►1」ボタンを押ず： 

ボタンを押ずごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わりまず。 

. 自動的に放送局を探すとき 

「 I ィィ」ボタンまたは「►►■」ボタンを 0.5 秒が上押します。放送局が見つかると受信を 
始めます。 

「 I ィィ」ボタンを押ず：周波数のおい方へ放送局を探します。 

「►►1」ボタンを押ず：周波数の高い方へ放送局を探します。 

- C ^ アドバイス） - 

• AM 放送はモノラル受信のみです。 

. FM ステレオ放送受信中は表示部に " ST " が点灯します。 
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オーデイオシステム 


參記憶させた放送局を呼び出ずとき 

「 CHANNEL / TRACKj ダイヤルを回してチヤンネル番号を選がします。 

- Cffi アドバイス） - 

バッテリーを交換したときなどは記憶した内容が消去されます。この場合は 
再度記憶させてください。 

な 4— 3日ぺージ参照 


♦交通情報を聞くとき 

「•が」ボタンを押しまず。 

どのモードからでも自動的に切り替わります。 

もう一度押ずと、直前のモードに切り替わります。 

■ラジオの放送局を記憶ずるとき 

♦手動で放送局を記憶ずるとき 

① 「 FM / AM 」 ボタンを押してバンドを選択しまず。 

( Dri ィィ」ボタンまたは「►►1」ボタンを操作し、記憶したい放送局を選択します。 
©「 MEMORY 」 ボタンを押し続けると選択した周波数が点滅し、その後 「 ch 」 が点滅します。 
®「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回して記憶したいチャンネル番号 （1 〜 6 ch ) を選択 
します。 

⑤ 「 MEMORY 」 ボタンを2秒が上押します。 

©が降、同様に②〜⑤の手順を繰り返し、他のチャンネルに放送局を記憶できます。] 

— アドバイス） - 

各バンド （ FM 1、 FM 2、 AM ) で最大6局まで記憶できます。 


參自動的に放送局を記憶ずるとき （ AUTOSTORE ) 

① 「 FM / AMj ボタンを}甲してバンドを選択します。 

② 「 RPT / RDMj ボタン*を2秒が上押します。 

受信可能な放送局が見つかると、チヤンネル1から自動的に周波数のおい順に記憶されま 
す。 

本ラジオ受信モードでは 「 RPT / RDM 」 ボタンが 「 AUTOSTORE 」 ボタンとなります。 

- Cffi アドバイス） - 

受信電波が弱いと自動的に記憶できないことがあります。 
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オーデイオシステム 


•交通情報局をかえるとき 

①「•が」ボタンを押して交通情報を選択します。 

@「1ィィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを押して選局しまず。 

@「•り)」ボタンを2秒が上押ずと、選局した交通情報局を記憶させることができます。 


■ MD を聞くとき 
• MD を挿入ずる 

エンジン スイッチが Acc または ON のとき、 MD を挿入することができます。 MD のラベル 
面を上にし、シャッター面をち側にして MD 挿入□に入れます。 MD を挿入すると演奏が始 
まりまず。 MD 演奏中はトラック番号（曲香号）と演奏時間を表示します。 

. MD が挿入されているとき 

「 MD 」 ボタンを押すと演奏が始まります。 MD 演奏中はトラック香号（曲香号）と演奏 
時間を表示します。 

- C fri アドバイス） - 

. MD が挿入されていないとき、 MD 挿入□の両端の表示灯は点灯していま 
す。 MD を挿入すると表示灯は消灯します。 

. MD プレーヤーが動作しなくなった場合は、表示部に " ERR 0 R - O " と表 
示されます。表示された場合は、 「 A 」 ボタンを押して MD を取り出してく 
ださい。 MD に傷や変形がないこと、また MD プレーヤーに対応している 
MD が正しく挿入されていることを確認してください。 MD が取り出せな 
い場合、もしくは MD を交換しても表示が消えない場合はスバル販売店で 
点検を受けてください。 


• MDLP を聞くとき 

通常の MD と同じ操作で聞くことができます。 

- 广^アドバイス j - 

.MDLP 再生中は表示部に " LP " が点なします。 

• データ用の MD は使用できません。音楽用の MD を使用してください。 


•演奏を停止ずるとき 

「 ON / VOU ダイヤルを押すか、他のモードに切り替えます。 
または「と」ボタンを押して MD を排出します。 
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オーデイオシステム 


♦MD を取り出ずとき 

「と」ボタンを押しまず。 MD が排出され、前のモードに切り替わります。 

- Cffi アドバイス） - 

エンジンスイッチが OFF でも MD の排出をすることができます。 


♦選曲ずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回します。 

• 先の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルをちに回しまず。回ずごとに先の曲を頭出しします。 

• 手前の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを左に回しまず。1回目で今聞いている曲の先頭に、回 
すごとに手前の曲の頭出しをします。 

♦曲の早送り、早戻しをずるとき 

「 I ィィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを長めに押します。 

• 早送り 

「►►1」ボタンを 0.5 秒が上押すと早送りされます。手を離したところから演奏を始めます。 
• 早戻し 

「 I ィィ」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされます。手を離したところから演奏を始めます。 

♦同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。 

@表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の曲を繰り返し演奏します。 

③解除するには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RPT " が消灯し、通常 
の演奏に戻ります。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを2秒が上押します。 

@表示部に " RDM " が点灯します。 

® 曲を自動的に選び演奏します。 

@解除するには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RDM " が消灯し、通常の 
演奏に戻ります。 

♦表示部の表示を切り替えるとき 

MD 再生時、 「 TITLE 」 ボタンを押すごとに表示の切り替えができます。 

トラック香号（曲香号）と演奏時間 <~~I 

トラックタイトル（曲名）表示 

ディスクタイトル表示 ——I 
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オーディオシステム 


— アドバイス） - 

• 漢字、ひらがなで入力されたタイトルは表示できません。 

. タイトル文きは1回に12文字まで表示できまず。 

.タイトル名が13文字が上の場合、タイトル表示中に 「 TITLE 」 ボタンを2 
秒が上押し続けるごとに、13文字が降のタイトルを表示しまず。 

• MD にタイトルが記録されていない場合は表示しません。その場合 " no name " 
と表示します。 


■ CD を聞くとき 
• CD を挿入ずる 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき、 CD を挿入ずることができます。 

ラベル面を上にして CD 挿入□に差し込みます。 CD を挿入すると演奏が始まります。 CD 演 
奏中はトラック香号（巧香号）と演奏時間を表示します。 

. CD が挿入されているとき 

「 CD 」 ボタンを押ずと演奏が始まります。 CD 演奏中はトラック香号（曲番号）と演奏時 
間を表示しまず。 

- C ^ アドバイス） - 

.8 cm CD は8 cm CD アダプターを使用せず、そのまま挿入してください。 
アダプターを使用すると、ディスクが取り出せないなど、摸傷の原因とな 
ります。 

. CD が挿入されていないとき、 CD 挿入□の両端の表示灯は点灯していま 
す。 CD を挿入すると消灯しまず。 

.音楽巧 CD - R 、 CD - RW に記録された音楽データを再生できまず。ただし、 

CD の録音条件、特性、傷、汚れなどにより再生できない場合があります。 

フアイナライズ（通常の CD プレーヤーで再生できるようにずる処理）を 
されていない CD - R 、 CD - RW は再生できません。 

. CD - ROM や MP 3*、 WMA * で記録された CD は再生できません。 

• CD • TEXT について は対応しておりません。 

. CD プレーヤーが動作しなくなった場合は、表示部に "ERROR — O" と表 
示されまず。表示された場合は、ボタンを}甲して CD を取り出してく 
ださい。 CD に傷や変形がないこと、また CD プレーヤーにが応している CD 
が正しく挿入されていることを確認してください。 CD が取り出せない場 
合、もしくは CD を交換しても表示が消えない場合はスバル販売店で点検 
を受けてください。 

ネ音楽データを圧縮して記録ずる方式 
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オーデイオシステム 


♦演奏を停止ずるとき 

「 ON / VOL 」 ダイヤルを押して電源を切るか、他のモードに切り替えます。 

♦ CD を取り出ずとき 

「と」ボタンを押します。 CD が排出され、前のモードに切り替わります。 

— Cfn アドバイス） - 

. 排出された CD を1日秒が上そのままにしておくと自動的に引き込まれま 
ず。（エンジンスイッチが Acc または ON の場合）この場合、 CD の再生モー 
ドに切り替わらずそのままの状態でず。 CD を聞くときは再度 「 CD 」 ボタ 
ンを押してください。 

. エンジンスイッチが OFF でも CD の排出をすることができまず。 

. CD が末挿入のときでも「-」ボタンを押すと、 CD 排出機構が動作し、動 
作音が聞こえます。 


♦選曲ずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回します。 

• 先の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを右に回します。回すごとに先の曲を頭出ししまず。 

• 手前の巧にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを左に回します。1回目で今聞いている曲の先頭に、回 
すごとに手前の曲の頭出しをします。 

♦曲の早送り、早戻しをずるとき 

「I ィィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを長めに押します。 

• 早送り 

「►►1」ボタンを 0.5 秒が上押ずと早送りされます。手を離したところから演奏を始めます。 
• 早戻し 

「 I ィィ」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされます。手を離したところから演奏を始めまず。 

♦同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを押しまず。 

@表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の曲を繰り返し演奏します。 

® 解除ずるには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RPT " が消灯し、通常 
の演奏に戻ります。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを2秒が上押します。 

@表示部に " RDM " が点なします。 

@曲を自動的に選び演奏します。 

@解除するには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを巧します。表示部の " RDM " が消灯し、通常 
の演奏に戻ります。 
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オーデイオシステム 


■オプションの CD チェンジヤーを接続したとき 


•演奏ずるとき 

エンジンスイッチが Acc または ON のとき 「 CD 」 ボタンを押すと演奏が始まります。 
表示部に " D に C " が点灯し、ディスク香号とトラック番号（曲香号）が表示されまず。 

- C アドバィス） - 

. CD プレーヤー本体に CD が挿入されているときは 「 CD 」 ボタンを}甲すご 
とに、 CD プレーヤーでの再生な CD チェンジャーでの再生に切り替わりま 
す。 

. CD チェンジャーにマガジン*が'装着されていないときは、" N 0 MAGAZINE " 

と表示します。マガジンに CD が挿入されていないときは、 " NOD にご’と表 
します。 

ネマガジン： 

CD を入れる入れ物のことです。このマガジンに CD を入れ、 CD チェン 
ジャーに装着すると CD チェンジャーが使巧可能となります。 

. CD の再生はディスク香号1^2一3一4一日一6^1…の順で再生されます。 

また、 CD の入っていないディスク香号は飛ばして再生します。 

. CD チェンジャーが動作しなくなった場合は、表示部に " ERR 0 R - O " と 
表示されます。表示された場合は、マガジンを取り出してください。マガ 
ジンに挿入されている CD に傷や変形がないこと、また CD チェンジャーに 
対応している CD が正しく挿入されていることを確認してください。詳し 
くは、 CD チェンジヤーに付属している取扱説明書をご覧ください。 


•演奏を停止ずるとき 

「 ON / VOL 」 ダイヤルを押して電源を切るか、他のモード（ラジオ、 CD ) に切り替えます。 

•演奏ずる CD を指定ずるとき 

「 I ィィ」ボタンまたは 「►► I 」 ボタンを押します。 

• 先の CD にするとき 

「►►1」ボタンを押します。押すごとに先の CD を再生します。 


• 手前の CD にずるとき 

「 I ィィ」ボタンを押しまず。押すごとに手前の CD を再生します。 

- (師アドバイスが - 

マガジンに CD が装着されていない香号を指定したときは次の CD を再生し 
まず。 
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オーデイオシステム 


♦選曲ずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを回します。 

• 先の曲にするとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを右に回します。回すごとに先の曲を頭出ししまず。 

• 手前の巧にずるとき 

「 CHANNEL / TRACK 」 ダイヤルを左に回します。1回目で今聞いている曲の先頭に、回 
すごとに手前の曲の頭出しをします。 

♦曲の早送り、早房しをずるとき 

「 M ィ」ボタンまたは「►►!」ボタンを長めに押します。 

• 早送り 

「 ►► I 」ボタンを0.己秒が上押すと早送りされます。手を離したところから演奏を始めます。 
• 早戻し 

「 I ィィ」ボタンを 0.5 秒が上押すと早戻しされます。手を離したところから演奏を始めまず。 

♦同じ曲を繰り返し聞くとき（リピートプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを押しまず。 

@表示部に " RPT " が点灯し、演奏中の曲を繰り返し演奏します。 

® 解除ずるには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RPT " が消灯し、通常 
の演奏に戻ります。 

♦曲を自動的に選ばせて聞くとき（ランダムプレイ） 

①曲の演奏中に 「 RPT / RDM 」 ボタンを2秒が上押します。 

@表示部に " RDM " が点打します。 

@曲を自動的に選び演奏します。 

@解除ずるには再度 「 RPT / RDM 」 ボタンを押します。表示部の " RDM " が消灯し、通常 
の演奏に戻ります。 

♦マガジンの取り扱い 

マガジンのチェンジャーへの挿入、チェンジャーからの排出方法、マガジンへの CD 挿入、 
マガジンからの CD 排出方法、その他の CD チェンジャーに関する注意は、 CD チェンジャー 
に付属している取扱説明書をご覧ください。 
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オーデイオシステム 


■時計 


•時計を合わせるとき 

「 TONE / BAL 」 ボタン*を押しながら 「I イイ」 ボタンまたは 「►► I 」 ボタンを押して、時刻 
を合わせまず。 


本時計を合わせるときは 「 TONE / BAL 」 ボタンが 「 CLOCK 」 ボタンとなります。 
時 （ H ) の調整： 「 TONE / BAL 」 ボタンを押しながら「 i ィィ」ボタンを押します。 
分 （ M ) の調整： 「 TONE / BAL 」 ボタンを押しながら「►►1」ボタンを押します。 


. 時報に合わせて時刻を調整ずるとき 

時報と同時に 「 TONE / BAL 」 ボタンを押しながら 「 TITLE 」 ボタン*を押します。 
木時計を合わせるときは 「 TITLE 」 ボタンが 「 RESET 」 ボタンとなりまず。 

娘リ） 

11: 30〜12 : 29の場合…12 : 00 
12 : 30〜1: 29の場合…1: 00 
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室内装備 

室内装備 

室内の照明 

■ルームランプ 

車内の天井中央にありまず。 

スイッチの位置により切り替えができまず。 

ON :常に点灯します。 

DOOR :リモコンキーもしくは携帯機で解錠 
または、ドアを開けると点灯し、開 
めると一定時間点灯後消灯します。 

OFF :常に消灯します。 


•オフディレイ機能 

DOOR 位置にしているとき、リモコンキーもしくは携帯機で解錠または、ドアを開けて閑 
めたときに約30秒間減光点灯し、徐々に消灯します。（オフディレイ機能） 

この機能は、スバル販売店にて消好までの時間を設定できます。詳しくはスバル販売店に 
ご相談ください。 

☆ 1-2 ぺージ参照 

•キー抜き連動機能 

DOOR 位置にしているとき、エンジンスイッチからキーを抜くと約30秒間点灯し、徐々に 
消灯していきます。 

•バッテリー上がり防止機能 

半ドアなどでルームランプが点灯し続けた場合、バッテリー上がりを防止するため、約30 
分後に自動的に消灯しまず。 

☆2-3 ぺージ参照 

■インパネシャワーライト：^ 

インストルメントパネル左右のカップホル 
ダーおよびポケット部を照らします。 

ライティングスイッチを•または画 D にする 
と常時点灯します。 

☆3-5 ぺージ参照 
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室内装備 


カツプホルダー 

■運転席用 

フタを引くとカップホルダーとして使用できます。 




■助手席用 

フタを巧し、さらに引き出すとカップホルダーとして使用できます。 
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室内装備 



室内装備品の使いかた 
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室内装備 


サンバイザー 


横に回すときはフックから外して使用しま 
す。 

運転席側にはチケットホルダーが付いていま 
す。 



■バニテイミラー 


運転席のサンバイザー裏側に鏡がついていま 
す。 



— しを意 J - 

走行中は、必ずフタを閉めてください。 
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室内装備 


■照明付バニティミラー 

運転席と助手席のサンバイザー裏側に鏡がつ 
いていまず。フタを開けると照明が点灯しま 
す。必要のないときは、必ずフタを閉めてく 
ださい。 


400028 

— し注意 J - 

走行中は、必ずフタを閉めてください。 


ル物入れ 


— しを意 J - 

走行中は必ず閉めておいてください。 

万一の場合、フタに体が当たったり、中に入れたものが飛びだして思わめけ 
がをするおそれがあります。 

炎天下での駐車は大変高温になりますので、 X ガネやライターなどを収納し 
ないでください。 


■グローブボックス 

小物や書類を入れるのに使いまず。棚の中央 
にあるボタンを押ずとフタが開きまず。 


400005 
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室内装備 


■ま検証入れ 


フタを引くと開きます。 




■シートアンダートレイ（助手席） 

トレイを一旦押しこみ、少し上に上げてから 
引き出して使巧します。 



- し A 注意> >- 

•走行ずるときはトレイを一香奥まで確実に戻してください。また、走行中 
はトレイを引き出さないでください。万一の場合、トレイに体が当たった 
り、中に入れたものが飛び出して思わめけがをするおそれがあります。 

. 重さが約1 kg が上ある物をトレイに入れないでください。急ブレーキをか 
けたときなどにトレイが飛び出すおそれがあります。 


4-48 


R2 RC1-0 98001 〜 107000, RC2-039001 〜041100 

















室内装備 


電源ソケッ 


エンジンスイッチカ 《 Acc または ON のとき 12 V 直流電流が取り出せます。 
自動車用電気製品の電源ソケットとしてご使用ください。 


〈 i-CVT 車 > 



<MT 車 > 



■{逆 S を思)" 


ソケットから電源を取るとき 

スバル純正品の使用をお奨めします。また、自動車用電気製品は必ず 
12 V 1 20 W が下のものをご使巧ください。 

• タコ足配線はしないでください。発火ずることがあります。 

•銀紙、硬貨などの異物を入れないでください。 

.電源ソケットにプラグが合わない（ガタがあったり、きつくて入らない） 
場合は、接触不良やおけなくなる原因となりまず。ソケットに合ったプラ 
グをご使巧ください。 

. エンジン停止状態またはアイドリング状態のまま電気製品を長時間使用 
ずると、バッテリー上がりを起こすことがありますのでごま意ください。 
また、走行中の使用でも不要になったら切るよラにむがけてください。 
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3 寒冷地での使いかた 


冬の前の準備、点検 . 己一 2 

走行ずる前に . 己一己 

走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 

走行ずるときは . 5-7 

駐車ずるときは . 5-8 

洗車ずるときは . 己一 8 
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冬の前の準備、点検 

■冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）への交換 

雪道やま結路では、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着して走行してください。 

雪道やま結路の走行が事前に予測される場合には、あらかじめ冬用タイヤを装着しておい 
てください。 


— アドバイス） - 

. 装着についての条例は地区によって異なることがありまず。走巧する地区 
の条例にしたがってください。 

.装着のときは、下記事項をお守りください。 

— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 


■タイヤチェーンの装着 

. タイヤチェーンは予測できない降雪や雪道に遭遇した場合などの非常時のみ、前輪に装 
着してください。後輪にはタイヤチェーンを装着しないでください。 

• タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

. タイヤチェーンは付属の取扱説明書にしたがって、正しく取り付けてください。 

. タイヤチェーンを取り付けるときに着巧ずる手袋なども準備しておくことをお奨めします。 

. タイヤチェーンを装着しても路面の状況によっては極低速でスリップしたり、登坂能力 
が低下する場合がありまず。 

.アルミホイール、フルホイールキャップ装着車にタイヤチェーンを取り付けると、アル 
ミホイール、フルホイールキャップが傷つく場合がありまず。 

— ( TA を意 J - 

. タイヤチェーンを取り付けると前後輪の接地力のバランスが変わるため、 

後輪が比較的滑りやすくなります。急発進、急ブレーキ、急八ンドルなど 
を避けて、路面の状況に合った安全な速度 （30 km / h が下）で慎重に運転 
してください。 

• 乾いた路面を走巧ずるとチェーンの寿命を短くしまず。できるだけ避けて 
ください。 

• 応急用スペアタイヤには、タイヤチェーンは装着できません。 

チェーン装着時に前輪がパンクしたときは、後輪タイヤをパンクした前輪 
に取り付け、後輪に応急用スペアタイヤを取り付けまず。そして前輪に夕 
イヤチェーンを装着してください。 

. タイヤチェーンを装着したらタイヤの内側の部分がブレーキ配管、サスぺ 
ンシヨン、車体などに触れていないか必ず確認してください。 

.タイヤチてーン装着後はゆっくりと走行し （100 m 程度)、異音やタイヤ 
チェーンのゆるみなどを確かめてください。 
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冬の前の準備、点検 


■タイヤサイズに合ったものを使用してください 


タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してください。 
市販のゴムネットチェーンの中には装着できないものもあります。 
詳しくは、スバル販売店にご相談ください。 


タイヤサイズ 

スバル純正タイヤチェーン 

巾販 J にチェ ノ 

スチールチェーン 

スプリングチェーン 

サイルチェーン 

155/65 R 14 

装着不可 

B 3177 KG 000 

装着不可 

装着不可 

■155/60 R 1 已 

装着不可 

B 3177 KG 010 

装着不可 

装着不可 


■エンジン オイル 

ち図を参考に、外気温度に応じたエンジンオ 
イルをご使用ください。 


じ 


で-30 -20 -10 0 10 20 30 40 


10W-30, 10W-50 


5W-30 


> 

> 


0W-20 


< 0アドバイスが 


エンジンオイルは、スバル純正エンジンオイル 0 W -20 ( SM 級）の使巧を 
お賀めしまず。 

☆8 — 3ページ参照 


■冷却水の濃度点検 

冷却水の凍結を防ぐため、スバル純正クーラント（希駅タイプあるいは濃縮タイプ）をお 
使いください。 

.希釈タイプは、そのままお使いください。 

.濃縮タイプは、濃度を日0%の蒂駅割合（濃度）にしてお使いください。希駅に使巧する 
かは、軟水または水道水をご使巧ください。 

■ウォッシャー液の濃度調整 

ウォッシャー液の凍結を防ぐため、ウォッシャー液容器に記載してある凍結温度を参考に、 
外気温度に応じた希釈割合（濃度）にしてください。 
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冬の前の準備、点検 


— Z & を意 > >- 

. 外気温度と希釈割合を合わせてください。希駅割合が適切でないとウイン 
ドゥに噴射した液が凍結し、視界不良になるおそれがあります。また、夕 
ンク内で凍結ずることがあります。 

. ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物等が入らないように注意してくださし、。 
ポンプにつまるなどの作動不良を起こずおそれがありまず。 


C fni アドバィス） - 

ウォッシャー液補充後は、ウォッシャータンクからウォッシャーノズル間に 
残っている補充前の（濃度の低い）ウォッシャー液を除去するため噴射して 
ください。濃度のイをいウォッシャー液が残ったままだとノズルが凍結し、 
ウオッシャー液が出なくなる場合があります。 


■バッテリー 

気温が下がるとバッテリーの性能が低下し、エンジン始動にま障をきたずことがあります。 
必要に応じてバッテリー液の点検や補充をしてください。 

別冊の「 X ンテナンスノート」をご覧ください。 

■燃料タンクの水分除去 

燃料タンク内の水分を除去するときは、スバル純正水分除去剤をお奨めしまず。 

■寒冷地用ワイパーブレードの装着 

•寒冷地用ワイパーブレードは、ブレードの金属部分への雪の付着を防ぎ、降雪期の視界 
確保ができまず。 

• 寒冷地用ワイパーブレードは、お車のサイズに合ったスバル純正部品をご使用ください。 

- を意 ;- 

高速走巧時には、通常のワイパーブレードより拭き取りにくくなることがあ 
ります。その場合には、速度を落として走巧してください。 


- アドバイス） - 

寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時期は、通常のワイパーブレード 
に交換してください。 
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走巧ずる前に 


走行ずる刖に 

■足廻りの点検 

車の下をのぞいて足廻り（ブレーキ廻り、ブレーキホース）に雪や氷のかたまりが付着し 
ていないか点検してください。 

雪道を走行したり、吹雪の中に駐車したときは足廻りに雪や氷が凍結し、八ンドルの切れ 
やブレーキの効きが悪くなることがありまず。付着している雪や氷を取り除いてくださし、。 

— ( Tzh を意 ) - 

雪や氷を取り除く場合は鋭利なものや硬いもので叩いたりして車を傷つけな 
いでください。 

ABS 装着車には各タイヤの内側に ABS の車速センサーを取り付けていまず。 

これらに傷をつけないようにとくに気をつけてください。 


■屋根の雪の除去 

走行する前に屋根に積もった雪を取り除いてください。走行中にガラス面に落下ずると、視 
界の妨げとなり危険です。 

■フロントガラス下側の雪の除去 

雪がたまっているとワイパーブレードが定位置まで戻れず、作動し続けることがあります。 
作動し続けるとワイパーが損傷ずる場合がありまずので、雪を除去してワイパーを使用し 
てくださし、。 

■ガラス面の雪や霜の除去 

プラスチックの板などを使用し、雪や霜を取り除いてください。 

—— アドバイス） - 

金属製の板を使巧ずるとガラスに傷がつくおそれがあります。 


■ドアを開けるときには 

ドアが凍結しているときに無理に開けると、ドア廻りのゴムがはがれたり、亀裂が発生ず 
ることがありまず。めるま湯をかけて氷を溶かしてから開けてください。その後、すぐに 
水分を充分拭き取ってください。 

又面アドバイス） -1 

I ドアのキー巧にはめるま湯をかけないでください。ま結することがあります 。I 
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走巧ずる前に 


■乗るときには 

靴についた雪や氷をよく落としてください。 

ペダルを操作ずるときに滑ったり、室内の湿気が多くなってガラスが曇ることがありまず。 

■暖機運転中 

アクセルペダル、ブレーキペダルなどの操作が円滑にできるかを確認してください。 

■ワイパーなどの凍結 

ワイパー、電動リモコンミラー、パワーウインドウなどが凍って動かない場合は無理に動 
かそうとしてスイッチを押し続けたりずると、装置を傷めたり、バッテリー上がりを起こ 
すおそれがありまず。 

無理にワイパーを作動させるとワイパーブレードのゴムが切れることがあります。 

ワイパーブレードがガラスに凍りついたときは、めるま湯をかけるか、が下の操作を行い 
ガラスを暖めてください。 

.フロントガラスは、エアコンの吹き出し口切り替えダイヤルを而？（デフロスター）にし 
てくださし、。 

. リヤガラスは、リヤウインドウデフ ォッ ガーを使用してください。 

な 3— 15、 4 — 3ぺージ参照 
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走行するとき、駐車するとき、洗車ずるとき 

走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 

走行するときは 

■控えめな運転をむがけてください 

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着していても、急発進、急加速、急ブレーキ、急 
八ンドルは避けてください。 

エンジンブレーキを使って速度をコントロールずるようにむがけてください。なお、滑り 
やずい路面ではシフトダウンによる急激なエンジンブレーキを避けてください。 

タイヤがスリップずるおそれがあります。 

；—— C ^ アドバイス） - 

I 雪道や凍結路など滑りやすい道では、 2 速ギヤでの発進をお奨めしまず。 

Iチェンジレバーを" 2" にしまず。（マニュアル車） 

I AS- 32ぺージ参照 


■ブレーキの効きを点検してください 

ブレーキに雪や氷が付着して効きが悪くなることがありまず。 

走行を開始するとき、車や道路の状況に注意してブレーキの効]きを確認してください。 
効きが悪い場合には、回復するまでブレーキを軽く踏み続けてください。 

ブレーキの効きが回復しないときはブレーキの異常が考えられまずので、直ちにスバル販 
売店で点検を受けてください。 

■八ンドルの切れを点検してください 

走巧中、足廻りに雪が付着ずると八ンドルの切れが悪くなることがありまず。ときどき車 
を止め、足廻りを確認し、取り除いてください。 

☆己一日ページ参照 

■へッドランプを点検してください 

へッドランプが汚れていると正常に照らせませんので、汚れを拭き取ってください。 

HID へッドランプ装備車は、 HID ランプの発熱量が少ないため雪が溶けにくい場合がありま 
す。雪を落として走行してください。 

■積雪などにより、ワイパーが途中で止まったとき 

車を安全な場所に停めてワイパースイッチを OFF、 エンジンスイッチを Acc または LOCK 
にし、ワイパーが作動できるように積雪などの障害物を取除いてください。 



寒冷地での使いかた 


R2 RC1-098001-107000, RC2-039001 〜041100 


5-7 




走行ずるとき、駐車ずるとき、洗車ずるとき 


駐車ずるときは 


■駐車ブレーキの凍結に気をつけてください 

駐車 ブレーキを かけておくと、駐車 ブレーキが 凍結することがあります。 

次の要領で駐車してください。 

. マニュアル車はチェンジレバーをが下の位置に入れまず。 

下り坂；" R " 

登り坂；" 1" 

. i - CVT 車はセレクトレバーを回に入れまず。 

• 輪止めをしまず。 

■ボンネット側を風下に 

風の当たる部分は、予想が上に低温となります。バッテリー上がりを防ぐためにもボンネッ 
卜側を風下に向けて駐車してください。 

■屋外に駐車ずるときは、ワイパーアームを立てておいてください 

. ワイパーブレードがガラスに凍りつくことを防ぎまず。凍りつくとラバーにくせがつく 
ことがありまず。 

. ワイパーアームを立てるときは運転席側を先に起こしてから助手席側を立てます。戻す 
ときは助手席側のワイパーアームを先に戻してから運転席側を戻してください。 


洗車ずるときは 


■凍結防止剤を散布した道路を走ったとき 

早めに洗車してください。洗車するときは下廻りと足廻りも充分に洗ってください。 

放置すると鐘の原因となりまず。 

■洗まのしかた 

☆6- 10ぺージ参照 

■洗車後の注意 

洗車後、ボディ廻りの水分をよく拭き取ってください。とくにドア廻りは凍結しやずいと 
ころでず。 

また、ブレーキも凍結することがありますので、後続車や道路の状況に;ま意して効きを確 
認してください。 

☆6- 10ぺージ参照 
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6 日常点検•車の手入れ 

日常点検 

バッテリー液量の点検 . 6- 5 

タイヤおよびホイール . 6- 5 

車の手入れ 

日常の手入れ . 6-9 

外装の手入れ . 6-10 

内装の手入れ . 6-12 

ワイパーブレードの交換 . 6-14 

タイヤ-ホイールの交換 . 6-18 

バルブ（電球）の交換 . 6-21 

ヒューズの点検•交換 . 6-25 

エアフィルターの交換 . 6-29 

リモコンキーの電池交換 . 6-29 

携帯機の電池交換 . 6-31 
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日常点検 


バッテリー液量の点検 

■バッテリーの液量はときどき点検して 

バッテリーの液量が下限 (LOWER LEVEL ) が下になったまま使用または充電すると、バッ 
テリーが爆発するおそれがあります。バッテリーの液量はときどき点検し、少ないときは 
上限 (UPPER LEVEL ) まで補充してください。 

☆7-22 ぺージ参照 


タイヤおよびホイール 

■タイヤの点検 

下記事項を日常的に点検してください。 

• タイヤに大きな傷はないか 
•くぎは刺さっていないか 
• 石は幡み込んでいないか 
. 異常な摩耗はないか 

タイヤに損傷や異常摩耗が認められたときは、お近くのスバル販売店にご相談ください。 

— ( Tzh を意 ) - 

. 縁石にぶつかったときや荒れた路面を走巧したときの衝撃でタイヤやホ 
イールが目に見えない損傷を受けることがあります。縁石に乗り上げない 
ようにむがけてください。やむを得ず縁石に乗り上げる隙はゆっくりと、 

直角に乗り上げるようにしてください。また、駐車するときはタイヤが緑 
石に押しつけられていないか確認してください。 

• 走巧中いつもと違う振動を感じたり、車両の直進性が悪いよラであれば、 

いずれかのタイヤおよびホイールが損傷を受けている可能性がありまず。 

お近くのスバル販売店まで安全を確かめながら走行して点検を受けてく 
ださい。 


■タイヤ空気圧と摩耗 

タイヤの空気圧を適正に保つことは、タイヤの寿命を延ばずだけでなく走行性能の点で非 
常に重要です。スペアタイヤを含むタイヤの空気圧は、最低でも巧に1回は燃料補給の際等 
に点検し正しく調整してください。また、長距離走行の前にも必ず点検してください。 

空気圧の点検は、タイヤが冷えている状態で実施してください。空気圧ゲージを使用し、夕 
イヤ空気圧ラベルに記載されている指定値どおりに調整してください。 

次ページへ与 
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日常点検 


马前ページより 


タイヤ空気圧ラベルは運転席側のドアを開け 
たボディ側に貼られています。 

タイヤはわずかな距離を走っただけでも暖ま 
り空気圧は上昇しまず。また、タイヤの空気 
圧は気温の影響も受けますので、空気圧の点 
検は屋外で運転開始前に巧ラのが最良です。 
タイヤが暖まっているとタイヤの中の空気が 
膨張するために空気圧は高くなるので誤って 
空気圧を下げないでください。 


- Z& を意） - 

.タイヤが暖まっているときは約30 kPa (0.3 kgf/cm2) 空気圧が高くな 
ります。 

.タイヤが冷えている状態とは、車を3時間が上駐車しておく力、、走行距離 
カリ km が下の走巧を意味します。 



タイヤ空気圧が適正でないと操縦性能や乗りむ地を悪化させるとともにタイヤの偏摩耗や 
異常摩耗の原因となります。 

. 空気圧が適正である場合… 

タイヤの接地面が均一に摩耗。 

路面との接地性が良く八ンドル操作が正確に 
なります。 

車輪のあ抗が減るため燃料消費量が減少しま 
す。 



. 空気圧が不足している場合… 

タイヤの接地面の端部が摩耗。 

車輪の抵抗が増えるため燃料消費量が増加 
しまず。 



700020 
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日常点検 


空気圧が過大な場合… 

タイヤ接地面の中央部が摩耗。 

車の乗りむ地が悪くなりまず。 

タイヤが路面の凹凸の影響を受けやすくな 
り、車両故障の原因になります。 



とくに空気圧が低い状態のまま高速走行するとタイヤは極端に変形しタイヤ 
自体の温度が急激に高くなりまず。タイヤ温度の急激な上昇は、タイヤの接 
地面にセパレーシヨン（剔離現象）を生じさせ、タイヤの破裂を引き起こす 
原因になることもあります。その結果、車両のコントロールを失い事故につ 
ながるおそれがあります。 


■ホイールバランス 

新車時、各ホイールのバランスは調整してありますが、しばらく使用するとタイヤの摩耗 
とともにホイールバランスが狂ってきます。 

ホイールバランスが適正でないと特定の速度域で八ンドルがル刻みに振動したり、直進性 
が悪くなったりするばかりか、ステアリング系統やサスペンションの故障およびタイヤの 
異常摩耗などの原因となります。ホイールバランスの狂いを感じたらスバル販売店でホ 
イールバランスを点検•調整してください。 

タイヤの修理をした隙、またはタイヤを交換した隙もホイールバランスの調整をしてくだ 
さい。 

■ホイールアライメント 

車両の直進性、旋回性を確保するため、あらかじめサスペンションに設定されている角度 
です。 

縁石にぶつかったりずるとホイールアライメントが狂ラことがあります。 


■{ /!^を意 


ホイールアライメントが狂っていると、タイヤの片側だけが摩耗したり走巧 
安定性が低下します。タイヤの異常摩耗に気がついたらスバル販売店にご相 
談ください。 
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日常点検 


■ウェアインジケーター 

タイヤには、ウェアインジケーター（摩耗状 
況を表示するもの）がついています。タイヤ 
の接地面の溝の深さが 1.6 mm が下になると 
現れまず。 

タイヤの接地面にウェアインジケーターが現 
れたときにはタイヤを交換してください。 



ウェアインジケーターが現れたら、タイヤの摩耗が限度が上になっています。 
ずぐにタイヤを交換してください。 


ウェアインジケーターが現れたままで雨天の高速走行をすると、八イドロプ 
しーニング現象*を起こしやすく、その結果車両のコントロールを失い、事 
故につながるおそれがあります。 

本水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間にかが入り込み、 
タイヤが路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキが劾かなくなる現象 



— を意 J - 

安全のためにタイヤの接地面を定期的に点検しウェアインジケーターが現れ 
る前に新品と交換するよラむがけてください。 
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車の手入れ 


車の手入れ 

日常の手入れ 

■手入れのしかた 

下記のような場所を走行した後や、塗装面に異物が付着した場合は、必ず洗車してくださ 

い。 

また、飛び石などにより、塗装面に傷がある場合、請の原因となりまずので早めに補修して 

ください。 

.凍結防止剤を散巧した道路や海岸地帯、めかるみ、砂地、砂利道を走行した後は、續の 
原因となりまずので車体の下廻り、足廻りを念入りに洗ってください。 

. コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、樹液などがついたとき。 

■保管のしかた 

車の保管、長期間の駐車には次のよラな場所をお奨めしまず。 

• 直射日光が当たらない風通しのよい場巧。 

. 鉄道線路わきや農薬などの化学薬品が飛散する場所、木のそばを避けまず。 

. いたずらされにくい場所。 

f (向アドバィス> - 

.ラフ ロード等を走行し、泥や砂が床下部に付着したままで放置ずると、續 
の原因となりまず。ラフロード等の走行後には、床下部を洗車し堆積した 
泥や砂を洗い流してください。なお、洗車する場合は先の尖ったものや鋭 
利なものを使わないでください。ブレーキホースや配線等に傷をつけるお 
それがあります。 

•夏期の屋外に車を止めると車内温度が非常に高くなりまず。可燃物（ライ 
ターやスプレー宙など）は置かないでください。また、インストルゾント 
パネルの上、シートの上にゴム類を置かないでください。変色することが 
あります。 

I .長い間車を使用しない場合には、駐車ブレーキを引かずに「1」あるいは 
「 R 」 （マニュアル車）/回 （ i - CVT 勒に入れ、輪止めをして車が動かない 
よラにしてください。 

また、ワイパーを立てても'いてください。ブレード（ゴム）のくせ付きや 
ミちれの付着を防止できまず。 

. ワイパーアームを立てるときは運転席側を先に立ててから助手席側を立 
てまず。戻すときは助手席側のワイパーアームを先に戻してから運転席側 I 
を戻してください。 I 

. ボディカバーについて、下記の点をお守りください。 

-スバル純正品の中からきに合ったものを選んでください。 

-ときどき水洗いして砂ぼこりなどを洗い流してください。 

-風で飛ばされないように確実にかけてください。 

一雨の後はボディカバーを外し、車とボディカバーを乾かしてください。 
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車の手入れ 


外装の手入れ 


■洗まのしかた 

• 水を充分かけながら洗車します。 

. ボディは柔らかいスポンジやセーム皮を使って洗いまず。 

•足廻り、フェンダー内側、下廻りなどを洗ラときはゴム手袋を着用し、八ンドブラシな 
どを使って洗います。泥や砂などをよく落としてください。 

• 拭き残しがないようにきれいに水を拭き取ります。 

. 汚れがひどいところは中性洗剤で洗い、さらに水で完全に洗い落とします。 

— ( TA を意 ) - 

. エンジンルーム内には直接水をかけないでください。エンジン始動不良や 
エンジン不調、電気部品、配線部、パワーステアリングの故障、クラッチ 
切れ不良、ブレーキの劾き不良などの原因につながるおそれがあります。 

•洗車後は、ブレーキの効きが悪くなることがあります。後続車に注意しな 
がらブレーキの効き具合を確かめてください。 


-(0 アドバイス ) - 

•スーパーチヤージヤー車において、ボンネットのエアインテークグリルに 
は水をかけないでください。 

. アルミホイールはセーム皮、スポンジなど柔らかいもので洗います。 

ミちれがひどいときは、中性洗剤を使って洗い、ワックスがけをしてくださ 
い。 


•自動洗車機を使ラとき 

. ドアミラーを格納してください。 

• アンテナのロッドを取り外してください。 

取り付けたままだと、ルーフに傷がつく場合がありまず。 

な 4 — 14ぺージ参照 

• 自動洗車機の種類によっては、ブラシが引っかかりリヤワイパーを損傷させるおそれが 
あります。洗車前に自動洗車機の使いかたをよく確認し、リヤワイパーを損傷させるお 
それがある場合はリヤワイパーをガムテープで固定してください。係員がいる洗き場で 
は、係員の指示に従ってください。 
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車の手入れ 


♦高圧洗ま機を使ラとき 

. 洗車ノズルと車体との距離を充分離してください。 （30 cm が上） 

. 同じ場所を連続して洗浄しないでください。 

. ミちれが落ちにくい場合は手洗いしてください。洗車機から噴射される温水は機種によっ 
ては高温•高圧のものがあるので、モールなど樹脂部分の変形、損傷や車内に水が入る 
ことがありまず。 

. スーパーチヤージヤー車において、ボンネットのエアインテークグリルに洗きノズルを 
近づけないでください。インタークーラーのフィンが曲がることがあります。 

■ワックスのかけかた 

洗車のあと、ボディの温度が体温が下のときワックスがけをします。 

—— 广^アドバィス） - 

お使いになるワックス、コンパウンドの使用上のミち意をよく読んでから使用 
してください。 I 


■バンパー塗装面のお手入れ 

バンパーの塗装面を末永くきれいな状態でお乗りいただくために、が下のような日常のメ 
ンテナンス方法をお奨めします。 

①中性洗剤を巧いてバンパーに付着したミちれをよく洗い落としてください。 

@塗装表面に汚れが付着した状態で長期間放置ずると、'方れが表面に固着して落ちにくくな 
りますので、こまめな洗車を巧ってください。（少なくとも月に1回程度を目安とし、汚 
れが目立ってきたらその都度洗車してください。） 

感洗車をしてもバンパーの;'ちれが落ちきらない場合は、微粒子コンパウンド、またはコンパ 
ウンド入りワックス（推奨品；サンジェット200 0) を用いてのお手入れを行ってくださ 

い。 

@最後にワックス仕上げを巧ってください。 

Cffi アドバイス） - 

【酸性雨に注意】 

バンパーに限らず、雨（酸性雨）が降ったときは、出来る限り塗膜上の水分 
が蒸発ずる前の洗車をお奨めしまず。そのままの状態で時間が経過すると、 

塗膜が酸で侵される事がありまず。その他、鳥糞•虫•花粉•樹液などの付 
着は、放置されると塗膜を侵す原因となりますので早めに洗い落としてくだ 
1さい。 
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車の手入れ 


■ガラスの手入れ 

油膜などがガラスについてワイパーの拭き残しが出たときは、ガラス洗浄剤を使ってきれ 
いに落としてください。 

ガラス洗浄剤はスバル純正品を使用してください。 

— アドバイス） -1 

. フロントガラスにワックスが付着したり、窓ガラス用かはじき剤を使用し 
まずと、ワイパーのビビリの原因になります。 

I . フロントガラスにワックスが付かないよう注意してください。ガラスに被 
I 膜、油膜が付着していると、ワイパーの拭きが悪くなります。また、夜間 
の雨降りの場合、対向車のへッドライトでガラスがぎらぎら光り大変危険 
でず。 

このようなときは、油膜落とし専用のガラスクリーナーで除去してくださ 
い。 

. リヤガラス（電熱線）を車内から拭くときは、ガラス洗浄剤を使わず、柔 
らかい布などで軽く、電熱線に沿って拭いてください。洗浄剤を使ラと、 

リヤウインドウデフオッガーの電熱線を摸傷ずることがありまず。 


内装の手入れ 


①力ークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除きます。 

@水またはめるま湯を含ませた布で軽く拭き取ります。ミちれがひどいときは中性洗剤の水 
溶液を柔らかい布に軽く含ませて、ミちれを落とします。 

飲食物などをこぼしたときは、ずぐに汚れを落としてください。 

@直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾燥させます。 



. シートベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤を絶 
巧に使用しないでください。シートベルトの強度がお下し、衝突などのと 
き充分な効果を発揮せず、重大な傷害を受けるおそれがありまず。清掃す 
るときは中性洗剤かめるま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使巧しな 
いでください。 

• 室内の清掃などで車内にかをかけないでください。 

オーディオ 類や フロアカーぺッ ト下の電気部品などに水がかかると火災 
や故障の原因になるおそれがありまず。 


6-12 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 




車の手入れ 


- 〔向アドバイス） -1 

•内装の手入れをずるときは、ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸、ま 
たはアルカリ性の溶剤は使用しないでください。変色やシミの原因になり 
ます。また、各種クリーナー類には、これらの成分が含まれているおそれ 
がありまずのでよく確認のうえ使用してください。 

. 液体芳香剤をこぼさないように注意してください。含まれる成分によって 
は変色やシミ、塗装はがれの原因になるおそれがありまず。 


■本革内装の手入れ 

ミちれ落としには、ウール用中性洗剤を日％濃度にラずめた液を柔らかい布に軽く含ませて拭 
いてください。 

残った洗剤分は、真水を含ませた柔らかい布でよく落としてください。 

. 乾燥は直射日光を避け、風通しのよい日陰で巧ってください。 

.ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤は変色、シミなどの原因になりまずので使巧しない 
でください。 

. 本革内装表面に油汚れなどがつくとカビやシミなどの原因になりまず。早めに落として 
ください。 

.本革内装表面を直射日光に長時間さらずと、変質、縮みの原因になります。駐車すると 
きは、日よけにむがけてください。 

• 夏期などにビニール類を本革内装の上に置かないでください。室内が高温になるとビ 
ニールが変質して本革内装に付着ずることがあります。 

■その他の手入れ 

エアコン操作部、メーター、才ーデイオ操作部、インストルゾントパネル、コンソールボッ 
クス、スイッチなどのプラスチック部品を清掃するときは、めれた柔らかい布を使巧して 
ください。 

きれいで柔らかい布を水あるいはめるま湯に浸し、ミちれを軽く拭き取りまず。 


日常点検•車の手入れ 
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車の手入れ 


ワイパーブレードの交換 


■ワイパー本体の交換 
参フ□ン h 

①運転席側のワイパーアームを起こしてから、助手席側のワイバーアームを起こしてくだ 
さし、。 


②ワイバーアームについているツメを}甲しな 
がらブしードを矢印の方向に引いて外して 
ください。 


⑤ワイバーアームに新品のワイパーブレード 
を取り付けてください。このときブレード 
のフックが確実に固定されていることを確 
認してください。 




④手を添えながら助手席側のワイパーアームを元の位置に戻し、運転席側のワイパーアー 
ムも手を添えながら元の位置に戻して ください。 
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車の手入れ 


•リサ 

①ワイ パーアーム を 起こし、 ワイ バーブし_ 
ドを反時計回りに回してください。 



②ワイパーアームを手で支えながら、ワイ 
パーブしードを手前に引き、取り外してく 
ださい。 



③ワイバーアームに、新品のワイパーブレードを取り外しの逆手順で取り付けます。手を 
添えながらワイバーアームを元の位置に戻してください。 

■ブレードラバーの交換方法 
参フ□ント 

①古いブレードラバーを引き巧きます。図の 
よラに凸部分をつまんで引き巧いてくださ 
し、。 



次ぺージへ=> 
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車の手入れ 


马前ページより 


©新しいブレードラバーを挿入します。この 
とき、ラバーの溝を間違えないように挿入 
してください。 



700015 


感 ブ しー ド ラバー 先端のストッ パーに ブ レー 
ドのツメを確実に挿入してください。 
適切に挿入されていないとガラス面に傷を 
つけるおそれがあります。 



700016 


④確実に装着されているか、確認してからワイパーを作動させてくださし、。 
適切に装着されていないと、ガラス表面に傷をつけるおそれがあります。 


•リヤ 

①ブレードラバー端部をワイパーブレードか 
ら外してください。 
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車の手入れ 


@ワイパーブレードのツメ部からブレードラ 
バーを引き抜いてください。 



ワイパーブレードに新品のワイパーブレードラバーを挿入してください。このとき、ブ 
レードラバーの溝部にワイパーブレードのツメ部が挿入されていることを確認してから 
ワイパーを作動させてください。適切に装着されていないと、ガラス面に傷をつけるお 
それがありまず。 


— I ^ アドバイスが - 

ワイパーブレード本体およびブレードラバー(ゴム）はスバル純正品をご 
使用ください。純正品が外を使用すると、適切に装着できない場合があり 
ます。 

ブレードラバーは交換部品です。傷んだままのブレードラバーを使い続け 
るとガラスに傷をつけるおそれがあります。払拭性能が落ちてきたり、ス 
ジつきが目立つよラになったら早めに交換してください。 

ブレードラバーの寸法は下記のとおりでず。 

フロント 

運転席側： 550 mm 
助手席側： 350 mm 
リャ: 305 mm 

起こしたワイパーを戻すときは、手を添えながら、ゆっくりとウインドゥ 
ガラス面へ戻してください。スプリングの力だけで離れた位置から戻すと 
ワイパーアームの変形や、フロントガラスに傷がつくことがあります。 
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車の手入れ 


タイヤ • ホイールの交換 


■回転方向指定タイヤ 

回転方向が指定されているタイヤには回転方 
向マークが表示されています。タイヤを取り 
付けるときには回転方向マークを前進方向に 
合わせてください。左右を入れ替えないでく 
ださい。 



■タイヤの位置交換（タイヤローテーション） 

タイヤの摩耗は、各タイヤごとで異なります。タイヤの寿命を延ばすには、タイヤの摩耗 
を巧一にする必要があります。5,000 km ごとに前後のタイヤの位置交換を巧うことが最善 
でず。 

回転方向指定タイヤの場合 回転方向指定タイヤが外の場合 


♦ 


1 



: 

* 塵 


前 




♦ 


1 



700400 







700401 


— (向アドバイス） - 

タイヤの位置交換をする際は、タイヤの偏摩耗や損傷を確認し、必要に応じ 
てタイヤを交換してください。 

タイヤの位置交換後、タイヤ空気圧を調整しホイールナツトの締め付けを確 
認してください。 

約1，000 km 走行後にホイールナツトの締め付け具合を点検してくださし、。 
いずれかのナツトがゆるんでいるよラであれば締め付け直してください。 
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車の手入れ 


■タイヤの交換 

ホイールおよびタイヤは単なる付属品ではなく、設計上でも大変重要な役割を果たしてい 
まず。 

お車には、走巧性能と乗り/じ、地と寿命をバランスさせた、車の性格に最も合ったタイヤが 
標準装備として取り付けられていまず。タイヤを交換ずる際は、タイヤ空気圧ラベルに指 
定されているタイヤを使用してください。 

タイヤを交換ずるときは、下記事項をお守りください。 

• 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同一 木 一力一、同一銘柄および同ートレッドパ 
夕ーン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

. 著しく摩耗したタイヤは使用しないでください。 

• 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

. タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 



. 4輪のラち1輪でも異なるタイヤを装着すると、車両の駆動系の損傷につな 
がるおそれがあり危険です。また、操縦性•ブレーキ性能を危険なものに 
し、事故につながる可能性がありまずので、下記事項をお守りください。 
— 4 輪とも必ず、指定サイズ、同ーサイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 

-著しく摩耗したタイヤは使巧しないでください。 

-摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しないでください。 

-タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってください。 

-応急巧スペアタイヤは、指定されたサイズを、指定した位置に装着して 
ください。 

☆7-3 ぺージ参照 

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着するときも同様です。 

. ラジアルタイヤが外は装着しないでください。操縦性を危険なものにし、 
事故につながるおそれがありまず。 
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車の手入れ 


■ホイールの交換 

. ホイールを交換するときは、必ず指定サイズで同一種類のホイールを取り付けてくださ 

い。 

. ホイールの サイズは サービスデータを ご覧ください。 

☆8 — 6ページ参照 



仕様違いのホイールを装着しないでください。ホイールがブレーキに接触し 
たり、タイヤと車体とのずき間が変わることで操脈時にタイヤがき体に接触 
し、車両のコントロールができなくなり、事故につながるおそれがありまず。 


— アドバイス） - 

.ホイールは、リムサイズやオフセットが同じでも、他の車の物は使えない 
場合があります。お手持ちの物をご使用になるときは、スバル販売店にご 
相談ください。 

. アルミホイールには荷重制限がありまずので、交換するときはスバル販売 I 
店にご相談ください。 

• タイヤやホイールを交換したときは、ホイールバランスを確実にとってく 
ださい。 
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車の手入れ 


バルブ（電球）の交換 _ 

交換方法が記載されていない電球の交換につきましてはスバル販売店にご相談ください。 


(11) (12) 



600768 


番号 

バルブ情球） 

容量 

バルブ形式 

(1) 

前照灯（へッドランプ） 

八ロゲン装着車 

12V-60/55W 

H 巨 2 

HID 装着車 

1 2V-35W 

D2S 

に） 

前部霞灯（フロントフォグランプ） 

12V-51W 

H 巨 4 

(3) 

車幅灯（ポジションランプ） 

A □ゲンのけ装着車 

1 2V-5W 

W5W 

(4) 

車幅灯（ポジションランプ） 

HID バルブ装着車 

1 2V-5W 

W5W 

(5) 

前面方向指示な兼非常点滅表示灯 

12V-21W 

WY21W 

(6) 

側面方向指示灯兼非常点滅表示灯 

1 2V-5W 


(7) 

尾灯兼制動灯 

12V-5W/21W 

W21/5W 

(8) 

後退灯 

12V-21W 

W21W 

(9) 

後面方向指示な兼非常点滅表示灯 

12V-21W 

W21W 

(10) 

ライセンスランプ（番号表示灯） 

1 2V-5W 

W5W 

(11) 

バニテイミラーランプ 

1 2V-5W 

巧型バルブ 

(12) 

ルーム ランプ 

1 2V-8W 

巧型バルブ 


※バルブ交換時はランプ ASSY 交換になります。 

八イマウントストツプランプは LED タイプとなります。 
交換はスバル販売店にご相談ください。 



日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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車の手入れ 



HID へッドランプは高電圧を使用しています。不適切な取り扱いや分鮮を巧 
うと感電するおそれがあります。 HID へッドランプのバルブ交換はスバル販 
売店にご依頼ください。 


- を意) - 

• 定められたワット数のものと交換してください。大きなワット数のものに 
交換すると、車両火災の原因につながるおそれがありまず。 

.八ロゲンバルブはガラス球内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつ 
けたり、傷をつけたりすると損傷してガラスが飛び散ることがあります。 
取り扱いには充分に注意してください。 

. 八ロゲンバルブの電球の表面に手などが触れないよラにしてくださし^。使 
巧時電球が高温になるため、油などが付着ずると寿命が短くなります。触 
れた場合は、中性洗剤のラずい水溶液を柔らかい巧に含ませてよく拭き 
取ってください。 


— アドバイス） - 

.ヘッドランプ、制動灯などのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることがありまず。これはランプ内部と外気 
の温度差によるもので、雨天時などに窓ガラスが曇るのと同様の現象であ 
り、機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴がついているときや、ランプ内にかがた 
まっているときは、スバル販売店にご相談ください。 

. 取り外した部品をなくさないようにして、元どおりに取り付けてくださ 
し、。電球のソケットなどが確実に取り付けられていないと、水が入る原因 
になりまず。 

•電球を交換したときは、点灯、消灯、点滅を確かめてください。 

. へッドランプを交換したときは法令で定められた光軸調整が必要となり 
ます。 

スバル販売店にご相談ください。 

. マイナスドライバーを使用してレンズを取り外すときは、レンズを傷付け 
ないために、ドライバーの先端をビニールテープや布で覆ってください。 

. レンズをネジで締め付けるとき、締め過ぎてレンズを割らないように気を 
つけてください。 
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車の手入れ 


■ライセンスランプ（香号表示灯） 

①ネジに本）をゆるめ、レンズを外します。 




②ソケットから電球を引き巧きます。 



^-し0アドバイス）- 

レンズを外ずとき 

1レンズを傷つけないよう、なるべく細いマイナスドライバーを使ってください。 


日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 


6-23 



車の手入れ 


■バニテイミラーランプ 

①しンズの縁にマイナスドライバーを差し込 
み、レンズを取り外します。 



70附06 


②電球を取り外します。 



■ルームランプ 

①しンズの縁にマイナスドライバーを差し込 
み、レンズを取り外します。 



700337 
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車の手入れ 


②電球を引きあきまず。 



■その他のランプ 

電球交換の作業が難しいため、スバル販売店へ依頼してください。 


ヒューズの点検•交換 


バッテリーが上がっていないのに、ランプが点灯しない、電気装置が動かないときは、 
ヒューズ切れやバルブ（電球）切れが考えられます。 

この場合、が下の手順で確認してください。 

①エンジンスイッチを LOCK の位置にします。 

( D ヒューズが切れていないかを点検しまず。 

• 故障の状況から点検すべきヒューズをヒューズボックスカバー、グローブボックス裏の 
表示で確認し、点検します。 

③切れているときは、ヒューズを交換します。 

■ヒューズボックスの位置 

•エンジンルーム内 

ボンネットを開け、ヒューズボックスカバー 
を取り外しまず。 




日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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車の手入れ 


•室内 

助手席側グローブボックスの奥にあります。 


▼取り外し手順 

①助手席側のグローブボックスを引き取り外 
してくださし、。 


②カップホルダーを引き出し、カップホル 
ダーの下側にある2本のネジを外します。 




▼取り付け手順 

取り付け時は逆の手順で取り付けます。 
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車の手入れ 


■ヒューズの点検•交換 

参ヒューズの外しかた 

ヒューズボックスカバー、グローブボックス 
裏にヒューズが表示されています。故障の状 
況から点検すべきヒューズを確認します。 
エンジンルーム内のヒューズボックスにある 
ヒューズプラーを巧き取ります。 



ヒューズプラーでヒューズをつかみ、抜きま 
す。 



>ヒューズが切れているとき 

ヒューズが切れているときは、エンジンルー 
ム内のヒューズボックスにあるスペア （7.5 A 、 
10 A 、15 A 、20 A 、30 A 各1個）と交換して 
ください。 



次ページへ 



日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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車の手入れ 


马前ページより 


切れたヒューズと同じ容量（アンペア数）の 
ヒューズと交換してください。 


A 


〇 

〇 

A 

0 

0 





vy vy 


B 



切れていない状態 切れている状態 


- し A 注意 - 

ヒューズを交換するときは下記事項をお守りください。 

• 必ずエンジンスイッチを LOCK にしてください。 ON や Acc の場合、シヨー 
卜ずるおそれがあり 危険です。 

• 指定容量のヒューズに交換してください。 

指定が外のヒューズを使ラと故障につながります。 

. ヒューズの代わりに針金や銀紙などは絶対に使わないでください。配線の 
過熱や焼損の原因になります。 


— アドバイス） - 

. ヒューズが切れた場合は、電気系統の異常が考えられます。交換後は、ス 
バル販売店で点検を受けてください。 

. スペアヒューズと交換した後は、スバル販売店でスペアヒューズの補充を 
してください。 


•ヒューズが切れていないとき 

.ライト類が点灯しないときは、電球を点検し、切れているときは交換してください。 

また、電球が切れていない場合は、電気系統の異常が考えられますので、スバル販売店 
で点検を受けてください。 

.ライト類 L 乂外の電気装置が作動しないときは、電気系統の異常が考えられますので、ス 
バル販売店で点検を受けてください。 
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車の手入れ 


エアフイルターの交換：^ 


エアコンにエアフィルターが装着されている場合、快適にお使いいただくため定期的に交 
換してください。 

エアフィルターは、ブレーキペダルの左横にあります。 

■交換時期 

12,000 km 走行ごとまたは1年ごと 


■交換方法 

①カバーを固定しているネジ7本を外します。 
カバーを取り外し、エアフィルターを交換 
します。 



リモコンキーの電池交換 


作動距離が不を定になった場合は、電池の消耗が考えられますので早めに電池を交換して 
ください。 

使用電池……ボタン電池 CR 1620 
①スクリューを1本外します。 



次ページへ马 



日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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車の手入れ 


=>前ページより 

@溝部にマイナスドライバーを差し込み、力 
バーを 外します。 



感電池とリモコンケースの間に絶縁テープな 
どを巻いたドライバーを差し込んで図のよ 
うに取り出します。 



④新しい電池を®極を上にして図のように挿 
入し、カバーを確実に取り付けてください。 



— し注意 - 

電池および取り外した部品は、お子さまが飲み込まないようにとくにご注意 
くださし、。 
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車の手入れ 


<面アドバイスが 


• 液漏れなどを防ぐため、電池の®極と©極は正しく取り付けてください。 
故障の原因となりまずので、次のことに注意してください。 

一端子部分などを曲げない 
一水、油などでめらさない 
-ゴミなどの異物を入れない 

• 電;'也はスバル販売店または時計店、カメラ店などでお求めください。 


携帯機の電池交換 


電波式リモコンドアロックの作動距離が不安定になった場合は、電池の消耗が考えられま 
すので早めに電池を交換してください。 

使用電池……ボタン電池 CR 2032 
①スクリューを2本外し、カバーを外します。 



@電池と携帯機ケースの間に絶縁テープなど 
を巻いたドライバーを差し込んで図のよう 
に取り出します。 



次ぺージへ马 



日常点検•車の手入れ 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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車の手入れ 


马前ページより 


感新しい電池を®極を上にして図のように挿 
入し、カバーを確実に取り付けてください。 



200930 


- し么を意 J - 

電池および取り外した部品は、お子さまが飲み込まないようにとくにご注意 
くださし、。 


— アドバイス） - 

• 液漏れなどを防ぐため、電池の®極と©極は正しく取り付けてください。 
故障の原因となりますので、次のことに注意してください。 

一端子部分などを曲げない 
一水、油などでめらさない 
-ゴミなどの異物を入れない 

. 電池はスバル販売店または時計店、カメラ店などでお求めください。 
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故障したとき 

踏切で動けなくなったとき . 

高速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき 

路上で動けなくなったとき . 

故障時の巧応方法と連絡先 . 


けん引のとき 

けん引してもらうとき . 7-15 

才ーバーヒートしたとき . 7—19 

バッテリーが上がったとき . 7-22 

事故が起きたとき . 7-24 


ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


ジャッキ、ジャッキ八ンドル . 7-2 

xm . 7-3 

応急用スペアタイヤ . 7-3 

パンクしたタイヤの交換 

タイヤ交換手順 . 7-6 

発炎筒について . 7-11 


3 3 4 4 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 

ジャッキ、ジャッキ八ンドル 


■ジャッキ 

荷室の床下に格納されていまず。 
①荷室床のフタを取り外しまず。 



© 荷室左側の床下に格納されています。 
ジャッキを縮めて（左回し）取り出します。 



■ジャッキ八ンドル 

荷室右側のホ下に格納されています。巧のフ 
夕を取り外してからジャッキ八ンドルを取り 
出してください。 



600055 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


工具 


工具は定めた場所に置いておくと、万一のと 
きすぐに取り出しやすく、また、ご自分で必 
要と思われる工具もそろえておくと点検や手 
入れのとき役立ちます。 

. ツール バッグ 

. ドライバー（+、一両方に使えまず） 

. けん引フック 
• ホイールナットレンチ 


600468 



応急用スペアタイヤ 


■スペアタイヤ 


荷室内のフロア部に格納されています。固定 
ネジをゆるめて取り外してください。 



600054 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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ジャッキ、工具、スペアタイヤ 


—- 

応急用スペアタイヤは標準タイヤがパンクしたとき応急用としてのみ使用ず 
るタイヤです。応急用スペアタイヤのホイールに貼ってある注意書をよく読 
み、使用ずるときは次のことを守ってください。 

• 応急用スペアタイヤは後輪のみ装着してください。 

•前輪がパンクしたときは、後輪のタイヤを前輪につけ、後輪に応急用スぺ 
アタイヤを装着してください。 

• 応急用スペアタイヤを装着したときは、80 km / h が下の速度で走巧してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤの空気圧は空気圧ゲージを使用して必ず点検してくだ 
さい。（月1回程度）空気圧が不足している状態で走行すると思わめ事故に 
つながるおそれがありまず。 

空気圧： 420 kPa (4.2 kgf / cm 2 ) (走行前のタイヤが冷えているとき） 
•指定（車載）の応急用スペアタイヤを使用してください。 

この応急用スペアタイヤとホイールはこの車の専巧品でず。他のタイヤや 
ホイールと組み合わせたり、他の車に使用しないでください。 

•応急用スペアタイヤは、タイヤがパンクしたとき、一時的に使用するタイ 
ヤでず。パンクしたタイヤは直ちに修理し、できるだけ早く標準タイヤに 
交換してください。 

• 応急用スペアタイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。雪道、 
凍結道路で前輪がパンクした場合も同様に応急巧スペアタイヤを後輪に 
使巧し、外した後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してくださ 

い。 

• 応急用スペアタイヤを装着しているときは、標準タイヤ装着時よりもき高 
が低くなりまず。突起物などを乗り越えるときは、同じ感覚で運転ずると 
下部をぶつけるおそれがありまず。 

. スリップサインが現れたら新品の応急用スペアタイヤと取り替えてくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤを交換するときはスバル販売店にご相談ください。 
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パンクしたタイヤの交換 

パンクしたタイヤの交換 



• エンジンをかけたままのジャッキアップや、ジャッキアップしてからのエ 
ンジン始動などをしないでください。車が発進ずる場合やジャッキが外れ 
るなど重大な傷害につながるおそれがあります。 

. ジャッキアップしたときは車内に入ったり、き体に振動を与えないでくだ 
さい。ジャッキが外れることがあり危険でず。 

. ジャッキアップしたときは車両の下にもぐり込まないでください。 
ジャッキが外れると重大な傷害につながるおそれがありまず。 


— し么を意 j - 

• ジャッキは必ず車載されたものを使い、他の車のジャッキは使わないでく 
ださい。車載のジャッキが外のものを使用した場合、ジャッキが外れたり、 
車体を変形させるおそれがあります。また、車載されたジャッキは他車に 
は使わないでください。 

• ジ f ッキはタイヤ交換あるいはタイヤチェーンの脱着が外に使わないで 
ください。 

. 平坦で硬いところに駐車して作業してください。 

• ジャッキ使用前に駐車ブレーキを引き、 i - CVT 車はセレクトレバーを回に、 
マニュアル車はシフトレバーを" R " または" 1" にしてください。 

. 輪止めなどをして車を固定してください。 

. 同乗者は必ず車から降ろしてください。 

• ジャッキと車両の間に台やブロックなどを挟まないでください。 

.タイヤを取り付けた後、1，000 km 程度走行したら、もラー度規定の力で 
締め直してください。 

☆7-9 ぺージ参照 

. 車体に振動がでたときはスバル販売店で点検整備を受けてください。パン 
ク修理、タイヤの摩耗、リムの変形などが原因でホイールバランスが狂う 
ことがありまず。 


- C ^ アドバイス） - 

ガレージジャッキ等を使巧してジャッキアップする場合、スバル販売店にご 
相談ください。 



-のとき 


R 2 RC 1-098001-107000, RC 2-039001 〜041100 
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パンクしたタイヤの交換 


タイヤ交換手順 


☆6- 19ぺージ参照 

■交換前にずること 

①交通のじゃまにならず、安全に作業ができる場所にきを止め、エンジンを止めます。 

- 么を意） - 

ま全な場所を選んでください 

地面が平坦で硬く、車がを定する場所を選んで止めてください。 


②駐車ブレーキレバーを確実に引きます。 

⑤マニュアル車はシフトレバーを" R " または" 1" に、 i - CVT きはセしクトレバーを回に 
入れます。 

④ 非常点滅なを点滅させ、人や荷物を降ろし、停止表示板（停止表示灯）を使巧します。 

⑤ 車が動き出さないように交換するタイヤと 
対角線上にあるタイヤの前後に輪止めをし 
ます。 

(図は運転席側後輪タイヤを交換する場合 
を示しています。） 

⑥ ジャッキ八ンドル、ジャッキ、応急用スぺ 
アタイヤ、工具を取り出します。 

☆7-2 ぺージ参照， 

⑦ 応急用スペアタイヤを交換するタイヤ近く 
の車体の下に置きます。 


— (向アドバイス） - 

輪止めは車載されていませんので必要に応じて準備しておいてください。 
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パンクしたタイヤの交換 




次ぺージへ=> 


■ジャッキアップずるとき 

①交換ずるタイヤに近いジャッキアップポイ 
ントの下にジャッキを置き、ジャッキ頭部が 
車体のジヤツキアップポイントにはまるま 
でジャッキを手で回します。 


/I 


600676 


- 心 /h ' ま意 J - 

ジヤツキが確実に車体のジヤツキアツプポイントにかかっていることを確認 
してください。 

ジヤツキアツプポイントが外にジ ヤツ キがかかっているとジ ヤツ キが倒れて 
けがをしたり、車体を傷つけるおそれがあります。 





万-のとき 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 
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パンクしたタイヤの交換 


马前ページより 


©フルホイールキャップ装着車は、ホイール 
キャップの切り义き部にドライバーを差し 
込み、タイヤ側にこじって外します。 


感ホイールナットレンチを使い、全てのホ 
イールナツトを約半回転ゆるめます。 




④ジャッキにジャッキ八ンドルを取り付けま 
ず。ジャッキ八ンドルを回し、タイヤが地 
面から少し離れるまで車体を上げます。 
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パンクしたタイヤの交換 


■タイヤ交換 



— (向アドバイス） - 

タイヤを地面に置くときは、ホイール表面を上にして置いてくださし、。 
下にして置くと、ホイールに傷がつくおそれがあります。 


感ホイールナットを手で回して取り付けま 
す。その後ホイールがガタつかない程度ま 
でホイールナットをホイールナットレンチ 
で仮締めします。 

@ジャッキ八ンドルを回し、車両を下げます。 
©ホイールナットレンチを使巧して、図の順 
香に2、3回にわけてホイールナットを締め 
付けます。 


レンチの柄の先端に 
かける力 

締付トルク 
(参考） 

400〜己〇0 N 
(40 〜日0 kg ) 

80〜100 N-m 
(8 〜10 kg * m ) 
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パンクしたタイヤの交換 


— Z & を意 > >- 

. ホイールナットを締め付けるとき、ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプなどを使って必要が上に締め過ぎないでください。 

.ナット、ホイールの座面、ネジ部にオイルやグリースなどがつかないよう 
にしてください。油がついていると締め過ぎの原因になりまず。 


■パンクしたタイヤの格納 

スペアタイヤが格納されていた場所にしまいます。 

■タイヤ交換後 

.ジャッキ、ジャッキ八ンドル、ホイールナットレンチを元の場所へ戻しまず。 

☆7-2 ぺージ参照 

. 最初はゆっくり走り、異音や振動がないか確かめます。 

.パンク修理後はすみやかに応急用スペアタイヤから標準タイヤ（修理したタイヤ）に交 
換してください。フルホイールキャップ装着車は、キャップを確実に取り付けてくださ 

い。 
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発炎筒に ついて 


発炎筒について 

グローブボックス左下に備えつけてありま 
す。 

使巧方法は発を筒の外筒に書いてありますの 
で、あらかじめ確認しておいてください。 



■発炎筒の使いかた 

①ケースをひねり、ケースを取り外します。 




600029 

②ケースを本体の後部に取り付け、白い 
キャップを取り外します。 
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発炎筒に ついて 


马前ページより 


感本体の先端に、キャップ頭部のすり薬でこ 
ずると着火します。 




600031 



• 発炎筒をお子さまにはさわらせないでください。いたずらなどにより発火 
し、やけどや火災につながるおそれがあります。 


. 燃料など可燃物のそばで使わないでください。引火することがあります。 
•筒先を顔や体に向けたり、人に近づけたりしないでください。やけどをず 
ることがあります。 

• トンネルの中で使わないでください。煙が視界を悪くするので危険でず。 

トンネルの中では非常点滅灯を使用してください。 

☆3- 16ぺージ参照 


— C 向アドバイス） - 

発炎筒はずぐに使えるよラにしておいてください 

発炎筒には有効期限が明示されています。有効期限が切れる前にスバル販売 
店でお求めください。 
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故障したとき 


故障したとき 

踏切で動けなくなったとき 

脱輪などで脱出できないとき、非常ボタンが 
ある踏切では、非常ボタンを押してください。 
非常ボタンがない、位置がわからない、緊急 
を要するときは、発炎筒を使い合図をしてく 
ださい。 


600551 

人面アドバイス ；- 

マニュアル車、 i - CVT 車ともエンジンスイッチをスタートの位置で保持して 
(スターターを回している状態)、一時緊急的にきを動かすことはできません。 

. i - CVT 車は回および圆が外ではスターターが回りません。 

. マニュアル車はクラッチペダルを踏まないとスターターが回りません。 


高速道路、自動車専用道路で動けなくなったとき 

①車を路肩など安全な場所に止め、非常点滅 
表示灯を点滅させ、車の後方に停止表示板 
または停止表示灯を置いてください。 


600552 


次ぺージ へ与 





-のとき 
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故障したとき 


与前ページより 


@全員車から降り、ガードレールの外など安 
全な場所に、すみやかに避難してくださし、。 



600553 


@安全を確保後、救援をたのみまず。 

- C 0 アドバイス> -1 

.停止表示板（停止表示灯）の設置は法律で義務づけられています。 I 

•停止表示板（停止表示灯）は車載されていませんので、必要に応じて準備 I 
しておいてください。 I 


路上で動けなくなったとき 


① あわてず、もう一度エンジンをかけてみてください。 

② エンジンがかからないときは、同乗者や付近の人に巧してもらって安全な場所へ移動し 
てください。 

そのとき、チェンジレバー、セレクトしパーは圆にします。 

☆3-35 ぺージ参照 


故障時の対応方法と連絡先 


① 車を安全な場所に移動するなど、可能な範囲で安全を確保してください。 

② 最寄りのスバル販売店、スバル指定サービスエ場に連絡し、ご相談ください。 

③ スバル販売店、スバル指定サービスエ場に連絡が取れない場合は JAF 口ードサービスに 
連絡し、ご相談ください。 

—— C 0 アドバイスが -1 

•スバル販売店、スバル指定サービスエ場と JAF 口ードサービスの連絡先は I 
別冊の「スバルサービスネットワーク J に記載されています。 I 

I .万一のために、 JAF に入会されることをお奨めします。 I 
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けん引のとき 


けん引のとき 

車の故障などでけん引が必要な場合は、安全のため必ずスバル販売店に依頼してください。 
旅先では、別冊の^^スバルサービスネットワーク」を参考に、スバル販売店、スバル指定サー 
ビスエ場、 JAF ロードサービスに依頼してください。 


けん引してもらラとき 


■けん引方法の違い 

車の仕様によりけん引方法が違います。 

. 車載 （4 輪持ち上げ）の場合 

マニュアル車、 i - CVT 車ともに可能です。トランスミッション（変速機）や駆動装置が故 
障したと思われる場合は車載してください。 

. ロープけん引の場合 

マニュアル 車は可能でずが、 i - CVT 車は、次の条件をお守りください。お守りいただかな 
いと、駆動装置が損傷するおそれがあります。 

-速度 SOkm / h が下で走行してください。 

-走行距離は 30 km を超えないでください。 

• 前輪持ち上げけん引の場合 
2 WD の場合、 マニュアル 車、 i - CVT 車ともに可能でず。 

- (么を意） - 

. AWD 車の場合、前輪のみの持ち 
上げけん引は絶対にしないでく 
ださい。駆動装置が損傷したり、 

車がトレッカー（台車）から飛び 
だすことがあります。 



は絶対にしないでください。駆動 
装置が損傷したり、車がトレッ 
力一始車）から飛びだすことが 
あります。 
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けん引のとき 


■ロープによるけん引 


やむを得ず4輪を接地させてロープでけん引を行う場合は、次の方法で行ってください。 
けん引時は、指定のフックにソフトロープをかけて行ってください。 

①バンバーに傷がつかないようマイナスドラ 
イパ'-の先端をビニールテープや布で覆 
し、、カバーの縁に差し込み、てこの原 a で 




②けん引フックをツールバッグから取り出 
し、取付部にねじ込んでください。 




③ホイールナットレンチなどを使って、確実 
にけん引フックを締め付けてください。 
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けん引のとき 


® ロープを けん引フックにかけ、 ロープ中央 
部に白い布 （0.3 mxO .3 m が上）をつけま 
す。 


600547 


⑤マニュアル車、 i - CVT 車ともに「ニュートラル」にします。 

©エンジンスイッチを ON の位置にします。 

® 駐車ブレーキを解除し、けん引しまず。けん引中は、前の車の制動灯に;ま意してロープ 
をたるませないよラにしてください。 



. エンジンスイッチを LOCK の位置にしたり、キーを抜いたりしないでくだ 
さい。八ンドル操作ができなくなり思わめ事故につながります。 


. けん引フックはけん引時が外に使用しないでください。 

. けん引フックはけん引後、必ず取り外してください。そのままにしておく 
と前面に衝撃を受けたときエアバッグが正常に作動しないことがありま 
ず。 


— し A を意 J - 

.マニュアル車、 i - CVT 車とも「ニュートラル」にしてください。 

. エンジンスイッチを ON の位置にして八ンドルが自由に動くことを確認し 
てくださし、。 

•移動の途中に長い下り坂や急な下り坂があるときは、車載 （4 輪持ち上げ） 

を依頼してください。口ープけん引中はエンジンブレーキがまったく効か 
ないため、下り坂でブレーキを踏み続けるとブレーキが過熱して劾かなく 
なるおそれがあります。 

• 急発進などロープに衝撃を与えないよう運転してください。 

.エンジンを止めてけん引する場合は、次のような現象が起きます。充分注 
意して操作してください。 

-ブレーキ 倍力装置が働かず、 ブレーキの 効きが悪くなります。 

-パワーステアリングが働かず、八ンドル操作が重くなります。 

次ぺージへ 




-のとき 


R 2 RC 1-0 98001〜107000, RC 2-039001 〜041100 


7-17 
























けん引のとき 


与前ページより 


. 駐車ブレーキを確実に戻してください。 

. トランスミッション（変速機）および駆動装置が故障したと思われるとき 
は必ず車載 （4 輪持ち上げ）してください。 

• 故障の内容によりけん引できない場合があります。 

. この車は他車をけん引ずることができません。 

•車両後ち下側にフックがありますが、車両輸送時の固定用でず。けん引に 
は使用しないでください。 

(けん引に使用ずると、バンパー等を損傷させるおそれがありまず。） 


(向アドバイス） - 

ワイヤーロープや金属製のチェーンなどを使ってけん引してもらうときは、 
車体に当たる部分に布を巻くなどして行ってください。 

そのままけん引してもらうと、バンパーを摸傷ずるおそれがありまず。 
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才ーバーヒートしたとき 


才ーパーヒートしたとき 

下記の場合は、才ーパーヒートです。 

. 水温表示灯/水温警告なが赤色に点灯している。 
. エンジンの力が急に落ちる。 

. エンジンルームから蒸気が立ちのぼっている。 





☆3-27 ぺージ参照 


■対処のしかた 

①後続車にミち意し、安全な場所に車を止めます。 

— Cfn アドバイス） - 

エアコンを使用している場合はエアコンを止めてください。 


霞エンジンルームからか漏れ、水蒸気の吹き出しがないときは、エンジンをかけたままボ 
ンネットを開けて風通しをよくします。 

このとき、冷却フアンが回っていることを確かめてください。 

フアンが回っていないときは、エンジンを止めてスバル販売店に連絡してください。 

次ぺージへ=> 



-のとき 
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才ーバーヒートしたとき 


马前ページより 


— C 向アドバイス） - 

エンジンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがあるときは、後続車に注意 
し、車を安全な場所に止め、すぐにエンジンを止めてください。 

スバル販売店に連絡してください。 


感 水温表示灯/水温警告灯が消灯したらエンジンを止めます。 

@エンジンが冷えてから、冷却水量、水漏れなどを点検します。 
⑤リザーパ'-タンク内の液量を確認し、冷却 
かが不足しているときは、補充します。 

☆6-2、6-3、 6-4 ぺージ参照 

リザーバータンクの FULL 位置まで補充し 
ます。 



©ラジェター内の液量を確認し、冷却水が不 
足しているときは、ラジェターキャップの 
口元 （1) まで補充します。 




.エンジンルームから水漏れ、水蒸気の吹き出しがあるとき、蒸気が出なく 
なるまでボンネットを開けないでください。エンジンが高温になっている 
ため、やけどなど重大な傷害につながるおそれがありまず。 


. ラジェターが熱いときはキャップを外さないでください。蒸気や熱湯が吹 
き出して、やけどなど重大な傷害につながるおそれがあり危険です。 
キャップを開けるときは、ラジェターが充分に冷えてから、布きれなどで 
キャップを包みゆっくりと開けてください。 
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オーバーヒートしたとき 


— C ^ アドバイス） - 

.冷却水は、エンジンが熱いときに入れないでください。急に冷たい冷却水 
を入れると、エンジンが損傷ずるおそれがあります。冷却水は、エンジン 
が充分に冷えてからゆっくりと入れてください。 

•:令却水がない場合は、応急的にかを補充しまず。補充ずるかは、軟水また 
は水道水をご使用ください。 


⑦直ちにスバル販売店で点検を受けてください。 



-のとき 
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パッテリーが上がったとき 

下記の場合は、バッテリー上がりです。 

. スターターが回らないか、回っても回転が弱くエンジンがかからないとき。 
. ライトがいつもより極端に暗かったり、ホーンの音がルさいとき。 

■対処のしかた 

押しがけによる始動はできません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接続してエンジンを始動してください。 



• ブースターケーブルをつなぐ前にバッテリー液量を確認してください。 


バッテリー液量が下限 (LOWER LEVEL ) が下で充電すると劣化を早め 
たり、発熱や爆発のおそれがあります。バッテリー補充液を補充してから 
行ってください。 

. ブースターケーブルを接続ずるときは、权下を必ずお守りください。火花 
が発生し、バッテリーから発生ずる可燃性ガスに引火して爆発ずるおそれ 
があり危険でず。また、電子機器やエンジン部品を傷めます。 

-プラス端子とマイナス端子を間違えないでください。 

-プラス端子とマイナス端子を接触させないでください。 

-自車のバッテリーのマイナス端子にケーブルを接続しないでください。 

.バッテリーに火気を近づけないでください。バッテリーからは、可燃性の 
ガスが発生しているので、引火爆発するおそれがありまず。 

•バッテリーを充電するときには、全てのキャップを外し、通気のよい場所 
で充電してください。発生したガスが充満ずると引火爆発ずるおそれがあ 
ります。 

. バッテリー液は希硫酸でず。バッテリー液が身体につかないように気をつ 
けてください。目や皮ふに付くと重大な傷害につながるおそれがありま 
ず。万一付着したときは、ずぐに大量の水で洗;'争し、医師の診断を受けて 
ください。 

. バッテリーの液量がバッテリー側面に示されている下限 (LOWER 
LEVEL ) が下で使用を続けると、容器内の各部位の劣化の進行が促進さ 
れ、バッテリーの寿命を縮めたり、破裂（爆発）の原因となるおそれがあ 
ります。 


— 注意 J - 

ブースターケーブルを接続するときは次の項目をお守りください。 

.12 V のバッテリーを装着している車両と接続してください。 

. ケーブルがオルタネーターベルトなどの可動部品に接触しないようにし 
てください。 

. エンジン回転中にバッテリー端子を外さないでください。電子機器が摸傷 
するおそれがあります。 
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パ'ッテリーが上がったとき 


<ブースターケーブルの接続手順> 

① カバーを外し、ホいブースターケーブルの一方を自車のバッテリーのプラス端子 （1) に 
つなげます。 

② 赤いブースターケーブルのもう一方を救援車のバッテリーのプラス端子に）につなげま 
す。 

③ 黒いブースターケーブルの一方を救援車のバッテリーのマイナス端子 （3) につなげます。 

④ 黒いブースターケーブルのもう一方を自車の車体（バッテリーから離れたボルト （4) な 
ど）につなげます。 

⑤ 救援車のエンジンを始動し、回転数を少し高めにします。 

⑥ 自車のエンジンをかけます。 

⑦ ブースターケーブルをつないだときと逆の順香で外します。 

- (商 アドバイス） - 

早めに最寄りのスバル販売店で点検を受けてください。 


☆8-2 ぺージ参照 
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-のとき 




















































事故が起きたとき 

あわてず次の処置をしてください。 


の続発事故の防止につとめてください 

他の交通の妨げにならないような安全な場所に車を移動させ、エンジンを止めまず。 

受)負傷者の救護につとめてください 

負傷者がいる場合は、医師、救急車が到着するまでの間、可能な応急手当を巧いまず。 


感警察へ届け出をしてください 

事故が発生した場所、状況、負傷者の有無や負傷の程度などを連絡しまず。 

@相手方の確認とメモをおとりください 

相手方の氏名、住所、電話番号などを確認してメモしまず。 

同時に事故状況もメモしておいてください。 

感スバル販売会社と保険会社へ連絡してください 

ご購入されたスバル販売会社と加入の保険会社へ連絡をしまず。 
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サービスデータ 


交換時期については、舗装路を1年に10,000 km 程度走行する車を前提に定めてあります。 
走行距離の多い車や未舗装路を走行ずるなど厳しい使われかたをした車については、別冊 
「ゾンテナンスノート」をご賣ください。 


ス パー ク 
プラグ 

定スクプラグ 

車種 

品香 

メーカー 

電極すき間 

F 

BKR 已 E -1 1 

NGK 

1.0〜 1.1 mm 

R 

LKR 7 AI 

NGK 

0.8〜0.9 mm 

S 

KR 8 BI 

NGK 

0.7〜0.8 mm 

交換時期 

20,000 km ごと 

ブしーキ 
ペダル 

遊び 

指で引いたとき 

0.5〜2 mm 

踏み込んだときの 
床板とのすき間 

約300 N (約30 kaf ) 

の力で踏み込んだとき 

6已 mm が上 

クラッチ 

ペダル 

遊び 

指で}甲したとき 

日〜1日 mm 

切れたときの 
床板とのすき間 


50 mm が上 

駐車ブレーキの引きしろ 

約20 ON 齡 20 kgf ) の 
力でゆっくり引いたとき 

3〜日ノッチ 

タイヤ空気圧 

8 -6 ぺージ参照 

ウォッシャータンク容量 

1.5 £ 

燃料タンク容量 

約30ぶ 

使用燃料 

無鉛レギュラーガソリン 

エンジンの 
タイミングベルト 

使用ベルト 

専用タイミングベルト 

交換時期 

100,000 km ごと 

エアクリーナー 
エレ X ント 

使用部品 

純正エアクリーナエレメント 

交換時期 

40,000 km ごと 

バッテリー型式 

標準仕様 

26 B 17 L (12 V -21 AH ) 

寒冷地仕様 

F、R 

38 己 19 L (12 V -28 AH ) 

S 

44 B 20 L (12 V -34 AH ) 
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サービスデータ 


エンジンオイル* 1 

使用オイル 

スバルモーターオイル SM 5 W -30 

5 W -30 ( SM 級） 

スバルモーターオイル SM 0 W -20 

0 W -20 ( SM 級） 

FREEDOM 

1 0 W -30 

エルフ SM 1 0 W -50 レ•プレイアード 

10 W -50 ( SM 綱 

規定量 

約 2.4 J 2 ( オイルフィルター交換なし時） 

オイルフィルター交換時は約 0.2 《をく 
補充してください 

交換時期 

10,000 km ごと、または12か月ごと 
(どちらか早いほラで実施） 

エンジンの 
オイルフィルター 

使用部品 

純正オイルフィルター 

交換時期 

10,000 km ごと 

フューエルフィルター 

使用部品 

純正フユーエルフィルター 

交換時期 

100,000 km ごと 

マニュアルトランス 
ミッションオイル 
(マニュアル車） 

使巧オイル 

スバルギヤオイルエクストラ 75 W -80 に L -4 相当） 

規定量 

FWD *2 

約2.日ぶ 

AWD*3 

約 3.4 ぶ 

交換時期 

40,000 km ごと 

トランスミッション 
フルード 
( i-CVT 車） 

使巧オイル 

スバル i-CVT • FG 

規定量 

FWD*2 

約 4.7 〜 5.0 ぶ 

AWD*3 

約 5.5_ e 〜5.8£ 

交換時期 

別冊の「 X ンテナンスノート」をご賣ください 

リヤデフアレンシャル 

オイル 

(AWD*3 車） 

量の判定基華 

フイラープラグ巧下端より 

0〜一日 mm 間にあること 

使用オイル 

スバルギヤオイルエクストラ S 75 W -90 ( GL -5 相当） 

規定量 

約0'6《 

交換時期 

40,000 km ごと 


- ' - ' - ' I 

本1:エンジンオイル消費量は新車時から数千 km 走巧ずると安定しはじめます。 ビ 

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点等での急加減速の繰り返し、ま 
たはエンジンの高回転使用頻度が高い等）での走行時は、通常に比べてエンジンオイル I 
の消費が早くなることがあります。このような使用の頻度が高い場合、1000 km 走巧あ夕 
たり0.日 L 〜 1 L 消費する場合もあります。早めの点検•補充をお巽めしまず。 ■ 

本2:前輪駆動車 H 

本3 :全輪駆動車 ■ 
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サービスデータ 


冷却水 

使用冷却水 

スバルクーラント 

規定量 

F 

約 3.5 ぶ 

R 

約 3.8 

S 

約 3.7 £ 

交換時期 

1回目 

40,000 km ごと、または3年目 
(どちらか早いほラで実施） 

2回目が降 

40,000 km ごと、または2年ごと 
(どちらか早いほラで実施） 

ブレーキフルード 

铜フル-ド 

スバル純正ブレーキフルード ( DOT 3) 

(銘柄の異なるブレーキフルードを使巧しないこと） 

交換時期 

初回3年、が降2年ごと 

ディスクブレーキの 
パッドの摩耗限度 

前輪 

標準厚さ： 9.0 mm 、 使用限度：1.日 mm 

ドラムブレーキのシユー 
のライニング摩耗限度 

後輪 

標準厚さ： 3.9 mm 、 使用限度：1.0 mm 

点火時期 

(アイドリング時エアコン OFF ) 

F 

己 TDC 10° /750 rpm 

R 

己 TDC 10° /700 rpm 

S 

己 TDC 10° /750 rpm 

弁ずき間（冷態時） 

F 

吸気 

0.1 5 mm 

排気 

0.30 mm 

R 

吸気 

0.1 0 mm 

排気 

0.1 9 mm 

S 

吸気 

0.15 mm 

排気 

0.30 mm 
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サービスデータ 


ベルト中央部を約10 ON (約 lOkgf ) の力で押したときのたねみ量 


スーパーチヤージヤー車が外 


スーノくーチヤーンヤー車 




上図^指示位置はたわみ量確認位置です。 


エアコン、オルタネーター用ベルト 

エアコン、オルタネーター用ベルト（実線） 


たねみ量 


たねみ量 

新品 

日.5〜り.日 mm 

新品 

4.5 〜己.日 mm 

継続 

6.5 〜7.日 mm 

継続 

瓦5〜り.日 mm 


スーパーチヤージヤー用ベルト（点線） 


たねみ量 

新品 

日.己〜7.0 mm 

継続 

7.0〜 8. 5 mm 


サ—ビスデ—夕 



R2 RC1-098001-107000, RC2-039001 〜041100 


8-5 





サービスデータ 


くタイヤ.ホイ—ル> 

.標準装着タイヤ、応急用スペアタイヤおよび装着可能なタイヤのサイズと空気圧は、車 
種•グレードにより異なりまずので、運転席ドアを開けたボディ側に貼ってある「タイ 
ヤ空気圧」のラベルをご覧ください。 

. 参考：標準装着タイヤおよび応急巧スペアタイヤ（車種-グレードによって異なります） 


▼ホイールサイズ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

リムサイズ 

P.C.D 

オフセット量 

155/6己 R1 4 

14x4 1/2J 

100 

45 

155/60R15 

15x4 1/2J 

100 

45 

T105/70D1 己 

1己 X4T 

100 

35 

1115/70015 

1己 X4T 

100 

35 


▼タイヤ空気圧 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているときの空気圧 
単位： kPa (kgf/cm^) 

前輪 

後輪 

15己/ 65R14 

210に 1) 

200に 0) 

15己/ 60R15 

220に 2) 

210に 1) 

T105/70D1 己 

420 (4.2) 

1115/70015 


▼タイヤの位置交換と交換時期 


タイヤの位置交換（タイヤローテーシヨン）時期 

5,000 km ごと 

タイヤの溝の深さ 

1.6 mm が下 
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ご意見、ご感想、お問い合わせはお近くのスバル販売店 
または鮮社 rSUBARU お客様センター J へお願いいたしまず。 


* お柔りのおまに関してお電話等でお問い合わせをいただく際は、お客さま 
へ正確•迅速にご対応させていただくために、あらかじめ、お手元におま 
の車検証等をご準備いただきまずよラご協力をお願いしております。 

① ま検証記載事項 

型式-車台香号-登録香号-登録年月曰 

② 走行距離 

⑤販売店-担当者名 


SUBARU お客様センター 
SUBARU コ-ル 0120-052215 

受付時間9:00〜17:00评日)、±日挪ま9:00〜12:00、13:00〜17:00 

SUBARU お客様センターでは下記の内容を承っておりまず。 

(1) ご意見/ご感想/ご案内（カタログ、販売店、転居お手続き他） 

(2) お問合せ/ご巧談 

※平日の12:00〜13:〇〇および±日祝は （1) のインフオメーシヨン 
サービスのみとなります。 

富±重工業巧式会社 

スバルカスタマーセンターお客様相談部 
干 160-831 6新宿区西新宿 1-7-2 (スバルビル） 


禁複製-転載 
- 非売品 - 

編集.発行 冨±重工業な式舍社 

スバルカスタマーセンター 
カスタマーセンター企画部 
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